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※注意







この書籍は「アドベンチャーブック」です。







文中に現れる選択肢をタップことによりストーリーが変化します。







選択肢をタップせずにページをめくると表示される警告文を無視して進みますと







現在読んでいるストーリーと関係のない文章が表示されますのでご注意ください。









　生活のため、昼は派遣事務、夜はキャバ嬢として働き蜂のような生活を送っていた貴方。

　謎の男ジョージに多額のお金と引き換えに依頼され、名門・神九条家が支配する財閥企業「三響」に秘書として潜入した貴方に課された使命は、三匹の獣に取り入ること──。




　官能の氷獣──副社長・神九条秀明。

　金融のスペシャリストであり、中国進出も進めている秀明の秘書となることを選んだ貴方は、初日の業務を無事に終えたものの、あるトラブルで秀明に正体を怪しまれてしまう。

　そこに秀明の秘書である妻・夏妃子が現れ、２人の関係を誤解してしまうが秀明は貴方を庇い──？




「…貴方といると私は困惑してばかりだ」




　彼の氷のような目からは想像もつかないふとした笑顔を見るうちに、いつしか心を奪われるように。

　あくまでも取り入る対象でしかなかったはずなのに、騙すことに耐えられなくなり……。




「‥‥躾の効果が出て来ましたね。」

「‥‥心と違って、身体は正直ですよ。」




　愛、欲望、そして裏切りに満ちた禁断の物語が、今始まる──。
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愛の獣よ、神の掟に背いて禁断の果実を貪れ




副社長（秀明）編　vol.1　メインストーリー




アドベンチャーゲームブック










スマートゲート












プロローグ









　三響ホールディングス本社ビル──。




　──通称三響ビル41階の会議室に私はいた。

　「三響ビルの41階以上に入るのは大いなる名誉」

　41階以上には、選ばれた人間しか入れないと言われている。




【里奈】

（‥‥私も出世したものね）




　──そうは言っても、私はキャリアウーマンなんかじゃない。

　どこにでもいる、ただの二十代の独身女だ。

　つい最近まで昼は派遣事務、夜はキャバ嬢の二重生活。

　生活のため、働き蜂のように働く毎日だった。

　そんな私が栄誉ある三響ビルの41階にいる理由、それは──。

　──三響ホールディングスの秘書として採用されたからだ。




【？？】

「お待たせしました」




　会議室のドアが開き、同世代の青年が会釈をしながら入って来る。




【冬哉】

「初めまして、総務部長の神九条冬哉です」




【里奈】

（‥‥私の人事権を、タメくらいのこの男が握ってるのか）




　優雅な立ち振る舞いを意識して席を立ち、角度三十度のお辞儀をしながら、私は名前を名乗った。




【里奈】

「初めまして、‥‥水之瀬里奈です。よろしくお願い致します」




　声がかかるまで、深々と頭を下げて待つ。




【冬哉】

「どうぞ、顔を上げて座って下さい」




【里奈】

「ありがとうございます」




　微笑を浮かべた顔を上げ、部長の後に腰を下ろす。




【冬哉】

「年も近いのだから、緊張せずにリラックスして下さい」




【里奈】

「いえ、若くても神九条部長は上司ですから」

（三響を支配する神九条一族だから、若くて部長になれるんだよね）

（私もこんな一族に生まれたら、どんなに人生が楽だったことか‥‥）




【冬哉】

「僕のことは冬哉部長と呼んでください。三響には神九条姓が多くて紛らわしいので、名前に役職名で呼ぶのが慣習になっています」




【里奈】

「分かりました、冬哉部長」




【冬哉】

「理解が速いですね、水之瀬さんは。さすが東大卒」




【里奈】

「ありがとうございます」




　丁寧に、しかし軽く、嫌味にならない程度に頭を下げる。




【里奈】

（‥‥東大なんてウソだけどね）

（資格も特技も、履歴書に書いてあることは全部ウソ）




　経歴詐称をしてまで、私が三響に潜りこむ理由はただ一つ──。

　──とにかく「大金を稼いで人生を変えたかった」からだ。




　数日前、私の部屋──。




【ジョージ】

「‥‥以上が、アンタに授けられた予言だ」




　予言と称し、ジョージは私に三響潜入計画を説明した。




【里奈】

「そんな計画が成功する？　あの三響でしょ？」




【ジョージ】

「‥‥神に誓って成功する。アンタは選ばれた人間になるんだ。成功すれば億万長者‥‥人生、大きく変わるぜ？」




【冬哉】

「それでは、配属面談を始めましょう」




【里奈】

「はい。よろしくお願いします」

（ここまで、本当にジョージが予言した通りの展開だな）




　部長は足を組みながら、会社パンフレットを広げた。




【冬哉】

「現在、新しい秘書を希望している幹部は三人」

「一人目は、財界のプリンスとして世間の注目を集める春樹社長」

「多くの秘書たちが社長付秘書のポジションを狙っています」




【里奈】

（若き獣王と称される神九条春樹）

（まだ若いのに威厳と風格がある。名家の血ってヤツね）




【冬哉】

「二人目は、金融事業のスペシャリスト秀明専務」

「三響のここ半年の成長は、専務に負う所が非常に大きいです」




【里奈】

（氷獣と恐れられる神九条秀明）

（こんな冷たく鋭い目をした人、今まで見たことがない）




【冬哉】

「子会社から大抜擢された、秋善常務」

「豪腕営業で三響不動産を急成長させた手腕を買われています」




【里奈】

（野獣、神九条秋善）

（ワイルドで今風だな。大企業の常務と言うよりホストだけど）




【冬哉】

「水之瀬さんは三人の人員要望をクリアしているので、好きな配属先を選んでもらって構いません」

「水之瀬さん、配属希望はありますか？」




【里奈】

「はい。私の希望は──」




　この選択が、私の運命を想像以上に大きく変えることに──。

　そして、人間から獣にこの身を堕とすことになるなんて──。

　──この時の私は、全く気が付いていなかった。
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第１章










シーン01






　──静かな朝に、小鳥の鳴き声が響く。

　朝日をあびながら、私は鏡台にうつる自分を見つめた。




【里奈】

（‥‥今日からついに、三響コーポレーションに潜入か）

「‥‥にしても、社長秘書ってどんなメイクがいいかな」




　私は眉をひそめてルージュを取り出す──と。




【ジョージ】

「いやいや‥‥元がいいんだし、その色はナシっしょ」




【里奈】

「っ‥‥ジョージさん!?」




　背後から伸びた腕が、からめとるようにルージュを奪う。




【ジョージ】

「ジョージでいいって。オレも里奈って呼ぶし‥‥タメ口で行こうぜ？　オレたち共犯者なんだから、仲良くしてかないと！」




　ジョージはニコニコ笑いながら、私の化粧ポーチをあさる。




【里奈】

「って‥‥なんで私の部屋にいるの！」




【ジョージ】

「そりゃ、ココの家賃を払ってるオレが本当の家主だからだろ。さらにオレはアンタの雇い主‥‥オッケー？」




【里奈】

「‥‥‥‥」




　──そう。この部屋は、大金で私を買ったジョージが与えてくれたものなのだ。




【ジョージ】

「アンタを買うのに、こちとら大枚はたいてるんだ。このおキレイな顔を武器に、イイ働きしてくれよ？」




　ジョージはグロスを指にとると、ゆっくりと私の唇に塗ったのだった──。





シーン02






【ジョージ】

「さてと‥‥シンデレラ、そろそろお城に出発する時間だぜ？」




【里奈】

「これ‥‥！」




　ジョージが玄関に置いたのは私が履きなれた靴──ではなく、黒のエナメルが美しい、高級ブランドのパンプスだ。




【ジョージ】

「ここを出た瞬間から、アンタは『大石 里奈』じゃない。今日から会社でのアンタは『水之瀬 里奈』だ。‥‥オッケー？」




【里奈】

「‥‥オッケー」




　私は意を決して、パンプスに足を入れる。

　普段は手も足も出ないパンプスは、それこそ魔法のような履き心地だった。




【ジョージ】

「それじゃ‥‥今日は初日だし、特別に餞別せんべつをくれてやるよ。アンタに神のご加護を」




【里奈】

「え‥‥？」




　ジョージにぐっと腕を引かれたかと思うと、私の額に触れるだけのキスが落とされる。




【ジョージ】

「ちなみに社内には内通者がいるけど、基本は動かないからヨロシク。それじゃ、行った行った！」




【里奈】

「ジョ、ジョージ!?　ちょっ、ちょっと、今の‥‥!!」




　バタン！

　あぜんとする私の目の前で、ドアは閉められてしまった。




　──そして。




【里奈】

（ここが‥‥三響ホールディングス本社ビル‥‥）




　電車を乗りついだ私は、青空を反射するビルを見上げて唇を噛みしめた。




【里奈】

（お金のためにも、秀明副社長とやらに取り入らないと‥‥！）




　パンプスのカカトを鳴らし、私はビルの中──戦場へと足を踏み入れたのだった。





シーン03






　受付を通過した私を乗せて、エレベーターはぐんぐんと上っていく。




【里奈】

（エレベーターに乗るにも社員証が必要なんて‥‥さすがは大企業）




　これまたジョージが用意していた鞄から、私はＩＤカード式の社員証を取り出した。

　撮った記憶はないのに、水之瀬里奈の名前の横でスーツ姿の私が微笑んでいる。

　ポーン

　41階──受付嬢に言われたフロアを、私はそっと歩き出した。




【里奈】

（最初は秘書室に行けばいいのかな‥‥）




【男】

「なぜ‥‥っ！　助けて下さいよ、私を見捨てる気ですか!?」




【里奈】

（え‥‥？）




【男】

「もう私はいらなくなったという事ですか!?」




　半泣きに近い叫び声は目の前の部屋──「第二取締役員室」からもれている。




【里奈】

（なんか険悪な雰囲気だけど‥‥どうしよう？）

（多分、私が聞いていい話じゃない気がする‥‥）




　私はそっと部屋の前を離れようと、踵きびすを返す──が。




【男】

「呉‥‥阿、我‥‥放弃!!」




　ガシャーン!!

　部屋の中から男の絶叫と、何かが割れる音が響いた。





シーン04






【男】

「阿‥‥由于、尽‥‥惨‥‥!!」




【里奈】

（ど、どうしよう‥‥これ、中国語かな）




　助けを求めるようにあたりを見回していると、複数の足音が近づいてくる。




【警備員】

「何かあったんですかっ!?」




【里奈】

「あの‥‥中で誰か暴れてるみたいです‥‥！」




　私が部屋を指差すと、警備員は中に飛び込んでいく──と。




【？？】

「‥‥この男を今すぐ、排除してください」




【里奈】

（え‥‥）




　響いてきたのは絶叫とは別の、凛として耳に心地よい低音。

　私は思わず、声に吸い寄せられるように部屋の中をのぞいた。




【？？】

「私は役に立たない道具はいりません」




【男】

「不知‥‥放弃、机遇‥‥要!!」




【？？】

「‥‥しつこい」




　眼鏡の奥で瞳がするどく光ると、暴れていた男がとたんに腰を抜かす。

　男が警備員にずるずると連れて行かれると、後には静寂が残った。




【里奈】

（まさか、こんなにいきなりターゲットと会うなんて‥‥）

（どうしよう？　とりあえず挨拶した方がいいかな‥‥）




　私は笑顔を作ると、ゆっくり一歩ふみ出した──が。




【？？】

「‥‥‥水之瀬里奈‥‥さん？」




【里奈】

「っ‥‥!?」




　ターゲット──神九条秀明は驚くこともなく、私を瞳にとらえる。

　その瞬間ゾクリと、何かが私の背筋を走り抜けたのだった。





シーン05






【？？】

「‥‥‥‥」




【里奈】

「‥‥ご挨拶が遅れ、失礼いたしました。本日から秘書課に勤めさせていただきます、水之瀬里奈と申します」




　内心の動揺を隠し、私はゆっくりと唇に笑みを浮かべた。

　自分がもっとも美しく見える角度と表情、しぐさはキャバ嬢時代に習得済みだ。




【秀明】

「‥‥私は副社長の、神九条秀明です。それにしても‥‥‥‥」




【里奈】

（‥‥‥‥それにしても、何なの）

「副社長、どうかなさいました？」




【秀明】

「‥‥いえ、何でもありません。それより‥‥」




　副社長は私から目をそらしながら、胸の内ポケットから手帳を取り出す。

　そして──適当に開いた白紙のページを、万年筆と一緒に私へと差し出してきた。




【秀明】

「ここに、名前を書いてみて下さい」




【里奈】

「かしこまりました」




　なんで名前？　と眉をひそめたい気持ちを押さえ、私は万年筆を受け取る。




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

（私は水之瀬里奈、水之瀬里奈‥‥）




　手元の手帳に目線を下ろすも、横顔に視線を感じた。

　氷のような瞳に見つめられると、そのたび何故か背筋が震えてしまう。




【里奈】

「‥‥こちらでよろしかったでしょうか？」




【秀明】

「‥‥結構です。意外と達筆ですね」




【里奈】

「あ、ありがとうございます」

（‥‥褒めてもらえたのは嬉しいけど、「意外と」って失礼じゃない？）




　私は内心でこっそりとごちる──と、その時。




【？？】

「あらぁ？　水之瀬さん、ここにいたの？」




　背後から、なであげるように私の腰に誰かの腕が絡みついた──。





シーン06






【？？】

「ふふ‥‥履歴書の写真も悪くはなかったけど、本物の方が素敵ね」




【里奈】

「あ、あの‥‥？」




【？？】

「私の背中に、柔らかくて豊満な身体が押しつけられる」




【秀明】

「‥‥夏妃子」




【？？】

「あらやだ、ごめんなさい。つい調子に乗っちゃったわ」




【夏妃子】

「水之瀬さん、私は神九条夏妃子よ。秘書課の長としてイロイロ教えてあげるから、気軽にたよって頂戴ね？」




【里奈】

「はい、ありがとうございます」

（‥‥本当は自己紹介してもらわなくても、ジョージの前情報で知ってるけどね）

（にしても‥‥こんな美人が奥さんじゃ、色仕掛けも効果はなさそうかな）




　私は夏妃子さんに笑いかけながら、横目で副社長を見つめた。




【秀明】

「‥‥それで水之瀬さん、さっそく貴方に仕事をお願いしたいのですが」




【里奈】

「はい、私は何をすればよろしいでしょうか？」




【秀明】

「『これ』をお願いします」




　副社長はデスクの上にあった書類の山をひとやま丸々、私の腕に乗せた。




【里奈】

（重‥‥っ!!）




【夏妃子】

「あら、これって‥‥」




【秀明】

「会食や会合の出欠席状と、その他直筆での記入が必要な書類です。前者については日程の都合はついていますので、水之瀬さんには代筆をお願いします。今日は初日で細かい引き継ぎ業務もあるかと思いますが‥‥」

「それはすべて本日中に終えて、ポストへの投函までお願いします。貴方の達筆は買いますが、くれぐれも遅れないように」




【里奈】

「‥‥かしこまりました」

（この量、かなり時間かかるに決まってるのに‥‥この鬼畜！）




　内心で唇を噛みながらも、私は優雅に笑ってみせたのだった──。





シーン07






【里奈】

「はぁ‥‥やっと終わった‥‥。私は痛くなった手を開きながら、最後の書類を山の一番上に積む──と」




【夏妃子】

「里奈さん、お疲れさま」




【里奈】

「きゃっ‥‥!?」




　背後から伸びてきたフレンチネイルの指先が、私の頬をそっとなぞる。




【夏妃子】

「私はちょっと別のフロアに行ってくるけど、すぐに帰ってくるから、帰るなら鍵は気にしないで帰っていいわよ？」




【里奈】

「は、はい‥‥お疲れさまでした」




　夏妃子さんは布が大量に入った段ボールを抱え、モデル歩きで消えて行った。




【里奈】

（夏妃子さんってスキンシップ激しいと言うか‥‥やけに触り方がやらしいなぁ）




　私は小さくため息をこぼすと、帰り支度を始めた。

　ふと、視界のはしにチカチカと光る携帯電話が入る。




【里奈】

（あれ、誰かから着信があったのかな）

（もしかして‥‥ジョージ？）




　私は携帯電話に手を伸ばす──と、その時。




【？？】

「‥‥水之瀬さん」




【里奈】

「っ‥‥!?」




　振り向かずとも分かるほど強い視線を首筋に感じ、ぞくりと。

　ふたたび、私の背筋に何かが走った──。





シーン08






【秀明】

「‥‥まだ残っていたんですか」




【里奈】

「は、はい。遅くなり、申し訳ありませんでした。すべて終わりましたので、このあと投函させていただきます」




【秀明】

「‥‥その前に少し見せていただいても？」




　細く筋張った手が書類をつまむ──と、その薬指に銀色のリングがわずかに光った。




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

（‥‥キャバの時に、お客さんに出すからって手紙の書き方勉強しといてよかった）

（この人、下手な事すると怒られるどころか、いきなりクビにされそうだし）




　私の脳裏に、今朝あばれていたサラリーマンの姿が横ぎる。




【秀明】

「という訳なのですが‥‥‥‥水之瀬さん？」




【里奈】

「え‥‥あ、はい！」




【秀明】

「‥‥代筆は結構なお手前でしたが、秘書として呆けられては困ります。残業したからとて明日、万一にも遅刻なんてしないでくださいね」




【里奈】

「は、はい‥‥大変失礼しました」




【秀明】

「それでは引き続き、明日も宜しくお願いします」




　コツコツコツ‥‥

　まるで機械のように乱れない足音と共に、秀明の背が遠のいていく。




【里奈】

「‥‥‥‥‥‥帰ろ」




　どっと押し寄せた疲れを感じ、私は鞄をつかむと秘書室を出た。




【里奈】

（はぁ‥‥身辺を探ろうにも、そんな時間ないし‥‥）

（あの、人を見下した感じ‥‥色じかけの前に、そもそもお近づきになれないって）




　エレベーターに乗った私は、１階のボタンを押す──が。

　夜遅くとなると、夜間出入口のある地下１階のボタンしか反応しなかった。




【里奈】

（あ、そうだ‥‥そういえば、携帯に着信あったんだっけ）




　携帯電話を開くと、そこにはやはり不在着信とジョージの文字が並んでいる。

　私はドアが開くと同時に、リダイヤルボタンを押した──。




　リダイヤルボタンを押すと、すぐに携帯電話が繋がった。




【ジョージ】

『もしもーし？　舞踏会はどうだ、シンデレラ？』




【里奈】

「‥‥そのシンデレラっての、やめてほしいんだけど」




　私がため息をこぼすと、手の中の携帯電話から笑い声が返ってくる。




【ジョージ】

『いたいけで不幸な少女が、お城の王子様と恋に落ちる！　まさにじゃね？』




【里奈】

「もう少女って年でもないし‥‥」

（私の場合は恋に落ちるんじゃなくて取り入る、の間違いでしょ）




　──そう。私は恋なんてしにきたのではない。

　あくまで秀明副社長に取り入って内部をさぐるのが目的だ。




【ジョージ】

『それで？　天下の三響コーポレーション様はどうだ？』




【里奈】

「‥‥さすがは大企業なだけあって、そのへんのオフィスとは大違いだよ。セキュリティもすごいし、駐車場も高級車しかないし」




【ジョージ】

『なるほどねぇ‥‥っとＣＭ終わったし、いちど電話切るぜ？』




【里奈】

「え？　ＣＭ？」




【ジョージ】

『そ。今、アンタんとこの部屋でドラマ観てんのアンタが帰ってくるまではココで待っててやるから、後でイロイロ聞かせてよ』

『っとドラマ始まった！　それじゃ！』




【里奈】

「えっ！　ま、待っててやるって‥‥ちょっと!?」




　私は携帯電話にすがるけれど、ツーツーという電子音しか聞こえなかった。




【里奈】

「まったく‥‥」




　私は肩をすくめると、駐車場を出るために首元に下げた社員証を取り出す──が。




【？？】

「‥‥まったく、はこちらのセリフですよ」




【里奈】

「きゃ‥‥っ!?」




　次の瞬間、私の体を突然の衝撃が襲った──。





シーン10






　目の前には、美しくみがかれた高級車のボンネット。

　誰かに後ろから組み伏せられたらしい──。

　そう分かった瞬間、私は恐怖のあまり全力で暴れた。




【里奈】

「は、離して下さい‥‥！　誰か‥‥誰か助けて！」




【？？】

「‥‥助けて、ですか。それこそ警備員を呼ばれて困るのは、そっちでは？」




【里奈】

「っ‥‥!?」




　耳元に落とされた囁きに硬直すると、その隙に身体が仰向けにされる。

　何度か聴いた心地よくも冷たい低音、その主こそ──。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん、お疲れさまです」




【里奈】

「秀明‥‥副社長‥‥!?」




　なんの感情もないような、凍りついた瞳が私を見下ろす。

　恐ろしいのに瞳をそらす事が出来ず、とたんに息苦しささえ感じた。




【秀明】

「お電話先はご家族ですか？　‥‥それとも？」




【里奈】

「‥‥！」




　副社長の手は冷たいのに、つかまれた手首がやけに熱い。

　私が言葉を失っていると、副社長は目を細めて腕に力をこめた。




【秀明】

「‥‥私は気が短い方なんです。先ほどの質問、早く答えていただけませんか？」




【里奈】

「それは‥‥」

（まずい‥‥さっきの電話、聴かれてたんだ‥‥）

（どうしよう‥‥！）
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【秀明】

「‥‥早く答えてもらえませんか？　気が短いのもありますが‥‥女性に乱暴を働く趣味はないんです」




【里奈】

「っ‥‥！」




　秀明副社長は私の両足の間に、ゆっくりと自分の足を入れる。

　とっさに逃げようと身体をねじるけれど、副社長の体で高級車に縫われ、無情にも私のスカートが少しまくれただけだった。




【秀明】

「‥‥逃げようとしたら、貴方も今朝の男のように警備員に引き渡しますよ。私は使えない道具には、興味も関心もありませんから」




　鋭い瞳ににらまれると、氷漬けになったかのように体が動かない。

　背筋にぞくりと走ったのは、まぎれもない恐怖だった。




【里奈】

（言ったらバレてしまうけど‥‥逃げるわけにもいかない‥‥）

（私、どうしたら‥‥！）




[image: ]




【里奈】

（下手に嘘をつけば、逆に見破られそうだし‥‥だったら‥‥！）

「‥‥副社長、まぎらわしい事をしてしまい申し訳ありません。先ほどの電話は、同居人にかけたんです」




　私は必死に心を静め、ゆっくりと微笑んだ。




【秀明】

「‥‥‥‥失礼」




【里奈】

「きゃ‥‥っ！」




　副社長は私の胸元に手を伸ばし、おもむろに指先をジャケットの中に入れてきた。

　私は抵抗しようともがくけれど、副社長のすらりとした手は思いのほか力が強い。




【里奈】

（いきなり何‥‥っ!?）




【秀明】

「‥‥動かないでください」




　秀明副社長の指は、うごめくように私のジャケットを進む。

　シャツごしに触れられ、声がこぼれそうになった私は唇を噛む。




【里奈】

（いや‥‥っ！）




　私はぎゅっと目をつぶるが、視界がきかない分、

　シャツの上を指が進む音が気になって、しかたなかった──。
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【里奈】

（こ、こんなところで何するの‥‥！）




　ぎゅっと目をつぶった私は、ただただ唇を噛みしめる。

　間近に感じる副社長の身体からは、ほのかにお香のような香りがした。

　──と、その時。

　衣ずれの音が止まり、私に触れていた指と香りが離れていく。




【里奈】

「え‥‥」




【秀明】

「‥‥‥‥」




　恐る恐る目を開けると、副社長は私の首元から下がるもの──

　社員証をまじまじと見つめていた。




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥。なるほど、本物のようですね。失礼しました、私の杞憂きゆうだったようです」




　今度は触れることなく、副社長は私の胸元へ社員証を返した。




【里奈】

（え‥‥も、もしかしてバレて‥‥ない？）




　ジョージが用意したであろう社員証に、心の中で万歳三唱する。




【秀明】

「ただ‥‥今後は疑われるような真似は控えて下さい」




【里奈】

「は、はい‥‥失礼いたしました」

（死ぬかと思った‥‥と言うか、襲われるかと思った‥‥）




　副社長の腕で高級車にぬわれた状態ながら、私はこっそり息を吐く──が。




【？？】

「ちょっと‥‥アナタたち、何やってんのよ‥‥！」




　駐車場に響いた声に、私は自分の血の気が引く音を聞いた。
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　カツカツカツ！

　怒りもあらわなピンヒールの音に、私は恐る恐る首をめぐらせる。




【夏妃子】

「ちょっと‥‥アナタたち、何やってんのよ‥‥！」




【里奈】

（うわ、やっぱり夏妃子さん‥‥！　まずいところに‥‥！）




　この絵面は間違いなく「副社長が新人秘書を押し倒している図」だ。




【里奈】

「夏妃子さん、違うんです！　これは私がよろけて‥‥！」




【夏妃子】

「ふん！　なにが『よろけて』よ！　今どき、そんなバレバレの言い訳はやらないわよ！　しらじらしい！」




【里奈】

（えっ！　これ、私が色仕掛けしたと思われてる‥‥!?）




　私は慌てて副社長の腕の中から抜けた。




【秀明】

「‥‥夏妃子、少し落ち着いてください」




【夏妃子】

「落ち着け!?　アタシは落ち着いてるわよ！　それこそ、アナタこそ落ち着いて正気に戻るべきだわ！　このアタシがいるのに、イモくさい小娘にホイホイたぶらかされるなんて！」




【秀明】

「たぶらかす‥‥」




　副社長は眼鏡のブリッジを人差し指であげると、深い溜め息をはいた。




【秀明】

「‥‥夏妃子、いいから落ち着いて話を聞いてください」




【夏妃子】

「落ち着いてるって言ってるでしょ!!」




【里奈】

（どうしよう‥‥すごい修羅場になっちゃった‥‥）




　あぜんと見ている私を、夏妃子さんは射殺すような目で振り向いた。




【夏妃子】

「と言うか、そもそもアナタが全部の元凶なんじゃない！　外見は悪くはないし、少しは可愛がってあげようと思ったのに‥‥」

「サイテーだわ！　まさか人の旦那を寝取ろうとする性悪女だったなんて！」




【里奈】

「ち、違います。私、そんなつもりは‥‥！」




【夏妃子】

「ふん！　今さらカマトトぶっても遅いわよ、この‥‥泥棒猫っ!!」




　夏妃子が手を振り上げると、鋭いネイルが蛍光灯をあびてキラリと光る。




【里奈】

（‥‥っ!!）




　私は痛みを覚悟して、息をのんだ──。
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　パンッ！

　駐車場に乾いた音が響き渡る。




【里奈】

（え‥‥‥‥）




　いっこうに訪れない痛みにハッと顔を上げると、そこにはスーツを着た背中があった。




【秀明】

「‥‥‥‥」




【夏妃子】

「な、なんで‥‥！　秀明、なんでアナタその子を庇うのよ！　もしかして、本気でそんな小娘に‥‥」




【秀明】

「‥‥夏妃子」




　副社長の一声に、夏妃子さんがギクリと固まる。

　何の感情も感じさせない声色に、私の背筋までもが震えた。




【秀明】

「貴方はたしかに水之瀬さんの上司ですし、会長の一人娘ですが‥‥イコール新人の社員に手を上げていいという事にはなりません」

「むしろ、こんな場所で手を上げる事がどういう事態を招くか分からないほど、貴方は馬鹿な女ではないと思ったのですが」




【夏妃子】

「っ‥‥‥‥もういいわよ！」




【里奈】

「あっ‥‥な、夏妃子さん‥‥！」




　つい声をかけた私を睨みつけ、夏妃子さんは赤のスポーツカーに乗りこむ。

　薔薇のように赤い車は、エンジン音を響かせながら消えて行った。




【里奈】

「も、申し訳ありませんでした‥‥！　私のせいでお二方がもめた上、夏妃子さんがお独りで帰ってしまわれて‥‥」




【秀明】

「‥‥いえ、気にする必要はありません。夏妃子の癇癪かんしゃくは日常茶飯事ですし‥‥」

「そもそも、あんな品のない車で一緒に帰る気はありませんでしたし」




　秀明は車が去って行った方向を見つめると、小さく息をこぼす。

　私はふと、その頬に一筋の赤い線が走っているのに気付いた。




【里奈】

（あ‥‥私をかばった時に、夏妃子さんのネイルで切ったのかも‥‥）

（どうしよう‥‥）
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【秀明】

「‥‥‥‥なんです？　私の顔に何か？」




【里奈】

「あ‥‥その‥‥」




　けげんそうに振り向いた副社長の瞳はあいかわらず冷ややかだ。




【里奈】

（副社長の頬の傷‥‥多分、私をかばって出来たんだよね）

（確かバンソウコウくらいなら持ってた気がするけど‥‥どうしよう‥‥）




【里奈】

「先ほどは庇って下さり、ありがとうございました。もしよろしかったら‥‥こちら、使っていただけませんか」




　私は押しつけるように、ポーチから出したバンソウコウを渡した。




【秀明】

「‥‥これは？」




【里奈】

「あの‥‥夏妃子様のツメが当たったようで、頬が切れていらっしゃるんです」




　私は思わず、副社長の白い肌に走る傷に手を伸ばす──が。




【秀明】

「‥‥気持ちだけいただいておきます。痛みはありませんし、少し切れたくらいだと思うので」




　私から一歩離れ、副社長はバンソウコウをポケットに入れた。




【秀明】

「‥‥そろそろいい時間ですし、私は失礼します。今日の事は気にせず、明日から引き続き業務に励んでください」




　副社長は言い切ると、目の前に停められていた高級車に乗りこむ。




【秀明】

「それでは、お疲れさまでした」




【里奈】

「え‥‥あ、お疲れさまでした‥‥！」




　運転席のウィンドウを下げた副社長に小さく会釈えしゃくをされて、私はついキャバ嬢時代のクセで、深々とおじぎを返してしまう。

　その間に、車は低いエンジン音を響かせながら走り去っていった。

　駐車場には耳が痛くなるような静けさが広がる。




【里奈】

「‥‥‥‥私を押し倒した車、副社長の車だったんだ。

というか‥‥やっぱり乗せて行ってはくれないわけね‥‥」




　どっと疲労感が押し寄せ、私はその場にしゃがみこむ──が。

　終電の時間だと気付き、結局は駅まで全力疾走するはめになったのだった──。
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　そして、帰宅した私を出迎えたのは──。




【ジョージ】

「あはははははははは！　うっわー、マジでウケる!!」




【里奈】

「そ、そんなに笑わないでよ‥‥！」




【ジョージ】

「だって泥棒猫呼ばわりされたあげく、地下駐車場に置き去りとか‥‥！　ナナメ上すぎてマジ笑えるんだけど！」




　ジョージは私が報告を始めてから、ずっと笑いっぱなしだ。




【里奈】

「笑い事じゃないって！　こっちは潜入がバレたのかと思って、生きた心地がしなかったんだからね‥‥」




【ジョージ】

「っと‥‥悪い悪い！　まぁ、秀明副社長様は外から調べても全然シッポつかめなくてさ。引き続き、内側から長期戦覚悟でがんばってよ」




【里奈】

「でも夏妃子さんには誤解されてるし、副社長はロボットみたいで怖いし‥‥正直、かなり不安なんだけど‥‥」




【ジョージ】

「オイオイ、初日からヘコたれてどうすんだって。〝神は、その人が耐えることのできない試練は与えない〟もんだぜ？」




【里奈】

「‥‥なにそれ？」




【ジョージ】

「新約聖書の『コリント人への手紙』Ⅰ 10─13。ありがたーい神サマのお言葉だよ。なんならついでに、ご加護のキスでもしてやろっか？」




【里奈】

「‥‥それはいらない」




　スーツを脱ぎながら断ると、ジョージはやれやれと肩をすくめる。




【里奈】

（なんにせよ‥‥お金のためにも、なんとかして副社長に取り入らないと‥‥）




　脱いだジャケットをハンガーにかける──と移り香なのか、

　一瞬お香のような香りを感じ、私の心はざわりと騒いだのだった──。
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　──翌朝。




【里奈】

（昨日の今日だし、夏妃子さんと会うのが怖いな‥‥）




　早めに出社した私は秘書室の前を通りすぎ、第二取締役室に向かう。




【里奈】

（一応、改めて副社長に昨日のお詫びとお礼言った方がいいよね）




　私は扉をノックしようと手を上げる──が。




【里奈】

（‥‥あれ？　少し空いてる‥‥）




　私は息を殺して、そっと部屋の中をうかがった。




【秀明】

「‥‥ですので、そちらで少し調べて頂けませんか？」




【？？】

「分かった、例の件とあわせて調べておこう。しかし‥‥やれやれ、君もだいぶ人使いが荒い」




【秀明】

「‥‥重ね重ね、お手数おかけします。ですが、この恩は必ずやお返ししますので」




【？？】

「‥‥君が義理に深いのは私も知っているからね。期待させてもらうよ。それでは事が進み次第、また報告にくる」




【里奈】

（なんの話だろう‥‥っと、まずい！　こっち来た‥‥！）




　私は慌てて身を引くと、柱の陰に隠れる。

　扉の音に続いた靴音は、コツコツ‥‥と遠ざかって行った。




【里奈】

（よかった‥‥ギリギリセーフ、かな‥‥）




　私はホッと胸をなで下ろす──が。




【秀明】

「‥‥貴方、本気でクビになりたいんですか？」




【里奈】

「っ‥‥!?」




　すぐ間近から聞こえた声に、私は恐る恐る顔を上げた──。
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【秀明】

「疑われるような行動は控えろと、昨日お伝えしたはずですが」




【里奈】

「も、申し訳ありません」




　柱をはさんで立つ副社長に、私は勢いよく頭を下げる。




【里奈】

「昨日のお礼をお伝えしようと思ったのですが、結果立ち聞きするような事になってしまいまして‥‥」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥。礼なんて、いりませんよ。そんな事に気を回すならば、人の話を立ち聞かない配慮を持ってください」




【里奈】

「以後、注意いたします‥‥」




　私は再び、深々と頭を下げる──と、頭上からは溜め息が落ちてきた。




【秀明】

「反省と謝罪はもう結構なので、仕事の話をさせてください」




　そう告げた副社長は、取締役室に入っていく。

　中華風にまとめられたオフィスは本人に似て、上品で落ち着いている。

　ただようお香のかおりは、昨晩押し倒された時と同じものだ。




【秀明】

「私の第一秘書は本来、夏妃子なのですが‥‥水之瀬さん、当面は貴方に第一秘書をお願いします」




【里奈】

「え‥‥っ！　私がですか？」

（まさか‥‥夏妃子さんと副社長、ケンカでも‥‥？）




【秀明】

「‥‥言っておきますが、昨晩の事はまったく無関係ですよ。彼女は系列の『clematisクレマティス』というアパレルブランドで、デザインアドバイザーを兼任しているのですが、近々予定しているファッションショーが忙しいようでして」




【里奈】

「そうですか‥‥かしこまりました」

（夏妃子さんと会う機会が少ないのはありがたい、けど‥‥）

（私が第一秘書だなんて、次会った時には噛みつかれそうだな‥‥）




　私はつい溜め息をこぼしてしまう──が。




【男性社員】

「ふ、副社長‥‥！」




　突然開いた扉の音に私の溜め息は消され、とたんに空気が張りつめた──。
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【秀明】

「なんです？　朝から騒々しい」




【男性社員】

「も、申し訳ありません！　ですが‥‥！」




　息も切れ切れの社員は、もつれる足で副社長に駆け寄った。




【男性社員】

「大変です！　三響電子機器で発注ミスが‥‥！」




【里奈】

（三響電子機器‥‥名前からするに、子会社かな）




　私は一歩さがりながら、情報をもらさないよう耳を澄ませた。




【秀明】

「‥‥状況は？」




【男性社員】

「それが今朝、千葉工場にベリリウムを入荷予定だったんですが、原子番号を書き間違えて、ホウ素を入荷してしまって‥‥！」




【秀明】

「‥‥今回の事象による影響は？」




【男性社員】

「い、一週間後に納品予定の半導体が生産出来ません‥‥！」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥まったく。この間も同様の発注ミスがあったばかりでしょう。あれほど管理体制の見直しを命令したのに‥‥使えない」




　副社長が溜め息をはくと、社員はこの世の終わりのように顔を青くした。




【秀明】

「‥‥ここでグズグズ言っていても時間の無駄です。大至急、現在ベリリウムの在庫を持っている他の生産ラインを探すように」

「関東圏ならばベリリウムを千葉工場へ手配し、圏外ならば、その工場で千葉工場が納品予定の半導体を最優先ラインに回し、納品先へ直送するよう対処してください」




【男性社員】

「は、はい‥‥！」




　転がるようにオフィスを出ていく社員を横目に、副社長は受話器を上げる。




【里奈】

（だてに若くして副社長やってる訳じゃないんだ‥‥）




　ハキハキと問題に向かう横顔に、不思議と私の心が騒ぐ──と。

　ふいに、獣のように鋭い瞳が私をとらえた。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん、少々よろしいですか」
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【秀明】

「この後、夕方まで社内会議を何件か入れていたんですが‥‥それをリスケジュールして、私は工場に出向きます。第一秘書としての仕事については、日を改めさせてください」




【里奈】

「かしこまりました」




　副社長は受話器を肩に挟むと、どこかに電話しつつパソコンのキーを打っていく。




【里奈】

（忙しそうだけど‥‥私に何か出来ないのかな）

（どうしよう‥‥）




【里奈】

「あの‥‥私の方で社内会議のリスケを手配いたしましょうか」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




　私が電話の切れ目を狙って声をかける──と。

　副社長は、別のところに電話をかけようとしていた手を止めた。




【里奈】

「会議の時間と相手を頂ければ、連絡を取りまとめます。それが難しい場合は、工場までの経路を手配しますが‥‥」




【秀明】

「‥‥‥‥そうですか、助かります。秘書室のＰＣから、私の一日を登録したスケジュールにアクセス出来るので、時間と相手を確認し、内線で各部署にリスケの手配をお願いできますか」




【里奈】

「かしこまりました！」




　私は副社長に軽く一礼して、早足で部屋を出る。

　背中に視線を感じながら、私は心中でコブシを握った。




【里奈】

（昨日今日と疑われてばかりだから、ここで信頼度をグッと上げないと‥‥！）

（なんとか終わった‥‥‥‥!!）




　すべての電話連絡を終え、私はゆっくり受話器を下ろす。

　ふと、秘書室の前を歩いていく副社長の姿が見えた。




【里奈】

「副社長、お疲れさまです。社内会議のリスケジュール、すべて完了いたしました」




【秀明】

「‥‥そうですか、分かりました」




　私は副社長に駆けよる──が、その視線は手元の書類に落とされたままだ。




【里奈】

（頑張っても反応なし‥‥これは強敵だなぁ）




　ポーン

　私はエレベーターに乗りこむ副社長を、その場で見送る──と。




【秀明】

「夕方には戻りますので、よろしくお願いします。先ほどは少しながらですが‥‥‥‥助かりました」




【里奈】

「え‥‥‥‥」




　目の前で扉が閉まり、私はまたも一人取り残される。




【里奈】

（勘違いじゃなければ、今のってお礼、だよね‥‥）

（‥‥お礼すら言わないタイプかと思った）




　私はぽかんと、誰もいないエレベーターホールに立ち尽くしたのだった──。
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　──そして、摩天楼が夕日に染まる頃。

　社に戻った副社長に内線で呼ばれ、私は第二取締役室をおとずれた。




【里奈】

「お疲れさまです、工場は大丈夫でしたか？」




【秀明】

「ええ、ラインを確保して納品の目途も立ちました。‥‥どうぞ、そちらへ」




　副社長はＰＣモニターを見つめたまま、私に応接ソファをすすめた。




【里奈】

（うわ‥‥さすがは大企業の副社長室、ソファも超一品）




　高級ソファはキャバクラのソファとは比べものにならず、少し落ち着かない。

　ふと、目の前のテーブルに積まれた書類の山が目に入る。




【秀明】

「それには目を通してあるので、後は押印するだけなんですが‥‥今朝の発注ミスの対応で手が空かないので、お願いできますか」




【里奈】

「かしこまりました」

（ハンコは‥‥これを使えばいいのかな）




　書類横におかれたハンコは、象牙ぞうげに『神九条秀明』と彫られている。

　私はちらりと、そのハンコの主を見た。




【秀明】

「‥‥‥‥なんですか？　早く手を動かしてください」




【里奈】

「し、失礼いたしました」

（‥‥私、本当にこの人に取り入れる事なんて出来るのかな）




　やけにざわつく心を静めるように、私は一枚一枚、ていねいに印を押し始めた──。




【里奈】

（よし‥‥これでラスト！）




【秀明】

「‥‥‥‥すごい集中力ですね」




【里奈】

「え、あ‥‥ありがとうございます」




　いつの間にか背後にいた副社長に驚きつつ、私は笑顔を作った。




【里奈】

「こちら、社内資料ならば私が渡してきましょうか」




【秀明】

「いえ、それぞれに用件があるので私が渡してきます」




　副社長は書類の山から、何枚か書類を抜いていく──が。




【秀明】

「‥‥やはり、これだけ第一取締室にお願いします」




【里奈】

「かしこまりました、それではさっそく行ってきますね」




　私は一礼しながら、手元の書類にちらりと目を落とす。




【里奈】

（‥‥副社長、なんか急にピリピリした気がするけど）

（‥‥第一取締室に何かあるのかな？）
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【里奈】

（副社長‥‥ここに来たくない理由があるのかな？）




　私は扉の上にかかげられた「第一取締役員室」の木札に首をかしげた。

　コンコン




【里奈】

「‥‥すみません、秘書課の水之瀬と申します。秀明副社長の書類をお持ちしました」




【？？】

「え‥‥水之瀬さん？」




【里奈】

「え？　は、はい、水之瀬ですが‥‥」




　私の名前を呼んだ誰かが、役員室の扉を開ける。




【？？】

「初めまして。そういえば着任日、昨日だったね」




【里奈】

「え‥‥あの‥‥？」




【？？】

「あ‥‥ごめんなさい、私は三島雪」




【雪】

「同じ秘書課で、春樹社長の第一秘書なの。昨日まで出張に出てたから挨拶が遅れちゃったけど、これからよろしくね」




【里奈】

「こちらこそ、よろしくお願いします。改めまして大石里奈です」




【雪】

「え？　大石‥‥？」




【里奈】

（わっ、やばい！　油断してた‥‥！）

「す、すみません、間違えました。数年前に両親が離婚したんですけど‥‥つい時々、旧姓で名乗ってしまって」




【雪】

「なんだ、ビックリしちゃった」

「ふふ‥‥名字を間違えやすいなら、これからは名前で呼ばせてもらうね。そのかわり、私の事も名前で呼んでほしいな」




【里奈】

「はい。お言葉に甘えて、雪さんって呼ばせてもらいますね」




　私は胸をなで下ろし、いつもの営業スマイルを浮かべる──と。

　背後でガチャリと扉の開く音がした。




【？？】

「おや‥‥お客さんかな？」




【里奈】

「え‥‥きゃっ！」




　振り返ろうとした私の足元が、何かに引っかかってグラリと揺れる。




【？？】

「おっと‥‥！」




　もつれかかった私の肩を、大きな手のひらが抱きとめる。




【？？】

「‥‥驚かせてすまないね、大丈夫だった？」




【里奈】

「ぁ‥‥」




　鼻先が触れるほど近くにある端正な顔、ふわりと香るフレグランス。

　私はただただ、息を呑む事しか出来なかった──。
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【？？】

「えっと‥‥君、大丈夫かい？」




【？？】

「もしかして足でもくじいたのかな」




　突然あらわれた青年は、今度は膝を折って私の前にしゃがみこむ。




【里奈】

（こ、この人、写真で見た‥‥社長の春樹さんだ‥‥！）




　私は慌てて口を開いた──。




【里奈】

「失礼しました、私は大丈夫です」




【？？】

「そうかい？　驚かせてすまなかったね。それで‥‥君はどこのどちら様かな？」




【里奈】

「ご挨拶遅れて失礼いたしました。私は昨日から秘書課に入りました、水之瀬里奈です」




【？？】

「ああ、そういえば夏妃子が先週『新人が来る』と言っていたけど‥‥。今回の新人さんは、これまた美人さんだね」




【春樹】

「私は神九条春樹、よろしく頼むよ」




　春樹社長は勝手に私の手を取ると、ぎゅっと握った。




【里奈】

（こんなにかっこよくて、さらに社長とか‥‥完璧な人だな）




　私は笑みを作りながら、手中の手を握りかえした。




【雪】

「‥‥社長。里奈さん、書類を持ってきて下さったそうですよ」




【春樹】

「そうだったんだね、ありがとう！」




【里奈】

「はい、こちら秀明副社長からお預かりしました」




【春樹】

「ああ、君は秀明君の下に配属になったのか。秀明君も忙しいは忙しいんだろうけど‥‥あいかわらず彼、私の顔を見るのも嫌みたいだね」




【里奈】

（え‥‥二人は仲悪いのかな‥‥）




　肩をすくめて春樹社長は笑う──が、それは間違いなく苦笑だった。




【雪】

「っと‥‥社長、そろそろ株式会社ＥＭＩＱの方と会合の時間ですよ」




【春樹】

「ああ、それじゃ‥‥里奈君、私たちはこれで失礼するよ。改めて今度、自己紹介とお詫びをさせておくれ」




　私は早足で出ていく二人に会釈をし、その背中を見送る。




【里奈】

（春樹社長、とてもいい感じの人だったけど‥‥）

（‥‥秀明副社長と、なにか訳ありみたいだったな‥‥）




　夕闇がせまる廊下に一人立っていると、やけに胸がざわついた──。





シーン08






【里奈】

「‥‥ただいま戻りました」




　私は、少しだけ慣れた第二取締役員室のドアノブに手をかける──と。




【？？】

「ったく‥‥！　人がわざわざ書類を持って来てやったってのに、礼の一言も言えよっ！」




【里奈】

（えっ！　なに‥‥？）




　不穏な声に、私はそっと扉を開ける。




【秀明】

「‥‥貴方、何を言うにも叫ばないと話せないんですか？　しつけられた犬の方が、まだ大人しいし可愛げがありますよ」




【？？】

「あぁ？　人を犬と比べるたぁイイ度胸してんじゃねぇか。ケンカ売ってんなら、買ってやるぜ？」




【秀明】

「そんなもの売っていないので、さっさと自分の巣に帰ってください。ヒマ人の貴方と違って、私は忙しいんです」




【？？】

「ケッ！　忙しい、なんて笑わせてくれるぜ。役に立たねぇ道具はいらねぇって部下を切り捨てる事しかしてねぇクセによ！」




　ピシリ──音を立てて凍りついた空気に、私は思わず一歩さがる。




【里奈】

（う‥‥こんな口論、割って入れないって‥‥）

（と言うか、確かこの人‥‥ジョージが見せてきた写真にいた人だよね）




　私は男の名前を思い出そうと、まじまじと顔を見つめる──と。




【？？】

「‥‥‥‥‥お？」




　男は私を視界にとらえ──ふいにニヤリと笑った。
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【？？】

「なるほどなぁ？　話は聞いてるぜ、コイツがお前んとこの新しい秘書だろ？」




【里奈】

「きゃ‥‥‥‥っ！」




　手首を引かれたかと思うと、男はさらに私の腰を抱き寄せた。




【秀明】

「‥‥‥水之瀬さん、貴方‥‥」




【里奈】

（うわ‥‥副社長の顔、「なんでこのタイミングで帰ってきた」って書いてある‥‥）

（でも私だって、巻きこまれたい訳じゃないんだって‥‥！）




　私は逃げようとするけれど、男の腕は私をがっちりと抱えて離さない。




【秀明】

「‥‥秋善さん、彼女葉関係ないでしょう」




【秋善】

「関係なくはねぇだろ？　こんな美人が奉仕してくれんだ、男として手ぇ出さねぇ訳がねぇ」

「アンタ‥‥水之瀬里奈つったっけ？」

「んで？　秘書として、秀明副社長様を夜の方もサポートするわけ？」




　男──秋善さんは、私の顎あごをぐっとつかむと顔を寄せてきた。




【里奈】

（嫌な感じだけど、ヘタな事行ったら火に油そそぐ事になりそう‥‥）

（‥‥どうしよう）




【里奈】

「‥‥秋善様、冗談がお上手ですね。私は新米のしがない秘書、逆に日々勉強をさせて頂いているくらいですよ」




【秋善】

「おまえ‥‥」




　私がニッコリと微笑んでみせると、秋善の腕が一瞬ゆるむ──が。




【秋善】

「‥‥なるほど、気に入った。中々イイ女じゃねぇか」




【里奈】

（えっ‥‥あれ‥‥!?）




　秋善さんの指先は、意図をもって私の腰をゆっくりとなぞる。

　私が小さく吐息をもらしてしまった瞬間、空気が音を立てて凍った。




【秀明】

「‥‥‥‥いい加減にしてください。私を本気で怒らせたいならば、お望みどおり怒ってさしあげましょうか？」
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【秀明】

「私を本気で怒らせたいならば、お望みどおり怒ってさしあげましょうか？」




【秋善】

「‥‥‥‥けっ、ついに本性出しやがったな」




【秀明】

「本性も何も、私は私のままですよ」




　副社長はカツカツと歩み寄ると、私の身体をぐっと引き寄せた。

　ふんわりと香ったお香に、私の肩から力が抜ける──と思いきや。




【里奈】

（っ‥‥秀明、副社長‥‥‥‥？）




　私は目の前の横顔を見上げて、息を呑んだ。




【里奈】

（今までも冷たい目だと思ってたけど‥‥そんなの、比じゃない‥‥）




　獰猛どうもうな獣のような瞳に、私の背筋はふるえた。




【秋善】

「私は私のまま‥‥とは、よく言うぜ。黙って見てりゃ、古泉と手ぇ組んでコソコソ動きやがって。テメェみたいな()姑息こそくな野郎、気に喰わねぇ」




【秀明】

「‥‥それは奇遇きぐうですね。私も貴方みたいな男、存在からして気に喰わないんです。そもそも人の秘書で下賎な話をするの、やめて頂けませんか？　正直、不愉快です」




【秋善】

「不愉快だぁ!?　ふざけんじゃねぇ！　コッチとしちゃ、姉貴に取り入ってまで権力にしがみつく、テメェの方が不愉快なんだよ!!」

「ったく‥‥姉貴もどうせ国際結婚するならフランス人とか、アメリカ人とすりゃ、あっち方面のパイプが出来たってのによ。なんでよりにもよって、こんなキナくせぇ中国人なんかと‥‥」




【里奈】

「‥‥‥‥‥‥え？」

（今、副社長が‥‥‥‥中国人？）
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【里奈】

「副社長が中国の方って本当、ですか‥‥？」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥‥‥」




　私が思わず見つめると、副社長はスッと視線をそらした──その時。

　コン、コン。




【？？】

「‥‥秀明さん、ちょっといいですか」




　ノックの音に、柔らかい声が続いた。




【秀明】

「‥‥どうぞ？」




【？？】

「失礼します‥‥ああ。やっぱり秋兄さんってば、ここにいた」




【里奈】

（あ、秋兄さん‥‥？）




　青年は私に気付くと、小さく会釈をしてくれた。




【秀明】

「ちょうど良いところにいらっしゃいました。先ほどから貴方の兄上君が絡んできて、困っていたんですよ。さっさと連れて行ってください」




【？？】

「はぁ‥‥もう、秋兄さんったら何かあるごとに秀明さんに絡むんだから。もう会議が始まるから行かないとだよ」




【秋善】

「‥‥くそっ！　秀明、いつか絶対テメェを三響から追い出してやっからな!!」




　秋善さんは後ろに青年を連れて、地面を蹴るように部屋を出て行った。




【里奈】

（春樹社長と秋善さん、兄弟のはずなのに雰囲気が全然違う‥‥）

（というか、あれ‥‥「秋兄さん」って事は、眼鏡の人も血縁者？）




【秀明】

「‥‥‥水之瀬さん」




【里奈】

「は、はい！」




【秀明】

「就業時間になりましたので、今日はもう上がっていただいてかまいません。引き続き、明日もよろしくお願いします」




【里奈】

「あ‥‥かしこまりました、よろしくお願いします‥‥」




　私は深々と頭を下げると、静かに歩き出す。

　副社長に色々と聞きたい事があったけれど、うまく質問を整理できそうにないし、今の副社長にそれを投げても、拒絶しか返ってこない気がした──。
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　──その日の夜。




【里奈】

（はぁ‥‥昨日今日とハプニングが多すぎて疲れた‥‥）




　私は溜め息を吐きながら、スーツを脱いだ。




【ジョージ】

「ヒュ～♪　里奈ってば、ナーイスバディ～♪」




【里奈】

「えっ!!　ジョージ、なんでいるの!?」




　下着姿だった私は、とっさにベッドの中に入って身体を隠した。




【ジョージ】

「お？　ベッドに隠れたりなんかしちゃって‥‥もしかして、もしかしなくてもオレのこと誘ってたりする？」




【里奈】

「‥‥‥‥はぁ」




【ジョージ】

「‥‥アレ？　なに、ツッコんでくれないワケ？」




【里奈】

「‥‥今日は疲れたから、そんな元気もないの。というか、毎度どうやってここに入って来るの？」




【ジョージ】

「どうもこうも、ココはオレが用意した部屋だぜ？　お忘れ？」




　ジョージは見せつけるように、合鍵をブラブラと揺らした。




【里奈】

「‥‥でも今度からせめてインターフォンくらい鳴らしてよ」




【ジョージ】

「んー‥‥まぁ気が向いたら鳴らしてやらなくもないかも」




　ジョージは肩をすくめると、クルリと背を向けた。




【里奈】

「‥‥どうしたの？」




【ジョージ】

「どうしたもこうしたも、どうせオレが見てたら着替えやしねぇんだろ？　ちょいと後ろ向いててやるから、早く着替えて、本日の舞踏会の報告を頼むぜ、シンデレラ？」




　肩越しにウインクしてみせたジョージに、私は少しだけ笑みをこぼした──。
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　部屋着に着替えた私は、ジョージとソファに並んで座った。




【ジョージ】

「そんで？　今日は秋善と秀明がモメたんだって？」




【里奈】

「え‥‥なんで知ってるの？」




【ジョージ】

「あれ‥‥言ってなかった？　社内に内通者がいるって」




【里奈】

「えっ！　それ、初耳なんだけど‥‥」




【ジョージ】

「ありゃりゃ、そりゃ悪かった。つっても、内通者はよほどの事態じゃなきゃ動かねぇからな。普段はいないもんだと思ってた方がラクだと思うぜ？」




　肩をすくめるジョージに、私は小さくうなずいた。




【里奈】

「秋善さんと言えば‥‥秋善さん、副社長が中国人って言ってたよ」




【ジョージ】

「ああ、やっぱりか。らしいな。ソレはオレが探ってる別のルートからもあがってきた。つっても、中国名とか中国側の戸籍は足がつかねぇんだよなぁ‥‥」




【里奈】

「そうなんだ‥‥でも中国人だって言われても実感わかないかも‥‥。秋善さんは、副社長が中国人なのが気に入らないのかな。春樹さんも、秀明さんと仲いい訳じゃないみたいだったし‥‥」




【ジョージ】

「いや、別に国籍は関係ないと思うぜ。そもそもみんな、一つしかない王の座を争ってる敵なんだからな。そんでもって、その候補からさらに秀明副社長サマを引きずりおろすために、情報を集めつつ、取り入るのがアンタの仕事ってワケだ」

「他は？　役に立ちそうな情報ねぇの？」




【里奈】

「えっと‥‥‥‥」




　私は必死に、今日の事を朝から思い返す。




【里奈】

「あ‥‥そう言えば‥‥朝、第二取締役員室で副社長が誰かと会ってた。詳しい話は聞けなかったけど、少し怪しかった‥‥気がする」




【ジョージ】

「でかした！　話してた相手ってのは誰だ？」




【里奈】

「‥‥ごめん、分からない。多分40歳から50歳くらいの、ちょっと渋いおじさんだったんだけど‥‥」




【ジョージ】

「うーん‥‥ソレだけじゃ完全に特定できねぇなぁ。ソイツが誰かは明日から調べてもらうとして‥‥それで？」




【里奈】

「へ？」




【ジョージ】

「『へ？』じゃねぇだろよ‥‥当の秀明とは、どうなんだ？」




【里奈】

「うーん‥‥‥‥」




　私は再び今日の事を思い返し──溜め息を吐いた。
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【里奈】

「秀明副社長との進展は‥‥‥‥特にないかも」




【ジョージ】

「おいおい、マジかよ‥‥。アンタと英明には、もっと馴れ合ってもらわねぇと困るんだけど？」




【里奈】

「そうは言っても、なかなか難しいって。自分で副社長をターゲットに選んでおいてなんだけど‥‥あの人、本当に仕事人間だし隙がないし‥‥怒ると怖いんだよ？」




【ジョージ】

「はぁ‥‥しょーがねぇな、んじゃオレの知恵を貸してやるよ」




　ジョージはズィッと、私に顔を近付けた。




【ジョージ】

「ズバリ！　次は『手作り弁当作戦』だ！」




【里奈】

「‥‥‥‥‥‥‥‥手作り弁当？」




【ジョージ】

「そ。いくらクソ仕事人間でも、昼飯くらいはまともに食うだろ？　そこに、弁当を作って持って行ってみ？　効果はバツグンだ！」




【里奈】

「いや、絶対そんなの効果ないって」




【ジョージ】

「バカ、男のハートをつかむのは胃袋からって言うだろ？　それに〝信じる者に不可能はない〟もんだって」




【里奈】

「‥‥なに、それも神サマのありがたいお言葉とやらなの？」




【ジョージ】

「そ。『新約聖書』マルコ伝九章二十三節」




【里奈】

（‥‥この人、どこまで本気なんだか）




　私がじとりと見つめると、ジョージはムッと唇をとがらせた。




【ジョージ】

「なんだよ、コッチは高い金払ってアンタを買ってるんだからな。役に立たてねぇ分は、身体で返してもらってもイイんだぜ？」




　ジョージは私の肩を引く──と、ソファに軽く押し倒した。




【里奈】

「わ、分かった、分かったから！」




【ジョージ】

「よし、分かったならオッケー。さっそく明日から『手作り弁当作戦』決行な。あ‥‥ついでにオレのも作っといて♪」




【里奈】

「‥‥‥‥‥‥‥‥」




　溜め息をつく元気すら残っていない私を横目に、ご機嫌なジョージは、オカズはあれがいい、これがいいと注文をつけ始めたのだった──。
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　──そして翌日の昼。




【里奈】

「‥‥本当にこんな作戦、効果あるのかな」




　第二取締役室の前で、私は手作り弁当とにらめっこをしていた。




【里奈】

（こんな事になるなら、もっと料理の腕を磨いておけばよかった‥‥）




　──正直、私は料理が苦手だ。

　幼くしてお母さんを喪った後も、自分で料理を頑張ろうとはせず、引き取ってくれた伯父おじさんに頼りきりだったのが、まずかった。




【里奈】

（‥‥まぁ、その伯父さんも入院して今や料理を教えてくれる人もいないけどね）




　少しブルーになった私は、弁当箱をじっと見つめる──と。

　ふいに靴音が響いてきた。




【秀明】

「‥‥‥水之瀬さん、そこで何をしているんです？」




【里奈】

「え‥‥あ、あれ、副社長どちらにいらしていたんですか？」




【秀明】

「会長に呼ばれ、会長室に行っていたんです‥‥が。質問に質問で返すのは失礼にあたりますので、以後注意するように。‥‥それで、貴方はここで何を？」




　秋善さんに向けていたものほどではないけれど、冷たい視線がチクチク刺さる。




【里奈】

（う‥‥まだ、心の覚悟が出来てないんだけど‥‥）




【里奈】

（〝信じる者に不可能はない〟！）

（せっかく作ったんだし、ここまで来たら作戦あるのみ‥‥！）




　私はありったけの勇気をかき集めて、覚悟を決める。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん？」




【里奈】

「副社長、あの‥‥もし、これ良かったら‥‥」




　私は勢いにまかせて、お弁当を差し出した──。
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【秀明】

「‥‥‥‥なんですか、これは？」




【里奈】

「お弁当‥‥です」




【秀明】

「それは見れば分かります。昼食ならば、秘書室なり屋上なりで食べればいいでしょう」




【里奈】

「あ‥‥いえ、これは副社長に食べて頂きたくて‥‥」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥私に？　‥‥水之瀬さん、とりあえず部屋に」




　バタン

　副社長に招かれて入った部屋は、あいかわらずお香の香りが満ちている。




【秀明】

「それで、突然どうしたんです？」




【里奈】

「実はお弁当を作っていたんですが、作りすぎてしまいまして。よろしければ副社長に食べて頂きたいんですが‥‥」




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

（うわ‥‥あきらかに怪しまれてる‥‥）




　眼鏡を中指であげた副社長は一瞬、応接机の上に目を向けた。

　そこにはデリバリーの、いかにも高級そうな漆塗りの弁当箱がある。




【里奈】

「あ‥‥申し訳ありません、お昼のご用意はお済だったんですね」

（しかも冷凍食品だらけの弁当じゃ、高級デリバリーに太刀打ちできないって‥‥）




　私は一礼をして、そそくさと踵を返す──が。

　ふいに手のひらから、お弁当の重みが消えた。




【秀明】

「‥‥いえ、頂きます。デリバリーには最近、少し飽きがきていたので」




【里奈】

（う、うそ‥‥やった、受け取ってもらえた‥‥！）




　私は、躍り出したくなるような衝動を必死に我慢する──が。

　──ガチャッ。




【夏妃子】

「秀明、ちょっといいかしら？」
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【夏妃子】

「‥‥あら？　水之瀬さん、貴方なんでここにいるのよ」




【里奈】

（うわ‥‥最悪のタイミング‥‥！）




　私はとっさに副社長に渡したお弁当を見る──が。




【秀明】

「‥‥なんでもなにも、貴方が社を空けているから、彼女に代理で第一秘書をしてもらってるんでしょう」




　──副社長の手は、いつの間にか空っぽだ。




【夏妃子】

「それはそうだけど‥‥人手不足じゃなかったら、こんな泥棒猫、お父様に言ってクビにしてもらうところよ」




【里奈】

（ど、泥棒猫‥‥やっぱり誤解されたままなんだ‥‥）




　私が困ったように笑いかけると、夏妃子さんはフンと鼻を鳴らす。




【夏妃子】

「‥‥まぁいいわ、今日は泥棒猫には用はないの。秀明、貴方ランチでも一緒にどう？　ショーの準備で資料を取りに来たんだけど、少し時間が空いてるの」




【里奈】

（え‥‥）




【秀明】

「‥‥せっかくのお誘いですが、今日はデリバリーがありますから」




【夏妃子】

「‥‥私とのランチよりデリバリーを選ぶなんて、つまんないオトコ。それなら、ショーのスタッフとランチするわ」




　ピンヒールを鳴らしながら、夏妃子さんはキャットウォークで歩いていく。




【里奈】

「あ‥‥お、お疲れさまです」




【夏妃子】

「‥‥‥‥‥‥」




　バタン！

　あまりにもな返事に、私は小さく溜め息をついた。




【秀明】

「‥‥すみませんね、夏妃子が」




【里奈】

「いえ、そんな事は‥‥‥‥え？」




　振り向いた私は、ぽかんと口を開けて固まってしまう。

　──副社長が、私のお弁当の包みを開いていたのだ。
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【秀明】

「‥‥貴方も、そんな間の抜けた顔するんですね」




【里奈】

「え、あ‥‥も、申し訳ありません」




【秀明】

「‥‥別に怒っている訳ではありませんよ」




　どこに隠していたのか、イスに座った副社長は弁当包みを解いていく。




【里奈】

（本当に‥‥食べてくれるんだ）

（もしかして受け取るだけ受け取って、後で捨てられるかと思ったけど‥‥嬉しいな）

「では‥‥後でお弁当箱、頂きに参ります」




　私はゆるみかける頬を引きしめて、今度こそ退室しようと踵を返す。




【秀明】

「‥‥待ってください、水之瀬さん。貴方‥‥自分の昼食は？」




【里奈】

「あ‥‥じ、実は自分の分は忘れて来てしまったんです」

（と言うか‥‥本当はジョージと貴方の分を作るだけで手いっぱいだったんだけどね）




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

（これは完全にあきれられてる‥‥）




　つい私が苦笑を返すと、静かな取締役室に溜め息が響いた。




【秀明】

「‥‥デリバリーでよければ、どうぞ？　このままでは無駄になるだけですから」




【里奈】

「え‥‥？」




　副社長は視線でデリバリーを指しながら、お弁当箱のフタを開けた。




【里奈】

（‥‥ようするにお弁当交換って事だよね？）

（しかも、ここで一緒に食べてもいいのかな）




　私はおずおずと口を開いた──。




【里奈】

「あ‥‥ありがとうございます！」




【秀明】

「‥‥‥‥。どうしてお弁当を用意した貴方が礼を言うんです。まったく‥‥おかしな人ですね」

「では、いただきます」




【里奈】

「いただきます」




　私はデリバリーのフタを、ゆっくりと開けた──。
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【里奈】

（わ‥‥すっごく綺麗‥‥）




　漆塗りの弁当箱のフタを開け、私は小さく息をのんだ。

　丁寧に盛り付けられた色鮮やかな小鉢料理は、芸術品のようだ。

　それに引きかえ──。
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【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




　副社長は、タコさんウィンナーをまじまじと見つめている。




【秀明】

「‥‥これは何ですか？」




【里奈】

「ウィンナーです」




【秀明】

「では、こちらは？」




　副社長はお弁当箱の中をそっと指した。




【里奈】

「カレーコロッケです‥‥冷凍食品の」




【秀明】

「‥‥では、こちらは？」




【里奈】

「ハンバーグです‥‥冷凍食品の」




【秀明】

「‥‥‥‥こちらは？」




【里奈】

「ミニグラタンです‥‥冷凍食品の‥‥」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥こちらは？」




【里奈】

「‥‥‥‥ポテト‥‥」




【秀明】

「‥‥の、冷凍食品ですか。つまりウィンナー以外は冷凍食品オンリーという訳ですね？」




【里奈】

「はい‥‥おっしゃる通りです」




【里奈】

「あ、でも玉子焼きとおむすびも一応手作りです」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




　副社長は無言のまま、玉子焼きを口に運ぶ。




【秀明】

「‥‥貴方、これ味見しました？」




【里奈】

「い、いえ‥‥」




【秀明】

「でしょうね‥‥塩が多すぎて、これはもはや玉子風味の塩ですよ」




【里奈】

（うわ‥‥お塩入れすぎちゃったんだ‥‥！）




　副社長はお茶を飲んだ後に、おむすびを口にした。




【秀明】

「‥‥これは、かろうじて及第点です」




【里奈】

「あ、ありがとうございます‥‥」




【里奈】

「ですが‥‥申し訳ありません、副社長がお口にするには粗末すぎましたね」




【秀明】

「‥‥粗末とは言いませんが、確かに改善点は多いですね」




【里奈】

「はい‥‥注意いたします」




【秀明】

「では次回用意する事があった場合は、もう少し食べれる物をお願いしますよ」




【里奈】

「はい‥‥‥‥え？」

（ま、また作ったら食べてくれるって事？　っていうか‥‥笑‥‥ってる!!）




　私の胸には、じんわりと熱い波が広がっていった──。
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【秀明】

「‥‥ごちそうさまでした」




【里奈】

「おそまつさまでした」

（今日帰ったら‥‥玉子焼きの練習でもしようかな）

（その前に、今頃しょっぱい玉子焼き食べてるジョージに謝らないとか）




　副社長から受け取った空の弁当箱を、私はいそいそと包んだ。




【里奈】

「では、私はこれで失礼いたします」




【秀明】

「はい。この後、一件だけ会議に同席してもらうつもりなのですが、その時は秘書室に呼びに行きますので」




【里奈】

「かしこまりました」




　私は深々と一礼すると、取締役室を後にした。




【里奈】

（まさか「手作り弁当作戦」が、こんなにうまくいくとは‥‥）




　軽くなった弁当箱に、自然とニヤニヤ笑ってしまう──と。




【秀明】

「水之瀬さん」




　背後からかけられ、私は慌てて営業スマイルを張り付けた。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん、一つ訊き忘れていた事がありました。貴方、パスポートは持っていますか？」




【里奈】

「はい、持っていますが‥‥パスポートがどうしました？」




　私が首をかしげると、副社長は中指で眼鏡のブリッジを上げた。




【秀明】

「少し急な話なんですが、今週末に上海で大口の商談がありまして。貴方に同行してもらおうかと思うのですが、可能ですか？」




【里奈】

「は、はい、可能です」




【秀明】

「そうですか、同行者がいると助かります。詳細はメールで送っておくので、よろしくお願いします」




　副社長は小さく会釈をすると、すぐに部屋に引っこんでしまった。




【里奈】

（そっか、副社長は中国の方だから中国語での商談もお手の物なんだよね）

（と言うか‥‥まさか上海出張に連れて行ってもらえる事になるなんて‥‥）

（「お弁当作戦」おそるべき‥‥！）




　私は内心で、発案者のジョージを褒めたたえたのだった──。
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【里奈】

「お疲れさまです、ただいま戻りました」




【雪】

「里奈さん、おかえりなさい」




【夏妃子】

「‥‥貴方、やけにご機嫌ね」




【里奈】

（う‥‥夏妃子さん、まだ社内にいたんだ‥‥）




　私は営業スマイルを浮かべながら、弁当箱を自分の鞄につっこんだ。




【雪】

「幸せオーラがすごいけど、何かいい事でもあったの？」




【里奈】

「はい、副社長の上海出張に同行させて頂ける事になりまして」




【雪】

「え‥‥上海に？」




【里奈】

「はい、そうですが‥‥」

（‥‥‥‥あれ。私、なにか変な事でも言った？）




　シンッと秘書室が静まり返った──次の瞬間。

　ダンッ！




【夏妃子】

「‥‥アナタ、また色仕掛けでもしたワケ!?」




　机を叩いて立ち上がった夏妃子さんは、ツカツカと私に歩み寄ってきた。




【里奈】

「い、いえ！　色仕掛けなんてしておりませんが‥‥！」




【夏妃子】

「そうじゃなきゃ、なんでアナタが連れていってもらえるのよ！このアタシでも、上海には時々しか同行させてもらえないのに!!」




【里奈】

「えっ‥‥」




【雪】

「‥‥副社長、上海には何故かあまり秘書を連れていかない事が多いの」




【里奈】

（そうなんだ‥‥そんな出張に同行させてもらえて嬉しいけど‥‥）




【夏妃子】

「この‥‥泥棒猫っ！　アタシがショーの準備で忙しいのをいい事に、人の旦那を寝取ろうなんて！」




　ギャンギャンと騒ぎだした夏妃子さんに、私は内心溜め息をつく。

　──と、その時。




【？？】

「‥‥姉さん、廊下まで筒抜けだけど」




　ふいにオフィスの入り口から、誰かの声がかぶった。
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【？？】

「このフロア、お客さんが来る事もあるんだし‥‥少し気を付けたら？　姉さんの事、美人秘書だって惚れこんでる人に幻滅されても知らないよ？」




【夏妃子】

「ふん、これしきで幻滅するようなオトコはそもそも相手にしないわよ。冬哉、わざわざそんな事を言いに来たワケ？」




【？？】

「ううん、姉さんにちょっとした用事があってさ‥‥場所代えていいかな」




【夏妃子】

「‥‥しかたないわね。でも午後からショーのリハーサルなんだから、早くしてちょうだい」




　夏妃子さんはカツカツとピンヒールを鳴らしながら秘書室を出ていく。




【里奈】

（はぁ‥‥どこの誰か分からないけど、助かった‥‥）




　私は「冬哉」と呼ばれた青年をチラリと見る──と。




【冬哉】

「‥‥‥‥」




　眼鏡の奥の瞳を細めると、冬哉さんは私にむかって小さく口を動かした。




【里奈】

（え‥‥あれ、今なにか口パクした‥‥？）




　バタン

　謎だけを残して、冬哉さんは秘書室を去ってしまった。

　秘書室にシン‥‥と静けさが広まる。




【雪】

「‥‥ねぇ、里奈さんって副社長と‥‥そういう関係なの？」




【里奈】

「えっ！　そ、そういう関係？」




【雪】

「ごめんなさい、ちょっとした好奇心なんだけど、夏妃子さんが泥棒猫やら何やら、すごい事言ってたから‥‥」




【里奈】

「ち、違います！　私と副社長は‥‥」




【？？】

「‥‥‥‥私がなんです？」




　背後からかけられた低音に、私はビクリと肩を震わせる。

　ふんわりと香ったお香に、振りかえらずとも誰かは分かった──。
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【秀明】

「‥‥私がなんです？」




　扉の横に立った副社長がブリッジを上げると、眼鏡がキラリと光った。




【雪】

「すみません、たいした話ではないんです。ただ、副社長が誰かを上海出張に同行させるのは珍しいなぁと」




【秀明】

「‥‥邪推じゃすいされるような意味はありませんよ」

「水之瀬さんは新米ですが、今後も夏妃子が時々社を離れる事を考えると、出来るだけ早く第一秘書の業務に慣れてもらう必要がありますから。‥‥そういう訳なので早速会議に行きますよ、水之瀬さん」




【里奈】

「かしこまりました‥‥」




　副社長は私の歩幅を気にする事もなく、さくさくと歩いていく。

　それに遅れてしまわないよう、私は小走りで後ろに駆け寄った。




【里奈】

（副社長、私を慣れさせるために出張に連れて行こうとしたのか‥‥）

（もしかして少し特別扱いしてもらえたのかと‥‥期待しちゃったな）




【秀明】

「‥‥先ほどから難しい顔をして、どうしました？」




【里奈】

「あ‥‥いえ、なんでもありません」




【秀明】

「‥‥そうですか」




　私が首を振ると、副社長は興味を失ったように前へ向きなおった。




【里奈】

（出張と言えば‥‥一応日本を離れるんだし、入院してる伯父さんに報告しておいた方がいいかな）

（ここ数日は忙しくて病院に行けてないし、心配してるかも‥‥）




　入院している伯父さんの事を思うと、少し心が痛んだ──。
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　──その日の夜。

　仕事を終えた私は、伯父の鳩野さんが入院している病院へ向かっていた。

　六時を過ぎると、街には会社帰りの社会人があふれかえる──と。




【？？】

「‥‥あれ？　誰かと思ったらシンデレラじゃねぇか」




　聞きなれた声に、私は急いでいた歩を止めた。




【里奈】

「‥‥ジョージ、街中でシンデレラ呼びはやめてくれないかな」




【ジョージ】

「悪い悪い！　アンタは今、帰り？」




【里奈】

「そうなの、ちょっと伯父さんのお見舞いに行こうと思って」




【ジョージ】

「‥‥なぁ、もし時間あったらその前に軽く報告だけ聞かせてくれねぇ？　今日の『手作り弁当作戦』が成功したかも興味あるし、弁当のお礼に紅茶くらいならオゴってやるぜ？」




【里奈】

「んー‥‥時間はあるし、じゃあオゴってもらっちゃおうかな」




　私とジョージは、フランス風のオシャレなオープンカフェに入った。




【ジョージ】

「それで？　弁当を渡した反応は、どんな感じよ？」




【里奈】

「最初は驚かれたけど、一応ぜんぶ食べてもらえたよ。正直、自信はなかったけど‥‥。ダメ出しもあったけど完食した上に、次回はもっと食べられる物にしてくれって言われたよ」




【ジョージ】

「ほー。んで？　なんか進展はあった？」




【里奈】

「進展って言うか‥‥今度、上海出張に連れていってもらえる事にはなったよ」




【ジョージ】

「へぇ‥‥あの冷凍食品オンパレードの弁当にしちゃ上出来じゃねぇの。ご褒美にキスのひとつでもしてやろっか」




　ジョージはテーブルに前のめりになり、私に顔を寄せる──が。

　ふいにその動きがピタリと止まった──。
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【ジョージ】

「‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

「‥‥どうしたの？」




【ジョージ】

「いや、一瞬どっかから視線を感じた気がしたんだけど‥‥‥。‥‥まぁ、気にするほどでもねぇか。オレってホラ、イケメンだから視線を集めるのも日常茶飯事だし？」




【里奈】

「自分で言っちゃうんだ‥‥」




　私は紅茶を飲みながら、ジョージをじとりと見つめる。

　悔しいけれど確かにジョージはカッコいいし、確かに周囲の視線を集めていた。




【里奈】

「さてと‥‥ごめん。時間なくなってきたから、私もう行くね」




【ジョージ】

「あいよ、引き止めて悪かったな」




　私は立ち上がってカバンを持つ──と、ジョージにぐっと腕を引かれる。




【ジョージ】

「ここでありがたい神サマからのお言葉‥‥といきたいところだけど、上海出張で何があるかは神サマにも分かんねぇからな。病院の帰りには、いちおう勝負下着でも買って来いよ？」




【里奈】

「っ～～‥‥紅茶、ごちそうさま！」




　私はオープンカフェの椅子を戻すと、早足で歩き出す。

　背後からは、ケタケタと笑うジョージの声が聞こえた。

　──そして。




【里奈】

「さてと‥‥伯父さん、調子はどうかな‥‥」




　病院についた私は、エントランスを進んだのだった──。
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　コンコン




【里奈】

「‥‥伯父さん、こんばんは」




【鳩野】

「ああ‥‥里奈さん、来てくれたんですね」




　私は途中で買った花を手早く生けると、ベッド横のイスに座った。

　両親と死に別れ、その記憶もほとんど残っていない私にとって、伯父さんは私に残された、唯一の家族みたいなものだ。

　だからこそ、ベッドに座った伯父さんの姿に私の心は痛む。




【鳩野】

「おや‥‥貴方がスーツとは珍しいですね。すごく出来る、やり手のキャリアウーマンみたいです」




【里奈】

「あはは、本当？　でも実際はまだまだ全然ひよっこだよ」




　私が笑うと、伯父さんは嬉しそうに目を細めた。




【里奈】

（‥‥伯父さんには、どこまで話そうかな）

（前にキャバ嬢やってた時も、仕事はごまかしてたし）

（それこそ、手術費をかせぐためにスパイしてるなんて言えない‥‥）




【鳩野】

「‥‥里奈さん、どうしました？」




【里奈】

「あ‥‥ごめん。ちょっとボーっとしてしちゃった」




【鳩野】

「そうですか‥‥もしかして仕事、大変なんです？」




【里奈】

「仕事は‥‥‥‥」

（‥‥スパイの事はともかく、三響は誰もが知ってる大企業だから、逆に、そこで働いてる事くらいは胸を張って言えるよね）




　私はやせ細った伯父さんの手をぎゅっと握った。




【里奈】

「実は私、ついこのあいだ転職したんだ。三響ホールディングスっていう大企業なんだけど‥‥伯父さん、知ってる？」




【鳩野】

「三響‥‥っ!?」




　伯父さんは突然身を乗り出すと、私の手をぐっと握りかえした。




【鳩野】

「里奈‥‥どうして、そんなところに‥‥！」




【里奈】

「え‥‥っ！」




　私に怒鳴る伯父さんの声は、いろいろな感情が混ざって震えていた──。
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【鳩野】

「里奈さん、貴方がどうして三響なんかに‥‥！　私は‥‥俺は‥‥彼女に、貴方を護ると約束したのに‥‥！」




【里奈】

「お、伯父さん‥‥？」

（彼女？　約束？　何を言ってるの‥‥？）




　怒り、悲しみ、驚き──色々な感情が入り混じった伯父さんは、

　私の手を痛いほどに握りしめた。




【鳩野】

「お願いですからすぐに三響を離れてください！　そこには‥‥ぐっ！」




【里奈】

「伯父さんっ？」




【鳩野】

「里奈さん‥‥三響、は‥‥貴方、の‥‥げほっ！」




　シワになるほどに胸元を押さえ、伯父さんがむせこむ。

　私は目の前のナースボタンを押した。




【ナース】

『鳩野さん、どうしました？』




【里奈】

「すみません、急に発作が起きてしまって‥‥！」




【ナース】

『わかりました、すぐに行きます！』




【里奈】

「伯父さん、すぐに来てくれるから‥‥！」




【鳩野】

「っ‥‥三響はいけ、ません‥‥。里奈さん‥‥っ‥‥響子、さん‥‥」




【里奈】

「え‥‥？」




　──そのあと病室を出た私は、伯父さんのいる病室を見上げた。

　伯父さんは面会謝絶になったものの、過呼吸は一過性のものなので、安心していいとナースさんは言っていた──けれど。




【里奈】

（伯父さん、どうして三響にあんなに反応したの？）

（どうして‥‥いきなり、お母さんの名前を‥‥？）
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【鳩野】

（っ‥‥三響はいけ、ません‥‥。里奈さん‥‥っ‥‥響子、さん‥‥）




【？？】

「‥‥すか‥‥‥ん‥‥。聞いていますか、水之瀬さん！」




【里奈】

「ぁ‥‥っ！」




　突然呼ばれたニセモノの名前──そして目の前の座席に、私はハッと息を呑んだ。




【秀明】

「まったく‥‥今回の商談は重要なものなんですから、気を引きしめて下さい。間違っても取引先の前で、間の抜けた顔などしないように」




【里奈】

「も、申し訳ありません‥‥」




　私は頭を下げた後、そっと窓の外に目をむけた。

　飛行機の白い翼と美しく澄んだ空、はるか下に見える海。

　──そう、私は出張先の上海に向かって飛んでいるのだ。




【里奈】

（はぁ‥‥上海出張も、話をもらえた時は少し嬉しかったけど‥‥）

（伯父さんの病状と、言いかけた言葉が気になってしょうがない‥‥）




【？？】

「‥‥‥日本を発つ前に何があったんですか？」




【里奈】

「え‥‥？」




【秀明】

「先ほどから‥‥いえ、先日から様子がおかしいですよ」




　ハッを顔を上げると、副社長の鋭い瞳に自分の顔が映っていた。

　いつもながら、副社長見つめられると不思議と背筋が震える。




【里奈】

（‥‥もしかして心配、してくれたのかな）

「ご心配おかけし、申し訳ありません‥‥」




【秀明】

「‥‥勘違いしているようですが、私は貴方を心配しているんではなく、その調子で粗相そそうをしでかさないか、不安なだけですよ。貴方は分かりやすい人間なので、悩みがあるという事はお見通しです。‥‥到着まで少しなら時間もありますし、片耳くらいなら貸しますが」




【里奈】

（これは‥‥多分、悩みを聞いてくれるって事だよね）




　取り入ろうとしている相手に弱みを吐くのは少し気が引けた──が、分かりにくい副社長の優しさに、私の口は自然と開いた。




【里奈】

「実は‥‥死んだ両親の代わりに私を育ててくれた伯父が、病を患っていて‥‥先日、お見舞いに行った時に発作を起こしてしまったんです」




【秀明】

「そう、でしたか。‥‥上海に着いたら、そのまま引き返してもいいですよ」




【里奈】

「え‥‥？」
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【秀明】

「出張先にいる時、ご家族に何かあったら大変です」




【里奈】

「あ‥‥い、いえ、お気遣いはありがたいですが、大丈夫です。心配はしているものの、病状は安定しているそうなので」




【秀明】

「そうですか‥‥それは何よりですね」




【里奈】

「は、はい‥‥ありがとうございます‥‥」

（びっ‥‥くりした、まさかこんなに心配してもらえるなんて‥‥）




　驚きを隠せないまま、私は副社長の横顔を見つめてしまう。




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




　副社長は顔をそむけると、機内ＴＶの電源を入れ──眉をしかめた。

　放映されているニュース映像には、見覚えのある人物が映っている。




【キャスター】

『三響ホールディングスＣＥＯ・神九条春樹氏は本日、代表取締役を兼任する「三響貿易」が、インドの貿易会社「マハカーラ」と自動車輸出入に関する特別協定を結ぶことを発表しました』

『これはマハカーラが日本産自動車のインドの品質規格BISへの適合を担当する事で難航していた自動車の輸出入をよりスムーズに行うという画期的なものです』




【里奈】

（‥‥‥‥詳しい話は小難しくてよく分からないけど、お若いのにすごいな）

「春樹社長、世界を股にかけて活躍なさっているんですね」




【秀明】

「‥‥そうですね。この特別協定は、じきに行われる次期ＣＥＯ決定に大きく影響するでしょう」

「ですが‥‥今回、これから上海で行う商談が成功すれば、彼から王の座を奪う事は不可能ではありません」




【里奈】

（そういえば‥‥この人たちは次期ＣＥＯの座を争ってるんだよね）

「副社長は‥‥ＣＥＯに就いて、何かしたい事がおありなんですか？」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥。いえ。私の目的はＣＥＯ就任というより、託された任を果たす事です」




【里奈】

「託された任‥‥ですか？」




【秀明】

「ええ。さて‥‥もうじき到着しますから、準備をしましょう」




　副社長は静かに機内ＴＶの電源を落とす。

　その横顔には、いつものように表情はない──けれど。

　副社長は私が踏みこむのを拒み、そして恐れているような気がした──。
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　──そして、私と副社長は上海の地を踏んだ。




【？？】

「ようこそいらっしゃいましたな、神九条副社長！」




【秀明】

「ええ、お出迎えありがとうございます」




　入国ゲート先で歩み寄ってきたのは、スーツを着た一人の男性。

　異国の顔立ちをしていても、口にする日本語はとても流暢りゅうちょうだ。




【秀明】

「陳社長、こちらは秘書の水之瀬です」




【里奈】

「初めまして、水之瀬で御座います」




【陳社長】

「おお、これはこれは！　なんとお美しい方なんでしょう！　いやはや‥‥こんな方が秘書とは、うらやましい限りですよ」




　営業スマイルを作った私を、相手の視線がじっとりとなめた。




【陳社長】

「さて‥‥さっそくですが、場所を変えましょうか！」




　案内されたのは、高級そうな中華料理屋の個室だった。

　メニューに価格が書いていないあたり、なんとも恐ろしい。




【秀明】

「──という形で、今回の御社のファンドと弊社の部門とで、提携を組めればと思っているのですが‥‥いかがでしょうか」




【陳社長】

「なるほど‥‥詳しく聞くと、悪いお話ではないようですなぁ」




　とんとんと進んでいく話に、特に口をはさむ所はなく、私は二人の進みを見ながら、それぞれのグラスにワインをつぐ──と。

　ヴー‥‥ヴー‥‥

　陳社長の言葉にかぶるようにして、振動音が響く。




【秀明】

「せっかくの場で申し訳ありません。急ぎの連絡が入ったようなので、少し席を立っても？」




【陳社長】

「ええ、どうぞどうぞ！　私におかまいなく！」




【秀明】

「ありがとうございます、すぐに戻りますので‥‥失敬」




　副社長の背中は、漆が塗られた木彫りの扉から消えていった。




【里奈】

（さて‥‥副社長が帰って来るまで社長のお相手をしない、と‥‥っ!?）




　営業スマイルを深めて身体の向きを変えた私は、ビクリと肩を揺らした。

　いつの間にか隣に座っていた社長と──私の太ももをなでる、その手に。








第４章
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【陳社長】

「……近くで見ると、さらにお美しいですなぁ」




　隣に座った陳社長の手が、私の太ももにそっと触れる。

　寄せられた口元からは、アルコールの匂いが広がった。




【里奈】

（うわ、酔ってる……けど、あまり邪険に扱えないしな……）

「……陳社長、少しお水を飲まれた方がいいかもしれません。お店の方をお呼びしますが、他にご用命のものはありますか？」




【陳社長】

「そうですなぁ……それなら、私は貴方が欲しいです」




　私はそれとなく社長の手を退かせるが、社長は今度は腕に触ってきた。




【陳社長】

「……どうです、水之瀬さん。ここは一つ……私の愛人になって頂けませんかねぇ？」




【里奈】

「…………！」




　まさかの提案に、私は喉のどの奥がカッと熱くなる。




【陳社長】

「……私は年に数回、日本へ行きます。その時に少しだけ、夜の相手をしてくれるだけでいいんですよ？」




【里奈】

（っ……最低！　人の秘書を愛人に誘うなんて、どんな神経してるんだか！）




【里奈】

「すみません……私、秘書としてまだまだ未熟者なので、夜は家に返って秘書の勉強をする事が多く……お相手出来ないんです」




【陳社長】

「おや？　私にそんな口の聞き方してもいいんですか？　……貴方を通じて、神九条副社長や三響さんを知れたらと思ったのですが、もしそれが無理ならば、今回の件も含め、少し考え直さねばなりませんねぇ」




【里奈】

「え…………っ」




　私が顔を青ざめると、陳社長は目を細めてニタリと笑った──。
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【陳社長】

「どうせ副社長も、夜は夜で貴方をはべらせているのでしょう？　美しい本妻がいながら貴方をも抱こうとは……ズルイ男ですなぁ」




　副社長は私の太ももに手を下ろすと、ゆっくりとなで始めた。

　スカートを軽くめくられ、ストッキング越しに感じる体温が気持ち悪い。




【里奈】

「っ…………やめ……！」




【陳社長】

「おやぁ？　やめていいんですか？　お望みなら、やめさせて頂きましょうかねぇ……三響との商談ごと」




【里奈】

（そんな……！）




　私は絶望に目の前が真っ暗になり、ぎゅっと瞳をつぶった。




【里奈】

（こんな時、どうすれば…………！）

「……陳社長、いけませんよ。女の身体と心は商談の取引材料ではなく、愛した人にこそ捧げるものですから」




　私が微笑んでみせると、陳社長は一瞬ぽかんと見惚れる。

　そのすきに、私は太ももに触れてくる手をどけた──が。




【陳社長】

「いやはや、本当に目もくらむような美しさ……。これはますます、貴方が欲しくなってしまいましたなぁ」




　陳社長がふたたび太腿に触れてきて、私は溜め息を必死に飲みこんだ。




【里奈】

（しつこい……けど、ちょっと待った……）

（副社長……今回の商談がまとまれば、次期ＣＥＯになれる可能性があるって言ってた）

（私が話を断って商談が流れたら……その可能性もなくなってしまう）

（でも元々、私は副社長をさぐるために雇われた人間……）

（ジョージは「王の座を狙う人を１人でも減らしたい」って言ってたし）

（ここで私が相手を怒らせて商談をダメにしたら、副社長のＣＥＯ就任は難しくなる）

（そうすれば、目的を達成したも同然よね）

（……でも…………でも？）

（……なんで私、ためらってるの……）

（この社長を拒絶して商談をダメにしちゃえば、潜入の仕事はおしまい）

（ジョージは大喜び、私も大金を伯父さんの手術費に当てられる……のに）

（…………なんで……どうして、私……）




　私があぜんとしていると、無反応なのを了承ととったのか、社長の手が、さらに私のスカートの中へ入る──と、その瞬間。

　ガラリと、背後で扉の開く音が響いた──。
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【秀明】

「……陳社長、何をなさっているんです？」




【陳社長】

「いや、彼女が少し気分が悪くなったというので介抱をしてましてねぇ。そうですよねぇ、水之瀬さん？」




　陳社長は人の良さそうな笑顔を浮かべると、私にニコリと笑いかけた。




【里奈】

（違う……介抱なんかじゃない、けど……）




【秀明】

「………………」




　副社長を見上げる──と、冷たい瞳と視線が交じり合う。

　その冷たい目がふいに一瞬だけ、かすかに揺れた。




【秀明】

「……陳社長、私の不在時にありがとう御座いました」




【里奈】

（っ……副社長、絶対今のは私がせまられたって分かってるでしょ……）

（なのにどうして……！　やっぱり私も使い捨ての駒こまって事……？）




　出社初日、取締役室で切り捨てられていたサラリーマンが頭をよぎる。

　──と、副社長は私と陳社長との間の席に座った。




【秀明】

「しかし……失礼しました。一瞬、貴方を疑ってしまいました」




【陳社長】

「疑う、とは……何の事でしょうなぁ？」




【秀明】

「……いえ、もしや私の秘書に色事をお求めなのかと。まさか貴方のような立派な方が人の秘書に手を出す訳ありません。……ですよね？」




　シンッと部屋が静まりかえり、笑顔を浮かべる二人の空気が張りつめた。




【陳社長】

「……なんです、私を疑っているんですか？」




【秀明】

「今、質問しているのはこちらです。質問に答えて差し上げない事もないですが、先に答えて頂けませんか」




　副社長は長い脚を組むと、ゆっくりと背もたれに背を預けた。




【里奈】

（この商談は大事なものなのに、どうしてこんな態度を……？）
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【秀明】

「私の秘書に手を出そうとしたのか……早く答えて頂けませんか？」




【陳社長】

「……心外ですな、私はそんな事はしませんよ。真実を明らかにしておこうというお心は素晴らしいが……」

「正直、商談相手にこのような態度はどうでしょうねぇ」




【秀明】

「それはこちらのお言葉ですよ。貴方はどうも先ほどから、私とご自身の立場を正しく理解していないようだ」




　副社長は足元に置いていた銀色のアタッシュケースから、１枚の書類を取り出した。

　中国語で何か書いてあるが、私には読めない──が。




【陳社長】

「っ……こ、これは……!?」




　陳社長はアルコールの回った赤ら顔を、一気に青く染めた。




【秀明】

「……お忘れだったようですね。こちらは弊社ではなく別の系列会社の件になりますが、私は別ラインで御社と進めているプロジェクトがありますから、万が一にでも、お互いの信用を損ねるような事があってはならない」

「……そう、思いませんか？」




【陳社長】

「…………！」




　微笑んだ瞳の奥に、獲物を見つけた獣のような獰猛どうもうさが見える。

　それをそばで見ていた私までも、一瞬にして息が詰まった。




【陳社長】

「こ……これは失礼しました。自分の立ち位置を見誤っていたようです」




【秀明】

「そうですか……お分かりいただけたようで何よりです」




　引きつり笑を浮かべた陳社長の視線は、一枚の書類から外れない。

　副社長は長い指で、ふたたび静かに書類をアタッシュケースへしまった。




【里奈】

（一気に態度が変わったけれど……何の書類なのかな……）
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【秀明】

「それでは……今夜はありがとう御座いました。ファンドの件、色よいお返事がいただけて嬉しく思っています」




【陳社長】

「いえ、こちらこそ……今一度、心強いご縁が出来てありがたいですよ」




　商談を終えた副社長と陳社長は、店の前で握手を交わす。

　陳社長は私にも握手を求めるように手を伸ばし──ハッと、それを引いた。




【秀明】

「では、私たちはホテルが近いので……これにて」




【陳社長】

「分かりました。今回の件、他の件とあわせて何とぞよろしくお願いします。それと……是非とも、弟君ぎみにもよろしくお伝えください」




【里奈】

（え……？　副社長、弟さんがいるの？）




　私がふっと目の前の横顔をあおぐと、冷ややかな瞳が一瞬だけ私を見た。




【秀明】

「……私も最近いそがしくて、彼とあまり会えていないのですが、挨拶だけはお伝えておきましょう。その件についてはまた、本人からさせますので」




　陳社長は何かを言おうと口を開きながらも、結局は何も言えずに車に乗りこむ。

　上海のきらびやかなネオンに、黒塗りの車は消えていった。




【里奈】

（商談がまとまって良かった……けど）




【秀明】

「………………」




　横に立つ副社長から向けられる、針のような視線に私はゴクリと息を呑んだ。




【里奈】

（…………副社長、なんか怒ってない？）
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【秀明】

「……水之瀬さん」




【里奈】

「は、はい……」




　隣から投げられた視線と声は、氷のように冷ややかだ。




【秀明】

「……何故、先ほど陳社長に抵抗しなかったんです。あんな対応しては、相手が調子に乗るでしょう」




【里奈】

「ですが……もし抵抗したら、この商談が台無しになってしまうのではないかと……」




【秀明】

「…………まったく。こちらには奥の手があるので、いずれにせよ商談はまとまる予定でした。今回は今後の立場を、相手に分からせるためのものだったんですよ」




【里奈】

（そうだったんだ……じゃあ私、あそこで抵抗してもよかったのか……）




【秀明】

「それに下手に貴方が取引先と寝るような事があったら、事実をねじ曲げられ、『三響は秘書の体で仕事を取る』と悪評が広がる可能性があります。……そこまで頭は回らなかったんですか？」




【里奈】

「溜め息をこぼす副社長に、私は向きなおった。……申し訳ありませんでした」

（副社長の事を考えて行動したけど、裏目に出るところだったんだ……）




　深々と頭を下げると何故か目頭が熱くなって、私は唇を噛んだ。




【秀明】

「まったく……自分を犠牲にしようとは愚かしいにも程があります。ですが……先程は、すみませんでした」




【里奈】

「え……？」

（今、なんて言った？　副社長が……謝った？）




　今までかぶってきた猫の皮を忘れて、私は勢いよく顔を上げた──。
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【里奈】

「あ、あの……副社長……？」




【秀明】

「……まったく。その間の抜けた顔はやめて下さいと言ったでしょう。商談は終わったので特別に許しますが、今後は気を付けて下さい」




【里奈】

「は、はい。以後、気を付けます」

（というか……えっ、結局いまの謝罪はなんだったの？）




　つい私がまじまじと見上げると見ると、美しい眉がかすかに寄った。




【秀明】

「……陳社長が空港から貴方に目を付けていた事は分かったのですが、突然、こちらの社員を色目で見るなと言えば波が立ちます」

「ですので少し様子を見ていたのですが……。結果、貴方に不快な思いをさせたかと思います」




【里奈】

「あ……い、いえ。少し不快ではありましたが……大丈夫です」

（副社長……少しは私の事、気にしてくれてるんだ……）

（なんか、それだけでも……さっきのセクハラが吹っ飛んだかも）




　私の口元がついゆるむ──と、それを見た副社長が立ち止った。




【秀明】

「…………どうしました？」




【里奈】

「いえ、その……先ほどまでセクハラの事で気分が落ちていたんですが、商談もうまくいったし、それに……」




【秀明】

「……それに？」




【里奈】

「副社長が、私を案じてくださったのが嬉しくて」




　気分があがった私は、ヒールを鳴らして数歩先に躍り出た。

　お酒を一滴も飲んでないのに、心と足がふわふわと揺れる。

　キラキラと光る上海のネオンが、とたんに美しく見えた──その時。




【秀明】

「っ…………は、はは！」




　背後から聞こえたのは──副社長の笑い声だった。
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【秀明】

「っ……くく……」




【里奈】

「ふ、副社長……？」




　いつもの凛とした立ち姿を崩して、副社長は路肩の街灯に肩を預けた。




【秀明】

「水之瀬さん、貴方……っははは！」




【里奈】

「……私、何かおかしな事を言いましたでしょうか？」




【秀明】

「いえ……すみません、貴方が突拍子もない事を言うので驚いてしまって。……貴方はもっと冷静で、落ち着いた方だと思っていましたよ」




【里奈】

（それは猫をかぶってたからです、とは言えない……けど）

「……私も、副社長が笑うとは思っていなかったので少し驚きました」




【秀明】

「……私も人間ですから、笑いますよ。ただ、笑顔を振りまいてばかりいては下にあなどられますから」




【里奈】

「そうですか？いつも凛となさっている分、たまに笑ってあげたら皆よろこぶと思います」




【秀明】

「……そんな事はないと思いますけどね。今度、少しだけ試してみます」




　──私と副社長は一人分のすきまを開けて、夜の上海を歩く。

　会話は切れたけれど、不思議と居心地がよかった。




【秀明】

「……水之瀬さん」




【里奈】

「え……？」




　いきなり立ち止った副社長が、私の手首をぐっとつかむ。

　次の瞬間、副社長は私の体を胸元へ抱き寄せた──。
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【里奈】

「ふ、副社長？　あの……」




【秀明】

「……いいから、静かにしてください」




【里奈】

（静かにしろと言われても……！）




　目の前の、副社長のスーツからはお香の香りがふわりと香る。

　抱き寄せられた腰を意識してしまうと、とたんに心臓がさわいだ──が。




【？？】

「……言、真的……望！」




　響いた中国語に顔を上げると、道路の先に数人の男が立っていた。

　その手に握られたナイフが、通りがかった車のヘッドランプに光る。




【秀明】

「……まったく、面倒な事になりました」




【里奈】

（え……なに？　もしかして脅されてる？）

（副社長は身なりしっかりしてるから、目立ったのかも……）

（どうしよう……）

（逃げるべきだろうけど、さっきのお店までは距離がある……となったら）




　私はそっと、副社長にだけ聞こえるように声を押し殺した。




【里奈】

「タクシーが来たら捕まえるので、飛び乗ってください」




【秀明】

「……水之瀬さん？」




【里奈】

「ケガをしては大変なので、逃げましょう。申し訳ありません、護身術のひとつでも出来たらよかったんですが……」




【秀明】

「……まったく、貴方という人は。秘書に護衛まで求めはしませんよ。大丈夫ですよ、数秒あれば片付きますから」




【里奈】

「え…………」




【男】

「人……始、淡着！　向到……深!!」




　私の声にかぶり、男たちが怒号を上げた──その時。




【秀明】

「黙……哥哥、可是！　手党、立要……是！」




　副社長の、凛とした声が上海の夜に響いた──。
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【秀明】

「黙……哥哥、可是！　手党、立要……是！」




　副社長の声が、まるで雷のように夜の街に響いた──次の瞬間。

　ナイフを持った男たちは、顔を青くして散っていった。




【里奈】

（え……みんな、凄い勢いで逃げてく……！）

「副社長……今のは……」




【秀明】

「……おおかた、こちらの身なりを見て襲ってきた荒くれでしょう。気にする必要はありませんよ」




【里奈】

「そ、そうですか……ちなみに今、なんとおっしゃったんですか？」




【秀明】

「……あまり品のいい言葉ではないので、秘密です」




　副社長は何事もなかったかのように歩き出す。

　すると、そこに黒塗りの高級車が停まった。




【？？】

「……秀明君、大丈夫かね？　電話で忠告はしたけれど……心配になったので迎えに来たよ」




　高級車から降りた男性に、私は小さく息を呑む。




【里奈】

（この人……前に見た……）

（いつだったか取締役室で副社長と何か話してた人だよね……）




　私が男性をじっと見つめていると、ふいに肩が叩かれた。




【秀明】

「……水之瀬さん？　話、聞いていました？」




【里奈】

「あ……も、申し訳ありません。なんでしょうか」




【秀明】

「まったく……また聞いていなかったんですか？　ホテルまで車で移動するので乗って下さい」




【里奈】

「分かり、ました……」




　副社長に続いて、私は高級車に乗りこみながらも背後に立つ男性を盗み見た。




【里奈】

（この人、誰なんだろう……）
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　キラキラと光る上海のネオンの中を、高級車は静かに走っていく。




【里奈】

「初めまして。私は秀明副社長の秘書をしております、水之瀬里奈と申します」




【？？】

「ご丁寧にどうも、話には聞いているよ」




【古泉】

「私は古泉、君と同郷の日本人だ」




　古泉さんが差し伸べてきた手を、私は包むように握り返した。




【秀明】

「水之瀬さん。私はこの後、古泉さんと二人で出かける用事があるので、先にホテルに戻っていてください」




【里奈】

「えっ…………」




【古泉】

「……どうしたかね？」




【里奈】

「いえ、なんでもありません……」




　不思議そうに見つめてくる二人に、私は笑顔を作った。




【里奈】

（なんだ……古泉さんの事さぐろうと思ったのに残念……）




　豪華なホテルの前に車が停まると、外からドアマンが扉を開けてくれた。




【古泉】

「チェックインの手配は私の方で済ませておいたので、部屋番号だけフロントに訊いてもらえれば問題ないよ」




【秀明】

「日本語も通じますから、ご心配なく。明日は一件商談をしたらすぐに上海をたちますので、くれぐれも大荷物を広げておかないようにしてください」




【里奈】

「ありがとうございます。すみませんが、お先に休ませていただきます」




【秀明】

「はい。今日は初めての商談で疲れたでしょうから、ゆっくり休むように。では……おやすみなさい」




【里奈】

「え……あ、お、おやすみなさいませ」




　私が一礼すると、黒塗りの車はふたたび上海の夜に消えていった──。
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【里奈】

「うわ……豪華すぎない……？」




　カードキーでドアを開けた私は、驚きのあまり荷物を落としかけた。




【里奈】

（三響が大企業なのは分かってたけど、出張にスイートルームとは……）




　広すぎる部屋に一人でいるのはどうにも落ち着かず、私は携帯を取り出す。

　プルルル……プルルル……プッ




【ジョージ】

『もしもし？　どうした、シンデレラ？』




【里奈】

「……そろそろシンデレラにツッコむのも飽きてきたんだけど」




【ジョージ】

『なんだよー、毎度つきあい悪ぃなぁ……』




　私は電話に笑いかけながら、月が見える窓辺へ座った。




【ジョージ】

『んで？　ソッチはどんな感じよ？』




【里奈】

「商談自体はうまくいったけど、ハプニング続きだったな……」




　私は頬杖をつきながら、今日の事を思い出す。




【里奈】

「うーん……そう言えば、副社長は弟さんがいるらしいよ」




【ジョージ】

『へぇ……そりゃ初耳だ。ちょっと調べてみよっと……んで？　他には？』




【里奈】

「あとは……前に報告した、取締室で副社長と話してた人と会った」




【ジョージ】

『……ソイツについて、なんか分かった？』




【里奈】

「ごめん、それが名前しか聞けなかったの。その人、古泉って名乗ってたよ」




【ジョージ】

『古泉……？　ソイツ、白髪で上品な感じのオジサマじゃなかった？』




【里奈】

「うん……そんな感じ」




【ジョージ】

『そりゃ多分、三響で相談役してる古泉千影だな。……なんだって秀明が相談役の古泉と上海で会ってんだ……？』




　電話口から聞こえる声がいつになく真剣で、私は小さく息を呑んだ。

　ベッドに場所を代える──と、同じくしてジョージの声色がコロリと変わる。




【ジョージ】

『とにかく情報サンキュ。んじゃ、日本に帰ってきたら色々聞かせてくれ……っと、その前に帰国予定のシンデレラに、お礼に一つミニ情報を教えてやるよ』




【里奈】

「……ミニ情報？」




　私はベッドに寝っころがると、電話口に耳を澄ませた──。
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【ジョージ】

『帰国予定のシンデレラに、お礼に一つミニ情報を教えてやるよ』




【里奈】

「……ミニ情報？」




【ジョージ】

『内通者からのリークなんだけど……継母ままははのゴキゲンが超ナナメで、危険度ＭＡＸ！　だとさ』




【里奈】

「……継母？」




【ジョージ】

『秘書課にいるだろ？　ひとり、コワ～イ継母様が』




【里奈】

（…………ああ、夏妃子さんの事か）

「って……え？　ミニ情報って、これ？」




【ジョージ】

『そ。つまりは覚悟して帰ってこい、ってこった』




【里奈】

「はぁ……じゃあ、また日本で」




　私は電話を切ると、ベッドに倒れこんだ。

　美しい満月に、自然とため息がこぼれる。




【里奈】

「……ちょっと疲れたな」

（情報も集まってるし、副社長とも距離が縮まって、スパイとしてはイイ感じ……だけど）

「人をだまして嘘つくのって……ちょっとツライかも」




　ぎゅっと瞼を閉じ、私は自分の身体を抱きしめる。

　抱きしめられた時に移ったのか、着ているスーツからは副社長の香りがした──。

　──そして翌々日。

　無事に日本へ帰った私は、早々に会社へと出社した。




【里奈】

（仕事たまってるだろうから、継母につつかれる前に片付けとかないと……）




　ヒールの音が響かないように気を付けながら歩いていく──と。

　私はふと、第二取締室の扉が開いているのに気付いた。




【里奈】

（……あれ？　副社長、もう来てるのかな）




　そっと扉を開けると、そこにいたのは──。




【雪】

「………………」




【里奈】

（…………雪さん？）
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【雪】

「………………」




　カチカチカチ

　しんとした部屋に、マウスをクリックする小さな音が響く。




【里奈】

（雪さん、副社長のパソコンで何してるのかな……）

（……どうしよう？）




【里奈】

（なんか怪しい……もう少し、何してるか見えないかな）




　私はそっと扉のスキマを広げる──が重厚な扉はギギィ……と鈍い音を立てた。




【雪】

「っ……お、はよう！　里奈さん、早いね」




【里奈】

「おはようございます。あの……雪さんはここで何を？」




【雪】

「……副社長に、このパソコンに入ってるデータを印刷しておくよう言われたの。だから早く来たんだけど……もうバッチリ！　里奈さんは？　副社長にご用事？」




【里奈】

「いえ、私は偶然立ち寄っただけで……」




【雪】

「そう、それじゃ一緒に秘書室に戻ろっか」




　雪さんは笑いながら、そっとパソコンの電源を落とした。




【雪】

「それで上海はどうだった？　商談、うまくいった？」




【里奈】

「え……えっと…………」




　言葉をつまらせると、雪さんは私の顔を覗きこむ。




【雪】

「里奈さん、いつもより元気ないけど……どうしたの？」




【里奈】

「……すみません。時差ボケかもしれません」




【雪】

「あはは、上海ってそんなに時差ないじゃない」




　雪さんの笑顔に、私はスカートの影でそっと拳を握った。




【里奈】

（……雪さん、やっぱり怪しい）

（副社長が頼んだって言ってたけど、雪さんは春樹社長の第一秘書なんだし……）

（絶対、なにかおかしい……）
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【雪】

「…………」




　秘書室に戻って、私と雪さんは黙々と仕事を始めた。




【里奈】

（おかしなところはないけど……なんか引っかかる……）




　私がチラチラと雪さんを盗み見ている──と。




【夏妃子】

「みんな、おはよう……って、あらぁ？　辛気臭い女がいると思ったら、泥棒ネコじゃない。帰ってたのね」




【里奈】

「……おはようございます」




　重役出勤した夏妃子さんは、私のデスクにお尻を乗せた。




【夏妃子】

「それで？　人の旦那にくっついての上海はどうだったワケ？」




【里奈】

「初めての海外出張で緊張しましたが……商談がまとまって、嬉しく思っています」




【夏妃子】

「……なによ、その優等生な答えは！　アタシが聞きたいのは、そんな事じゃないわよ！　バカにしてるの!?」




【里奈】

「馬鹿になんてしていません……」

（というか、こっちは今それどころじゃないんだって……）




【夏妃子】

「っ～～アナタねぇ！　センパイの話はもっとちゃんと聞きなさいよ！」




　夏妃子さんが私の肩を、ぐっとつかんだ──その時。




【秀明】

「……まったく、朝から何を騒いでいるんです」




　溜め息と一緒に現れた副社長に、ドクリと心臓が波打った。




【夏妃子】

「ちょっと聞いてちょうだいよ！　この子ったら……！」




【秀明】

「……夏妃子、いいから少し静かにして下さい。私はここに仕事の話をするために来たんですから、一個人の私情で邪魔しないように」




【夏妃子】

「い、一個人の私情ぉ!?　ふざけんじゃないわよ!!」




　ギャーギャーと怪獣のように騒ぐ夏妃子さんを横目に、副社長は私のデスク横に立った。




【秀明】

「……水之瀬さん、少しいいですか」




【里奈】

「あ………………」

（ど、どうしよう……さっきの事、話した方がいいかな）

（でも……ここで言ったら絶対さわぎになるし……）




　私がはくはくと口を開閉していると、副社長が先に口を開いた。




【秀明】

「……水之瀬さん、実はまた貴方に頼みたい事があるんですが──」








第５章
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【秀明】

「実はまた、貴方に頼みたい事があるんです。今週末、友好関係にある企業の創業５０周年パーティーがあるのですが、貴方に同席していただこうかと」




【里奈】

「パーティー‥‥ですか」




【夏妃子】

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！なんで妻の私じゃなくて、この子を連れてくワケ!?」




【秀明】

「なんでもなにも貴方は翌日のファッションショーの準備があるでしょう」




【夏妃子】

「でも、慣れてない小娘つれてったって恥かくだけよ!?」




【秀明】

「いえ、その点は心配していません。先日の商談の際、彼女は私や相手のペースに合わせて、邪魔にならないタイミングで酌が出来ていました。最初の雑談や見送りの際も笑顔で対応していました」




【里奈】

（‥‥副社長、そんなところまで見ていてくれたんだ）

（前の仕事のクセが出ただけだけど‥‥嬉しいかも）




【秀明】

「‥‥そういう面で、彼女は今までで一番優秀な秘書です。水之瀬さんは‥‥出席という事で大丈夫ですか？」




【里奈】

「はい、私でよければ喜んで‥‥」




　笑顔を作るまでもなく、口元がゆるんだ──次の瞬間。

　ドサドサドサッ！

　私のデスクの上に、大量の書類の山が作られた。




【夏妃子】

「‥‥勝手に話を進めないでちょうだい。私はアナタが私の代わりに出席なんて、許さないわよ‥‥！」
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【夏妃子】

「‥‥こんな小娘が私の代わりに出席なんて、アタシが絶対に許さないわ！」




　夏妃子さんは副社長に腕をからめると、その身体を押し付ける──が。

　副社長はあっけなく、その腕を解いた。




【秀明】

「‥‥ここはパーティ会場ではありませんから、無意味に腕を組む必要はないでしょう」




【里奈】

（副社長、なんだって夏妃子さんを怒らせるような事を‥‥！）




【夏妃子】

「と・に・か・く！　アタシはこんなチンクシャがアタシの代理なんて、認めないわよ！　clematisのファッションショーの準備は下に任せて、アタシが行くわ!!」




【里奈】

（そんな‥‥）




【秀明】

「‥‥‥‥まったく。自分の仕事をないがしろにするのは、いかがなものかと思いますが」




【夏妃子】

「フンッ！　アタシは貴方の妻なのよ？　パーティーに同伴するのだって妻の仕事‥‥そうでしょ？」




　ふたたび夏妃子さんは、副社長の腕に自分の手を絡め──私をチラリと見下ろす。

　その視線が、妻という言葉が、ふいに私の胸に重くのしかかった。




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥。まったく、あいかわらず我が強いですね」




【夏妃子】

「ふん、アクの強い男兄弟に囲まれて育ったんだから仕方ないでしょ。水之瀬さん、そういう事でアナタは今回はお留守番。どうせアナタ、パーディーに出るようなドレスなんて持ってないでしょうし、せいぜいデスクワークで経験地でも積んでちょうだい！」




　夏妃子さんはマニキュアの輝く指で、ビシッと書類の山を指差した──。
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【里奈】

（はぁ‥‥仕事、終わる気がしないんだけど‥‥）




　私は夕日に照らされて輝く、ファイルと書類の山をながめた。




【雪】

「里奈さん、大丈夫？　なんだったら手伝おうか？」




【里奈】

「いえ‥‥これも勉強なので、一人で頑張ります」

（手伝ってもらったのがバレたら、夏妃子さんに怒られそうだし‥‥）




　私は書類に穴あけパンチで穴を開けると、それをファイルに通していく。




【雪】

「でも‥‥残念だったね、創業パーティー」




【里奈】

「いえ、そんな大事な場に行くには私は未熟ですし‥‥夏妃子さんの言うとおり、パーティー用のドレスも持っていませんでしたし」




　──いちおう、部屋のクローゼットの中には数着のドレスが入っている。

　ただ、前の仕事で使っていたそれは創業パーティーに来ていけるような──

　それこそ、大企業の副社長の隣に着て立てるものではなかった。




【里奈】

（舞踏会に着ていくドレスもなく、継母に言われて家でひとり灰かぶり）

「‥‥あながち、〝シンデレラ〟もウソじゃないかも」




【雪】

「え？　今、なんて‥‥？」




【里奈】

「あ‥‥い、いえ。すみません、少し考え事をしてしまって」




　私は再び、黙々と手を動かし始める──と。

　パソコンのデスクトップにメール到着のアイコンが浮かび、送り主の名前が続く。




【里奈】

（‥‥あれ、副社長からメールだ）

（なんだろ？　仕事の依頼だったら、今日はもう手一杯なんだけど‥‥）




　私はマウスをいじり、メールを開いて──小さく息を呑んだ。
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　私は副社長から届いたメールを、クリックした──。





sub:無題




body：本日20:00　第二取締役室






【里奈】

（‥‥‥‥‥‥あれ、本文これだけ？）




　追記はなく、少し待っても他のメールは届かない。




【里奈】

（何の用なのか、気になるな‥‥）




　私は「承知いたしました」と打って、送信ボタンを押した。

　──そして太陽が沈み、夜が来た。

　結局、副社長からは何の返信もないままだ。




【夏妃子】

「水之瀬さん、頼んだファイリングは終わったかしら？」




【里奈】

「あ‥‥はい、終了しました。もう少し分類を細かくしたら、棚に戻しておこうと思います」




【夏妃子】

「‥‥泥棒猫のわりに、中々やるわね。まぁいいわ。私は今日はあがるけど、明日は明日で覚悟しててちょうだい」




【里奈】

「‥‥分かりました、お疲れさまです」




　私はハイヒールを鳴らして歩く夏妃子さんの背中を見送ると、チラリと部屋の時計を見上げた。




【里奈】

（‥‥19時45分）

（夏妃子さんが帰ったって事は、たぶん夏妃子さんがらみの話でもないんだよね）

（‥‥副社長、私に何の用なんだろう？）
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　19:50──副社長からの呼び出しまで、あと５分。

　私は人の少ない社員食堂フロアの女子トイレに入って、電話をかけた。




【ジョージ】

『おー、もしもし？　里奈、突然どうしたよ』




【里奈】

「いきなりごめん、ちょっと少しだけ報告しておきたくて‥‥。よく分からないんだけど、実は今から副社長に呼び出されてるの」




【ジョージ】

『は？　呼び出し？　なんだそりゃ？』




【里奈】

「だから、私もよく分かってないんだって‥‥」




　私は手短に、電話口に状況を伝えた。




【ジョージ】

『ナルホドねぇ。こりゃ‥‥もしかすると、もしかするかもな』

『シンデレラ、真夜中12時じゃなくて朝帰りになれるように頑張れよ？』




【里奈】

「もー‥‥こんな時に冗談やめてってば‥‥」




【ジョージ】

『うんにゃ、これがあながち冗談じゃねぇんだって。内通者から、今日の副社長は少し様子がおかしいって報告が来てんだよ』




【里奈】

「そうなんだ‥‥」

（と言うか、結局その内通者って誰なんだろ‥‥？）




　ふいに私の脳裏に、今朝みかけた雪さんの姿が浮かぶ──。




【里奈】

「‥‥ねぇ、ジョージ。その内通者って、もしかして秘書課の雪さん？」




【ジョージ】

『は？　いや‥‥ソイツじゃねぇよ。まぁ最近アンタも頑張ってくれてるし、そろそろ紹介してやってもいいかもな』

『っと‥‥そろそろ約束の時間みたいだから切るな。神のご加護を‥‥幸運を祈ってるぜ、里奈』




　チュッと、電話口に軽くキスの音が響いて電話が切れる。

　私は鏡で身なりを整えると、第二取締役員室に向かった──。
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　──19:55。

　‥‥コン、コン。

　私は第二取締役員室の扉を、ゆっくりとノックした。




【秀明】

「‥‥どうぞ」




【里奈】

「失礼いたします‥‥」




【秀明】

「‥‥水之瀬さん、お疲れさまです」




【里奈】

「お疲れさまです。あの‥‥私に何のご用でしょうか？」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




　副社長は無言のまま、施錠用のＩＤカードを持って歩き出した。




【里奈】

「‥‥‥‥副社長？」




【秀明】

「いいから黙ってついて来て下さい。一晩、ここに閉じ込められたいならば閉じ込めてあげますが」




【里奈】

「い、いえ、それは遠慮しておきます」




　さっさと第二取締役員室を施錠し、副社長と私はエレベーターで下っていく。




【里奈】

（‥‥黙ってついて行くにも、何処に行こうとしてるんだろ）




【秀明】

「‥‥行き先と目的なんて、行けばおのずと分かります」




【里奈】

「は、はい‥‥」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




　無言の代わりに、副社長の靴音が一定のリズムで響く。

　三鏡ホールディングスの本社ビルから出た──かと思いきや、凛とした背中は、そのまま隣接するビルへと向かう。




【里奈】

（こっちはたしか‥‥色々なショップが入ってる、アミューズメントビルだよね）

（‥‥副社長、どこに行くつもりなの？）




【秀明】

「‥‥‥‥到着です」




【里奈】

「え‥‥あの‥‥‥‥」




　副社長が歩をとめたのは、ビル内で特に高級なブランドが並ぶアパレルフロア。

　パレットのように色とりどりのドレスが並ぶ、店頭だった。




【里奈】

「ここに‥‥何のご用があるんですか？」




【秀明】

「‥‥用も何も、ドレスを買いに来たに決まっているでしょう。鈍い人ですね‥‥貴方のドレスだというのに」




【里奈】

「‥‥‥‥はい？」
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【里奈】

（私のドレスを作りに来た‥‥って、え？　ここに？　なんで？）




【秀明】

「‥‥まったく。その間の抜けた顔はやめろと言っているでしょう」




【里奈】

「で、ですが‥‥‥‥」




　猫の皮をかぶりきれず、素で慌てているうちに、副社長は流れるように、私にスーツのジャケットを脱がせた。




【スタッフ】

「いらっしゃいませ、神九条様。お連れ様、電話でお聞きしていたとおり‥‥本当にお美しい方ですね」




【秀明】

「‥‥ええ。彼女は青が似合うと思うので、青色のイブニングドレスを。出来れば、細い首を引き立てるようなデザインでお願いします」




　まるで部下に伝えるような、副社長のテキパキとした指示のもと、女性スタッフは次々に、上品なドレスやシューズなどを集めていく。




【里奈】

「あの‥‥副社長、これは一体‥‥」




【秀明】

「‥‥貴方の社交パーティー用に、ですよ。今後、毎度パーティーのたびにドレスがないと言われては困りますから」




【スタッフ】

「神九条様、数着出しましたが‥‥どれを試着なさいますか？」




【秀明】

「‥‥一番右の、セルリアンブルーのドレスを。バッグは‥‥そうですね、左から二番目のクラッチバッグを」




【スタッフ】

「ふふ、さすがはお目が高いですね。お連れ様、どうぞフィッティングルームへ」




【里奈】

「えっ！　い、いえ、私は‥‥！」




　慌てて一歩さがる──と、後ろに立っていた副社長が私の背を止めた。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん、おとなしく観念して早く着替えて着て下さい。言っておきますと、これは上司命令ですので」
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【里奈】

（‥‥うわ‥‥‥‥なんか、別人みたい）




　私はフィッティングルームの鏡に映る自分を見つめた。

　大胆に背中が開きながらも、品のある青色のドレス。

　さらにフィッティング──試着のはずが、最終的に数人の店員さんの手で、私は何故か、髪からネイルまでトータルコーディネイトされてしまった。




【スタッフ】

「奥様、神九条様がお待ちかねですよ」




【里奈】

「えっ！　い、いえ‥‥私は奥方では‥‥！」




　慌てながらも、私はおずおずとフィッティングルームから顔だけ覗かせた。




【秀明】

「‥‥どうしました？　もう着替え終わっているんでしょう？だったら早く出て来て下さい」




【里奈】

「は、はい‥‥ですが‥‥似合わなくても笑わないでくださいね」




　私はおずおずとカーテンから進み出た。




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




【スタッフＡ】

「‥‥本当によくお似合いですわ」




【スタッフＢ】

「ええ‥‥！　もとより顔立ちの整った方だと思いましたけど、これではきっと社交の場で、引っ張りだこでしょうね」




【秀明】

「‥‥そうですね、とても美しいと思います」




【里奈】

「あ‥‥ありがとう、ございます‥‥」




　社交辞令だと思おうにも、向けられた視線はどこか意味深で。

　視線を交えるだけで、不思議と私は頬が熱くなるのを感じた。




【秀明】

「それでは行きましょう」




【里奈】

「お、お待ちください。でしたら、私ドレスを脱がないと‥‥」




【秀明】

「脱ぐ必要はありません、その支払いはすでに済んでいますから」




【里奈】

（えっ!?　支払いが済んでるって‥‥どういう事!?）




　目を丸くした私をチラリと見ると、副社長は私の手を引いて歩き出した──。
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　副社長はエレベーターに乗りこんだところで、やっと私の手を離した。

　無人のエレベーターに乗りこむとドアが閉まる──が、副社長はボタンを押さない。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん、ついでに少し時間をいただけませんか。もし何か用があれば、このまま１Ｆのボタンを押して直帰してもかまいません」




【里奈】

「は、はい‥‥」

（もしかして‥‥この後も、何処かに連れて行ってくれる気なのかな‥‥）

「時間はあります、ので‥‥よかったら是非もう少しお話させてください」




【秀明】

「‥‥そうですか、ありがとうございます」




　副社長は、何階かのボタンを押す。

　カチリ、とボタンが鳴る音にまで、私の胸は小さくはねた。

　──そのまま上へとあがったエレベーターは、上層階でドアを開けた。




【里奈】

「ここは‥‥」




【秀明】

「個人的に好きなバーです。たまに来るんですが、ピアノの生演奏も聴ける良い場所ですよ」




【里奈】

（雰囲気のあるバーだな‥‥）




　間接照明に包まれ、店内もまるでネオンのようにぼんやり光っている。

　いたるところに置かれた観葉植物が、うまく客同士の姿かたちを隠していた。




【秀明】

「さぁ‥‥どうぞ」




【里奈】

「ありがとうございます‥‥」




　私は副社長にエスコートされ、眼下に摩天楼が広がる窓辺へと座った──。
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【秀明】

「それでは‥‥乾杯」




　カクテルグラスを軽く上げる副社長に、私もグラスを軽く上げた。

　間接照明に、ギムレットの淡いピンク色がぼんやり光る。




【里奈】

「‥‥このドレス、本当に頂いてしまってよろしいんですか？　バッグもパンプスも‥‥とても、もったいないほどの品だと思うのですが‥‥」




【秀明】

「どうぞ遠慮なく。返品されても私にドレスを着る趣味はありませんし、貴方に見立てたドレスを、他の女性に送る気もありませんから」




【里奈】

「‥‥ありがとうございます」




　二人の間に沈黙が広がり、グランドピアノの生演奏だけが優しく響く。




【里奈】

（他の女性、か‥‥）




　私はカクテル越しに夜景をながめながら、小さく溜め息をついた。




【里奈】

（‥‥副社長、夏妃子さんがいるのに私にドレスなんて買っていいのかな）

（正直、秘書にドレスを送るなんて普通じゃないよね‥‥？）

「あの‥‥どうして新人の私なんかに、こんなに優しくしてくださるんですか？」




【秀明】

「先の上海出張での商談がうまくいった、景気祝いですよ。それに‥‥貴方には、恩がありますから」




【里奈】

（‥‥恩なんてあったっけ？）




【秀明】

「‥‥何のことか、皆目見当がつかないという顔ですね。作りすぎとは言え‥‥弁当を頂いたでしょう」




【里奈】

「えっ！　あ、あれのお礼ですか!?」




　冷凍食品だらけの弁当が、まさか高級ドレスに化けるとは思ってもおらず、素でぽかんと口を変える私に、副社長は小さく笑った。




【秀明】

「手作りの弁当を口にするのは久しぶりでしたから‥‥。‥‥実は、少し嬉しかったんです」
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　そう言うと、副社長はどこか恥ずかしげにカクテルをあおった。




【里奈】

「で、ですが‥‥あんなにひどいお弁当のお礼がドレスなんて‥‥」




【秀明】

「たしかに塩味の玉子焼きは悪夢を見るほどでしたよ。ですが‥‥なんででしょうね。立派なオフィスには到底不釣り合いの弁当が、ひどくまぶしく見えたんです」




【里奈】

（‥‥あんなお弁当でも、本当に喜んでもらえてたんだな）

（副社長に取り入ろうなんて‥‥不純な理由で作ったのが、なんか申し訳ない）




　喜びに浮かれながらも、どこかで罪悪感が心臓にのしかかる──その時。




【里奈】

「っ‥‥‥‥はくしゅっ」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥水之瀬さん、よかったらどうぞ」




　くしゃみをした私の肩に、副社長はスーツのジャケットをふわりとかけた。

　私には丈のあまるジャケットからは、いつものお香の香りがして──。




【里奈】

（っ‥‥なんか、副社長に抱きしめられてるみたい）

「わ‥‥私は大丈夫ですよ、副社長が冷えてしまいます」




【秀明】

「いえ。私は十分アルコールが回っているので、おかまいなく。ですが、はおる物も一緒にそろえておいた方がよかったですね」




【里奈】

「いえ！　素敵なドレスを頂いただけでも恐れ多いのに、バチが当たります」




【秀明】

「素敵なドレス‥‥か。そのドレスより、弁当の方がよほど価値がありますよ」




【里奈】

「え‥‥？」




　副社長はカクテルグラスを置くと、遠い目で摩天楼を見つめた。




【秀明】

「何か礼をしてみようと思っても‥‥私は、どうにも金や物に頼ってしまう。‥‥情けないことです」




【里奈】

「そ、そんなことはありません‥‥！」




【秀明】

「‥‥‥‥水之瀬さん？」




　思わず声を上げた私を、副社長はどこか無防備な顔で見返した──。
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【里奈】

「こんな、一生縁がなさそうなドレスを頂けたのも嬉しいですが‥‥私、こうして時間が経ってもお礼をしようとしてもらえたのが、なにより嬉しかったです」




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

「それにお弁当も、副社長に食べただけでも嬉しかったです」

（っと‥‥いけない、つい熱が入っちゃった‥‥）




　私は浮かせていた腰を、スツールにそっと下ろした。




【秀明】

「貴方は‥‥不思議な人ですね」




【里奈】

「え‥‥不思議、ですか？」




【秀明】

「ええ。普段は上品で落ち着いているのに‥‥ふとした瞬間、無邪気な顔を見せる。万華鏡をのぞいているようですよ」




【里奈】

「‥‥‥‥」




　私はそっと、こちらを見つめる副社長を見つめかえす。




【里奈】

（私も‥‥同じだ）

（最初は冷たくて、少し怖くて‥‥でも、だんだんと近づいていって‥‥）

（今は、ふとした瞬間に見える一面に‥‥こんなにも惹かれてる）




　いつもは冷たい瞳が間接照明を受けて、ゆらゆらと揺れていた。




【秀明】

「‥‥すみません。アルコールを取りすぎたのか、余計な事を言いました」




【里奈】

「い、いえ‥‥私も、少し酔ってしまったようです」




　副社長は眼鏡を外すと、そっと目頭を軽く押さえる。

　眼鏡がなくなっただけで無防備に見える横顔に、私の声は上ずんでしまった。

　私の視線に気づき──副社長が、ふっと私を見つめ返す。




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥と‥‥りだ」




【里奈】

「‥‥え？」




　副社長の言葉は、独り言のように空気にふっと溶けた。




【里奈】

（副社長、今なんて‥‥？）




　私が軽く身を寄せて聞き返した──次の瞬間。
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【秀明】

「‥‥‥‥貴方といると、私は困惑してばかりだ。そう、言ったんですよ」




【里奈】

「っ‥‥‥‥」




　副社長の長い指が、ギムレットのグラスを持つ私の手にそっと絡んだ──。
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　私は思わず手を離してしまいそうになり、慌ててグラスを持ちなおした。




【秀明】

「‥‥貴方は一体、なんなんでしょう」




【里奈】

「それは‥‥‥‥‥‥」

（‥‥お金のために貴方に近付いてる最低な女、ですよ）

（そのくせ、感情を切り離せなくて‥‥こうして貴方に惹かれているダメな女）




　心中でみずから呟いておきながら、その言葉に私の胸がズキッと痛んだ。




【秀明】

「‥‥また、ですよ。先ほどまで嬉しそうな笑顔だったかと思うと、世を憂うような顔を見せる」

「‥‥‥‥水之瀬さん。今夜、貴方の事をもっと‥‥私に教えてくれませんか」




【里奈】

（それって‥‥）




　副社長と視線を交えた瞬間、私は息がとまった。

　眼鏡のガラスを介さずに見つめた瞳は、どこまでも澄んでいて──

　それでいて、その奥には獣のような獰猛どうもうさがチラリと見えた。




【里奈】

（もしかして、これって‥‥誘われてる‥‥？）

（‥‥‥‥どう、しよう）

（‥‥私は‥‥‥‥最低の女だ）

（この人を裏切っていると分かっているのに‥‥誘惑に、勝てない）




　欲望に負けた私は、そっと指を握りかえした。




【秀明】

「‥‥それでは、場所を代えましょうか。ここはお互いを知るには‥‥私たちには、秘密が多すぎる」




【里奈】

「ぁ‥‥‥‥」




　副社長は手を引いて私をスツールから立たせる。

　薄いビスコース生地の上から、そっと腰に手をそえられ、私の背筋に、甘い痺れが走ったのだった──。
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【ジョージ】

（ナルホドねぇ。こりゃ‥‥もしかすると、もしかするかもな）

（シンデレラ、真夜中12時じゃなくて朝帰りになれるように頑張れよ？）




【里奈】

（まさか‥‥ジョージの予言通りに進むとは‥‥）




　車の助手席に座った私は、窓から月を見上げた。

　黒塗りの高級車は、夜の街を抜け──副社長のマンションへ向かっている。




【秀明】

「‥‥‥‥やはり帰りたくなりましたか？」




【里奈】

「いえ‥‥今夜の月は綺麗だと見ていただけです。‥‥ちなみにもし私が帰りたいと言ったら、どうなさるつもりなんですか？」




【秀明】

「このまま車で、貴方のお住まいまでお送りします。‥‥と言って差し上げたいところですが。残念ながら、いずれにせよ今夜は帰すつもりはありません」




【里奈】

「そうですか‥‥。ですが‥‥私としては、残念ではありませんよ」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥まったく。先ほどまで緊張して震えていたのに、落ち着くと肝がすわっているんですね」




　副社長が黙りこむと、車内には静かなピアノ曲が流れる。

　高級車は私を乗せて、夜の闇を静かに走っていった──。




　──そして。

　車から降りた私は、副社長に続いて高級マンションのエレベーターに乗った。

　副社長が30階のボタンを押すと、ドアが閉まる。

　そしてゆっくりと上昇を始めた──次の瞬間。




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥失敬」




【里奈】

「ん‥‥っ！」




　私を壁に寄せると、強引に唇を奪った──。
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【里奈】

「っん‥‥はぁ‥‥っ」




　いつもの冷静さは影をひそめ、副社長はまるで貪むさぼるように私の唇を奪う。

　顎あごをつかまれた状態で求められ、私は酸素を求めるようにあえいだ。




【秀明】

「‥‥‥‥大丈夫ですか？」




【里奈】

「大丈夫、です‥‥が、びっくりしました‥‥」




【秀明】

「‥‥すみません、少し歯止めが利かなくなりました。こうして自分のテリトリーに貴方が存在するのが‥‥実は今も、少し信じられていません」




【里奈】

「私も‥‥副社長のお住まいにお邪魔するという実感が、わきません‥‥」

（なんか‥‥考えると、よけい緊張してきた‥‥って‥‥）




　私は「ある事」に気付いて、石像のように固まった。




【秀明】

「‥‥どうしました？」




【里奈】

「あ、の‥‥ご自宅という事は、もしかして夏妃子さんがいらっしゃるのでは‥‥」




【秀明】

「‥‥その点は心配する必要はありません。夏妃子とは一緒に住んでいないので大丈夫です」




【里奈】

「‥‥‥‥え？」




　ポーン

　目を丸くした私を置いて、副社長はエレベーターを出て歩き出す。




【里奈】

「夏妃子さんとは‥‥別居中なんですか？」




【秀明】

「‥‥いいえ？　そもそも結婚前も結婚後も、彼女とは同棲どころか同じベッドで寝た事は、一度たりともありませんよ」




【里奈】

「でも、結婚なさってるんじゃ‥‥」




　動揺する私を横目に、副社長は指紋認証でドアロックを開けた。




【秀明】

「信じられないなら、ご自分の目で確かめてみればいいと思いますよ。それでは‥‥どうぞ、おあがりください」








第６章
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【里奈】

「‥‥お邪魔します」




【秀明】

「どうぞ、特におもしろいものもありませんが」




　そっとあがった部屋は整然としていて、上品で落ち着いていた。

　私はおずおずと部屋を見回す──が、そこに夏妃子さんの影はない。




【秀明】

「‥‥信じていただけましたか？　彼女はここに住んだ事もなければ、私と彼女が夜を共にした事もないと」




【里奈】

「は、はい‥‥ですが、お二人はご夫婦なのに何故‥‥？」




【秀明】

「愛し合って結ばれるだけが結婚ではないんですよ。事実、私と夏妃子との間にも愛はないのですから」




【里奈】

（つまり‥‥二人は政略結婚だったって事‥‥？）




　何も言えずに立ち尽くしていると、副社長は私をソファに座らせる。

　少し落ち着こうと深呼吸をすると、取締役室と同じお香の香りがした。




【里奈】

「でも‥‥でしたら、夏妃子さんはどうして私にからむのでしょう」




【秀明】

「彼女はプライドが高く、戦意あふれる女性ですからね。美しい女性が、自分のテリトリーで所有物に手を出したとなれば、プライドが許さないんだと思いますよ」




【里奈】

「所有物って‥‥」




【秀明】

「‥‥ええ、私は中国から彼女の籍に入った入り婿ですからね」




【里奈】

（そう言えば、そうだった‥‥）

（でも‥‥中国から入り婿って、どんな事情があったのかな）




　私はソファ横に立つ副社長を見上げる──と。

　副社長はトンと肩を押すと、私の身体をソファに沈めた。




【秀明】

「さて‥‥彼女との関係が明白になった以上、これ以上の話は無用でしょう」




【里奈】

「あ‥‥ま、待ってください‥‥っ」

（まだ色々、気になる事があるんだけど‥‥！）




【秀明】

「‥‥十分、待ったかと思いますよ？」




【里奈】

「い、いえ。すみません、こんな綺麗なドレスを頂いて、お家にお邪魔して‥‥まだ夢を見ているみたいで‥‥実感がわかないんです」




【秀明】

「‥‥そうですね。突然の事ですし、一夜の事と言えど不安もあるとは思います。‥‥最後の最後に、逃げ道を一つだけ差し上げましょう」





シーン02






【里奈】

「逃げ、道‥‥？」




　私の顔の横に両手をついた副社長は、ゆっくりと目を細めた。




【秀明】

「ええ。今、貴方は『夢を見ているみたいだ』と言いましたが、もしこれが本当に夢だったとしたら‥‥貴方は、現実を望みますか？」




【里奈】

「え‥‥‥‥」




　副社長は私の首筋に触れると、そっと鎖骨に指をすべらせた。




【秀明】

「貴方が『やはりこれは夢で、現実に帰りたい』と思うのなら、今夜は特別に、貴方を現実──貴方のお住まいにお送りしましょう」

「ですが、もしも貴方も『これは夢だ』と思って夜を共にしてくれるのならば、‥‥私の名前を、呼んでください」




【里奈】

「っ‥‥‥‥」




　私はぎゅっと目を閉じると、暴れる心臓を胸の上からぐっとつかんだ。




【里奈】

（夏妃子さんとの間に愛がないというのは分かったけど‥‥）

（私がスパイで‥‥副社長をだましている事に変わりはない‥‥）




【里奈】

（やっぱり私、どうしても副社長に惹かれてしまう‥‥）




　私は瞼を開け、緊張で乾いた唇を舌でなぞる。

　そして目の前の身体をそっと抱き寄せて囁いた。




【里奈】

「‥‥‥‥秀明‥‥様‥‥」




【秀明】

「水之瀬さん‥‥‥‥いえ、里奈さん‥‥」




【里奈】

「ぁ‥‥‥‥っ」




　副社長は私の名前を呼びながら、触れるだけのキスをする。

　そしてすぐに私の頭を抱き寄せ、さらに激しく唇を奪った。




【里奈】

「ぁ‥‥は、ぁっ‥‥ふ、副社長、お待ちください‥‥っ」




【秀明】

「‥‥いけませんね、里奈さん。私の事は、名前で呼ぶようお伝えしたはずですよ。今夜は貴方の事を教えていただく代わりに、改めて私の名をお教えしましょう。この、身体に────」
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　ヴー‥‥ヴー‥‥




【里奈】

（ん‥‥うるさい‥‥）




　私は睡眠を邪魔する存在を探して手を伸ばす──が、見つからない。




【里奈】

（‥‥おかしいな、いつも携帯は枕元に置いてあるのに）




　私はしかたなく、重い瞼を開け──飛び起きた。

　いつの間にか、私は見覚えのない白いシャツを着ている。




【里奈】

（こ、ここ‥‥副社長の部屋だよね‥‥!?）

（となると‥‥昨日の事は夢じゃないんだ‥‥）




　昨晩の事を思い返した私は、叫びだしたくなる衝動を抑えてベッドに倒れた。

　無人のシーツに自分以外の温もりはない。




【里奈】

（副社長‥‥支度でもしてるのかな）




　私はもそもそと起きると、ベッド下に置かれた鞄から携帯電話を取り出した。




【里奈】

「あ‥‥やっぱりメール来てた‥‥」





from：ジョージ




sub:グッモーニン！[image: ]




body：＆コングラチュレーション、シンデレラ！




いよっ！　この副社長タラシ！

いやー‥‥このオレが見こんだだけあって、アンタやる時はやるんだな

今日はそのまま会社に直行でイイから、帰ってきたら報告ヨロシク～[image: ]






【里奈】

「‥‥あいかわらずなんだから」




　メールなのにジョージの声が聞こえた気がして、私は小さく笑った。




【里奈】

（あれ？　本文、まだ続きがある‥‥）

（なになに‥‥？　追伸‥‥）

「『何よりもまず、心を込めて愛し合いなさい』『愛は多くの罪をおおうからです』‥‥？」




【秀明】

「『新約聖書』ペテロ第一の手紙、ですね」




【里奈】

「っ‥‥‥‥!!」




　私は突然あらわれた副社長に、悲鳴を飲みこんだ──。
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【秀明】

「おはようございます、水之瀬さん」




【里奈】

「お、はようございます‥‥」




【秀明】

「‥‥‥‥まったく。その間の抜けた顔は、直せと言っても直りそうにありませんね」




　副社長は新聞を広げながら、リビングを横断していく。




【秀明】

「まだ時間はありますが、私は先に出ます。ここはオートロックなので、鍵は気にせず出てもらってかまいません」




【里奈】

「わ、わかりました」




【秀明】

「ちなみに貴方の着替えは、昨日着ていたものを整えておきました。気になるようでしたら、出社前に自宅に戻ってください」




【里奈】

「は‥‥はい‥‥」

（なんか‥‥昨日の夜が嘘みたいに、いつも通りだな‥‥）




　テキパキと支度を進めていく副社長をベッドの上から見ている──と。

　副社長はふいに、私の前で立ち止まった。

　私に向かって指を伸ばしたかと思うと、それは宙でピタリと止まる。




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

「‥‥副社長？」




【秀明】

「‥‥‥‥いえ、なんでもありません。‥‥難しいものですね。こと会社経営と資産運用に関しては、こんなに考えこむ事は早々ないんですが」




【里奈】

「え‥‥？」




　副社長は気難しげな顔のまま、玄関へと消えて行った。




【秀明】

「水之瀬さん。言い忘れましたが、ダイニングに簡単な朝食を用意しました。時間が許す限り休んでいってかまいませんが‥‥遅刻はしないように」




【里奈】

「あ、ありがとうございます、わかりました‥‥！」




　バタン

　嵐のように副社長が去ると、部屋には私と静寂だけが取り残された。




【里奈】

（なんか‥‥そっけなくない？）

（昨日はあんなに情熱的に私を求めてくれたのに‥‥）

（昨日の事とか‥‥私の事、副社長はどう思ってるんだろう‥‥）




　私は再び、すっかり冷たくなったシーツに倒れこんだ──。
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　──その後。

　結局、一度部屋に帰った私は、慣れたルートで会社へ向かっていた。




【里奈】

「『何よりもまず、心を込めて愛し合いなさい』『愛は多くの罪を覆うからです』‥‥か」

（昨日は副社長に惹かれて、寝ちゃったけど‥‥なんか複雑だな）

（副社長から誘ってくれたんだし、すごく‥‥求められたけど）

（肝心の、大事な言葉は一つももらってないし‥‥）

「本当に私のことが好きで、抱いたのかな‥‥。というか‥‥私、副社長の事は‥‥‥‥」




【雪】

「‥‥里奈さん、何をブツブツ考えこんでるの？」




【里奈】

「えっ！　あ‥‥雪さん、おはようございます」




　背後から肩を叩いてきた雪さんに、笑顔を向ける──が。

　私は昨日、第二取締役員室で何かをしていた時の事を思い出した。




【里奈】

（っと‥‥そういえば昨日、雪さんが第二取締役室で何をしてたかも謎なんだよね）

（伯父さんの謎の三響嫌いもそうだし‥‥最近、引っかかる事が多いな‥‥）




【雪】

「あ‥‥古泉相談役、おはようございます」




【古泉】

「ああ、おはよう」




【里奈】

（‥‥‥‥！）




　考えこんでいた私の頭が一瞬にして冴え、背筋が伸びる。




【古泉】

「水之瀬さんも、おはよう」




【里奈】

「はい、おはようございます」




　私は頭を下げながら、小さくツバを飲みこんだ。

　──優しげに見えるこの人こそ、ジョージが疑っていた謎多き人なのだ。
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【雪】

「古泉相談役、今日はどうなさったんですか？」




【古泉】

「ああ、今日は龍善総帥に少しお話があってね」




【里奈】

「‥‥‥‥‥‥」




　私は文字盤の前に立ちながら、こっそり横目で古泉相談役をうかがった。




【里奈】

（ジョージが、この人はなんだか怪しいって言ってたけど‥‥）




（物腰やわらかで、優しそうにしか見えない‥‥）




【古泉】

「‥‥‥‥ん？」




　ふいに小さく首を傾げた相談役は──おもむろに、私の方へ顔を寄せる。

　ふんわりと香るフレグランスがなんとも上品で、私はつい身を引いてしまった。




【古泉】

「水之瀬さん、白檀びゃくだんが好きなのかね？」




【里奈】

（え‥‥たしか白檀って、お香の種類だよね？）

「‥‥いえ？　特にお香を焚いたりはしませんが‥‥」




【古泉】

「‥‥そうか」




【雪】

「でも‥‥たしかに里奈さん、白檀の香りがするよ」




【里奈】

（お香‥‥ってまさか！　副社長の移り香!?）




【雪】

「白檀と言えば‥‥‥‥」




【里奈】

（ゆ、雪さん、その先は言わないで‥‥！）




　私は思わず、雪さんに飛びかかりそうになった──次の瞬間。

　ポーン

　エレベーターが41Ｆ──秘書室のあるフロアに停まった。




【雪】

「それでは相談役、私たちはこちらで失礼します」




【里奈】

（た、助かった‥‥‥‥）




　私と雪さんはホールへと降りると、エレベーター内に頭を下げる。




【古泉】

「ひとたび顧みれば、人の城を傾け‥‥ふたたび顧みれば人の国を傾く」




【里奈】

「え‥‥？」




　静かに響いた言葉に私は顔を上げる──が、目の前でエレベーターの扉がしまった。




【里奈】

（‥‥今の言葉、なんだったんだろ？）
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【雪】

「それじゃ私、秘書室に行く前にお手洗いに行ってくるね」




【里奈】

「はい、わかりました」




【雪】

「あ‥‥里奈さん！」




【里奈】

「は、はい！　なんでしょう？」




【雪】

「‥‥‥‥ううん、ごめんなさい。なんでもない」




　雪さんはにっこり笑うと、ヒールを鳴らして去って行った。




　コツ、コツ、コツ、コツ‥‥

　ヒールを鳴らして歩いていた女は、ふと歩を止めて振り向いた。

　視線の先では、同僚──水之瀬里奈の美しい背中が歩いていく。




【雪】

「‥‥なるほどね、〝彼〟ってああ見えて情熱的なんだ。それにしても‥‥水之瀬さん、なかなか尻尾をつかませてくれないな」




　雪は里奈の背中を見つめたまま、携帯を取り出した──。




【里奈】

（さっきは危なかった‥‥そんなに香り、うつってるのかな）




　無人の秘書室で、私は自分のスーツのそで口をすんすんと嗅いでみた。

　自分で嗅いでも香りは分からず、私はさらにもう片方のそで口を嗅ぐ。




【？？】

「‥‥‥‥何しているんですか？」




【里奈】

「っ‥‥!?」

（この声は‥‥‥‥！）
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【秀明】

「‥‥‥‥まったく。秘書室だからまだいいものの、挙動不審極まりないですよ」




【里奈】

「も、申し訳ありません」




【秀明】

「スーツがどうかしたんですか？」




【里奈】

「実は先ほどお会いした方に、その‥‥白檀の香りがすると言われまして」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥‥‥」




　それが移り香だと、副社長も分かったのか。

　私たちの間に静寂が広がる──それが、妙に気恥ずかしい。

　副社長が眼鏡のブリッジを上げると、朝日にレンズがキラリと光った。




【秀明】

「‥‥身体は、大丈夫ですか？」




【里奈】

「っ‥‥は、はい。大丈夫です、元気です」




【秀明】

「それは何よりです‥‥が、今朝はすみませんでした」




【里奈】

「え？　何がですか？」




【秀明】

「今朝、対応に困って貴方を置き去りにしてしまったでしょう」




【里奈】

「あ‥‥てっきりお忙しいのかと思っていたのですが‥‥」

（対応に困ったって事は‥‥もしかして、私と寝た事を後悔してるって事‥‥？）




　椅子に座っているはずなのに、私は足元が崩れていく感覚に襲われる。




【秀明】

「‥‥貴方、何を死にそうな顔してるんですか。言っておきますが、別に抱いた事を後悔して持て余した訳ではありませんよ」




【秀明】

「朝からベッドで甘い言葉を言い合うのは、趣味ではないだけです」




【里奈】

「え‥‥‥‥」




　言い訳のように呟かれた言葉に顔を上げると、副社長は横を向いてしまう──が。

　私はふと、ある事に気が付いた。




【里奈】

（ん？　あれは‥‥‥‥）
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【秀明】

「‥‥‥‥なんです？」




　副社長は怪訝けげんな顔で、私に冷たい視線を送るが、私はそれでも、副社長の顔から眼をそらせなかった。

　──いつも美しく整えられた髪が、右後ろだけハネているのだ。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん、黙ってたって分かりません。私を見ながらポカンと固まらないでください」




【里奈】

（う、うーん‥‥でも‥‥これって素直に伝えちゃっていいのかな）

（どうしよう‥‥）

（副社長の寝グセって‥‥なんか可愛いかも）

（でも、あまりハッキリ伝えない方がいいかな）

「副社長、実は‥‥右側の髪の毛がヤンチャしてます」




【秀明】

「‥‥ヤンチャ？」




　秀明は自分の後頭部に触れ──溜め息をついた。




【秀明】

「‥‥‥‥遺憾です。水之瀬さん、気づいていたなら早く言って下さい」




【里奈】

「す、すみません。私も今、気づいたんですが‥‥‥ふふっ」




　私が笑みをこぼすと、副社長の眉間のシワが強くなった。




【秀明】

「‥‥‥‥寝グセがそんなにおかしいですか？」




【里奈】

「いえ、寝グセはおかしくないんです。ただ、今朝はあんなに落ち着いていらっしゃるように見えたのに、副社長も動揺してたのかと思ったら‥‥なんだか、嬉しくて」




【秀明】

「‥‥言っておきますが、私は一夜の遊びというのは好ましく思っていないんです。貴方を誘ったのは、誘ったなりの理由があるんですから‥‥勝手に勘違いして、勝手に落ちこまないでください」




【里奈】

「え‥‥‥‥」




　副社長の細い指が、私の頬に触れた瞬間──私の背筋に、甘い痺れが走った。
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【里奈】

「それって‥‥‥‥」

（つまり‥‥副社長、少しでも私に気を持っていてくれてるって事‥‥？）




【秀明】

「‥‥‥‥貴方、やっぱり分かりやすい人ですね」




　副社長は小さく笑みをこぼすと、頬にふれていた指を顎先へと滑らせる。




【秀明】

「ここ数日は猫をかぶっていたんでしょうが‥‥かぶるなら完璧にするといいですよ」

「ただ‥‥嫌いではありませんけどね。普段の澄ました顔も、ふとした瞬間の気の抜けた顔も、昨晩、私の腕の中で見せた‥‥泣き顔も」




【里奈】

「副、社長‥‥‥‥？」




【秀明】

「ここは秘書室なので間違いではありませんが‥‥今の私の呼び名としては不正解ですよ」




【里奈】

「ぁ‥‥‥‥」




　眼鏡の奥で餓えた獣のように光る瞳、そして耳元で囁く声に私は唇を噛んだ。




【里奈】

（顔が、熱くて‥‥なんだか、頭がぼんやりする‥‥）

「‥‥ひ、秀明様‥‥‥‥。っくしゅん！」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥‥‥」




　突然のくしゃみに、私の顎先に触れていた副社長が固まる。




【里奈】

（うわ‥‥タ、タイミング最悪‥‥！）

「す、すみません！　急にむずっときてしまいまして‥‥！」




【秀明】

「‥‥‥‥いえ、あやうく職場で理性を手放すところでしたので助かりました。それより‥‥風邪、ですか？」




【里奈】

「いえ、そうではないんですが‥‥」




　私が小さく首を振ると、副社長は私の額に手を伸ばす──が。




【冬哉】

「‥‥二人とも、何をしてるんですか？」




　入り口から響いた声とその主に、私と副社長は小さく息を呑んだ──。
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【冬哉】

「‥‥二人とも、何をしてるんですか？」




【秀明】

「‥‥水之瀬さんが風邪をひいたようでして、熱を確認しようとしたんですよ。それより、秘書室と言えどノックを欠かすとは褒められませんね」




【冬哉】

「いえ、一応したんですが‥‥多分、水之瀬さんのくしゃみとかぶったのかと思います。今度からはしっかり相手のお返事を頂いてからにしますね」




【秀明】

「‥‥ええ、そうしてください」




　二人はそれぞれ眼鏡をかけなおす──が、どこか空気がピリピリと張り詰めている。




【秀明】

「それで、冬哉さんは何の御用ですか」




【冬哉】

「はい。古泉相談役から、秀明さんをお呼びするよう言付を受けたんです」




【秀明】

「相談役が‥‥？　‥‥‥‥分かりました、すぐに伺います」




【里奈】

（なんだろう、会社の話かな。それとも‥‥？）




　私は副社長に止められないのをいい事に、一歩後ろをついていく──が。

　ポーン




【夏妃子】

「あっ！　ちょっと水之瀬さん、アナタどこ行くのよ！」




【里奈】

（えっ‥‥な、夏妃子さん‥‥!?）




　エレベーターの扉が開くやいなや、中にいた夏妃子さんが私の腕をつかんだ。




【冬哉】

「姉さん、水之瀬さんは秀明さんと一緒に相談役のところに行く予定なんだけど‥‥」




【夏妃子】

「なに言ってんのよ、多分アタシの方がこのコに急用よ！　相談役の話はどうせ、秀明がいれば十分でしょ！」




【里奈】

「えっ、あの、ちょっと‥‥！」




　ズルズル引きずられる私を横目に、副社長たちは諦めたようにエレベーターに消えた。




【里奈】

（副社長と相談役のお話、気になるんだけど‥‥というか）

（夏妃子さんの急用って‥‥私と副社長の、昨晩の事‥‥!?）
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【夏妃子】

「お疲れさまー‥‥って、やっぱり誰もいないわね」




　秘書室に入った瞬間、夏妃子さんは私の手を離した。




【里奈】

（どうしよう‥‥もしかして昨晩、副社長と関係を持ったのがバレた‥‥？）




　ドクン、ドクン

　心臓が破裂しそうなほどに騒ぎ、背中をじんわりと嫌な汗が伝う。




【夏妃子】

「‥‥さてと、水之瀬さん。今日は夜まで頑張ってもらうわよ」




【里奈】

「‥‥‥‥え？」




　私がぽかんと目を丸くした瞬間──夏妃子さんは、大量のファイルをデスクに置いた。




【夏妃子】

「ちょっと、アキが抱えてる不動産会社でミスが出ちゃって。過去五年間のデータをさかのぼって修正する事になったんだけど、量があんまりにも多いから、こっちにも応援要請が来たのよ」




【里奈】

「は、はぁ‥‥あのアキと言うのは‥‥？」




【夏妃子】

「あら？　アナタ会わなかった？　うちの次男の秋善よ。この間、家の食事会でアキはアナタのこと話してたけど」




【里奈】

「あ‥‥すみません、秋善さんでしたらお会いしました」

（なんだ‥‥副社長との事がバレたんじゃなかったんだ‥‥）




【夏妃子】

「‥‥これから修羅場だってのに安堵あんどの溜息とは、図太いわね。まぁいいわ、さっさと始めましょ」




　夏妃子さんはいらだちに任せて、美しい髪をかきあげる──と。

　その首筋に見えたものに、私は一瞬にして固まった。




【里奈】

（あれ‥‥‥キスマーク‥‥？）
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【夏妃子】

「はぁ‥‥こっちはこっちで忙しいっていうのに、アキの奴‥‥っ！ん？　なによ水之瀬さん、何か言いたい事でもあるの？」




【里奈】

「あ‥‥いえ、なんでもありません」




　私は手元のファイルに視線を下ろすふりをして、再び夏妃子さんの首筋を見る。




【夏妃子】

「やってらんないわよ、ホント‥‥‥」




　ブツブツ呟く彼女の首元には、やはり赤々と──情事の後が残っている。




【里奈】

（あれ、キスマークだよね‥‥）

（多分、赤みからして昨日今日のものだと思うけど）

（副社長は昨日、私と夜を共にした訳だし‥‥）




【秀明】

「愛し合って結ばれるだけが結婚ではないんですよ。事実、私と夏妃子との間にも愛はないのですから」




　昨晩、副社長の語った言葉が脳裏に浮かび、私は小さく息を呑んだ。




【里奈】

（‥‥信じてない訳じゃないけど、本当に二人は仮面夫婦だって事？）

（じゃあ‥‥夏妃子さんの相手は、誰？）




　私は今まで会ってきた人を思い浮かべてみるけれど、いまいちピンとこない。

　混乱からか、私の頭はズキズキと痛み出すのだす始末だ。




【夏妃子】

「ちょっと！　水之瀬さん、ぼーっとしてないで手を動かしてちょうだい！」




【里奈】

「あ‥‥し、失礼いたしました」

（今はこの仕事に集中しないと‥‥）




　私はシャツのソデ口をかるくめくった──。

　──そして日が傾き始めた頃。

　私はどっと押し寄せる疲れに、思わずデスクに額を預けた。




【里奈】

（終わった‥‥というか無理やり終わらせた‥‥）




　机の上にたまったファイルを整理しようにも、関節が鈍い。

　私は戦い終えた戦士のように、そのままデスクに突っ伏したのだった──。
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【里奈】

（もうダメだ‥‥頭痛いのに頭使って、かなりしんどい‥‥）




　私はデスクに突っ伏しながら溜息をつく──が、後頭部がポコリと何かで叩かれた。




【夏妃子】

「ちょっと、アナタ何へこたれてんのよ‥‥としごいてやりたいところだけど、よし、これでウチに投げられた分は終わりね！」

「泥棒猫、アナタ意外とやるじゃない。‥‥‥‥ってアラ？　アナタ、どうしたの？」




【里奈】

「いえ‥‥なんでもありません」




　そう言って笑みを作る間も、私はズキズキと鈍い頭痛を感じていた。




【夏妃子】

「‥‥とりあえず今日はアタシも用事あるから上がるし、後は庶務を片付けておけばいいわよ。‥‥それじゃ」




　カツカツカツカツ

　あいかわらずのキャットウォークで、夏妃子さんは夕焼けの廊下へ消えていった。




【里奈】

（もしかして風邪でもひいたのかな）




　耐え切れず瞼を閉じてデスクに伏せれば、思ったより熱い吐息がもれる。




【里奈】

（せめて残りの庶務はやっていきたい、けど‥‥）

「‥‥‥‥くしゅ、はくしゅっ！」




【？？】

「‥‥まったく、やはり風邪ではありませんか」




【里奈】

「え‥‥‥‥」




　ガタン！

　目を開けるのと同時に、誰かに手首を引かれて無理やり立たされる。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん、今日は帰って下さい」




【里奈】

「副社長‥‥！　ですが、今日はまだ‥‥」




【秀明】

「‥‥いいから、少し黙っていてください」




　副社長は私の手首を持ったまま、ツカツカと歩き出す。

　火照った肌に、副社長の冷たい肌がひどく気持ちがよかった──。
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【里奈】

「あ、あの‥‥副社長‥‥？」




【秀明】

「‥‥‥‥いいから、黙ってついてきてください」




　少し強引なくらいに歩く副社長は、私の軽い抵抗では立ち止まりはしない。




【里奈】

「副社長、私は残務を片付けてから帰らせて頂きます」




【秀明】

「‥‥水之瀬さん、先ほど黙るように言ったのを忘れましたか？」




【里奈】

「っ‥‥‥‥‥‥」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




　私と副社長の間に、今朝の甘くて幸せな雰囲気はかけらも残っていない。

　隣からは、触れたら感電しそうな緊張感が肌に伝わってきた。




【里奈】

（どうしたんだろ‥‥副社長、なんか様子がおかしい）

（仕事が残ってるのに帰らせるなんて珍しいし‥‥どうしよう）

（‥‥副社長が、理由もなく怒る事はないよね）

（何かあったのかも‥‥）




　私は副社長の後ろに立ったまま、そっと目の前の背中を見つめた。




【秀明】

「‥‥貴方の体調不良もありますが、会社の外でしたい話があるんです。ですから、今はとにかく一緒に来てください」




【里奈】

「え‥‥」




　私がとっさに副社長を見上げると、その横顔はいつになく強張っている。

　夕日に照らされた瞳からするに、あまり良い話ではなさそうだった──。








第７章
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【里奈】

（会社の外でしたい話‥‥なんだろう）




【秀明】

「‥‥‥‥」




　チラリと副社長を見ると一瞬、視線が絡む──が、すぐに反らされてしまう。

　１Ｆへ直通で繋がる役員用エレベーターは、私と副社長を乗せて降りていった。

　ポーン




【里奈】

（あれ‥‥地下駐車場？）




【秀明】

「‥‥１Ｆから出て行くと人目につきやすいですからね」




　副社長は再び私の手首を握ると、カツカツと歩き出した。




【里奈】

（っ‥‥本格的に風邪、かな‥‥歩く振動だけでもつらい）




　私は隠れて、熱くなった吐息をこぼす──と。




【秀明】

「‥‥‥‥失礼しますよ」




【里奈】

「きゃっ‥‥！」




　副社長は軽くしゃがみこむと、勢いよく私をお姫様抱っこで持ち上げた。

　落ちかけて首元に腕を回せば、目の前の首筋からお香の香りがした。




【里奈】

（やっ‥‥ふ、副社長いきなり何するの‥‥!?）

（どうしよう‥‥）




（きっと‥‥副社長にも、何か思惑があるんだよね）




　私がおとなしく身体を預けると、副社長は少しだけ私を抱く腕に力を入れた。

　目の前には、いつぞやボンネットに押し倒された黒塗りの高級車。




【里奈】

（副社長、もしかして私の部屋に来るのかな‥‥緊張してきた‥‥）
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　私を助手席に乗せ、高級車は夕闇の街を駆けていく。




【里奈】

「今日は、運転手の方はいらっしゃらないのですか？」




【秀明】

「ええ、私は時々こうして自分で運転して通勤しますから。それに今日は第三者に妙な推測をされるのも避けたいところです」




【里奈】

（‥‥たしかに）

（副社長が秘書を早上がりさせて自宅に送り届けるって‥‥世間体としてよくないよね）




　赤信号のたびに車内の雰囲気が気まずくて、私は窓の向こうを眺める。

　夕闇に迫るオフィス街は美しく──

　ふいに発車した車窓に夕日が反射して、そこに運転席の秀明が映った。




【秀明】

「‥‥ちなみに言っておきますが、今回の早退は貴方を甘やかす訳ではありませんから。貴方の体調不良は、情事のなごりではなく純粋に風邪です。秘書として私と一緒に色々な方々に会う分、他社の重役に風邪をうつさせるわけにはいきません」




【里奈】

「‥‥申し訳ありません」

（副社長の言うとおり、秘書として考えた甘かったな‥‥）




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥‥‥」




　熱で動かない頭を小さく振ると、ふいに副社長は空いた左手を私へと伸ばし──しかし、触れる前にハンドルへと戻してしまった。




【里奈】

（ここで残念、と思ってしまうくらい‥‥副社長に情が沸いてしまった）

（昨日はたった一夜の事だったけど‥‥一度、色々考え直さないとかもな‥‥）
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　副社長は黒塗りの車をマンション前につけると、私の腰を抱いて歩き出す。

　突然とめられた高級車に、通りがかった近隣の人たちが目を丸くしていた。




【秀明】

「‥‥だいぶ息が荒いようですが、大丈夫ですか？」




【里奈】

「はい‥‥ちょっと辛いだけですから。でも副社長、よくお昼の段階から風邪に気付かれましたね」




【秀明】

「‥‥いえ、私が気付いたのは今朝ですよ。朝、額に触れたら少し体温が高く感じましたから」




【里奈】

「そう、ですか‥‥」

（それって‥‥私が眠ってた間に、触ったって事？）




　副社長の長い指が、眠っている私の頬に、額に、髪に触れる──。

　そんな光景を思い描いただけで、熱い頬がさらに熱くなってしまった。




【秀明】

「‥‥‥‥何を赤くなっているんです。別にやましい事などしていませんよ」




【里奈】

「そう、ですか‥‥」




【秀明】

「‥‥なんです？　もしかして、してほしかったんですか？」




【里奈】

「い、いえ！　そういう訳ではありません‥‥！」




【秀明】

「‥‥そうですか」




　副社長の呟きと共に、私と副社長は部屋の前に立った。




【秀明】

「では、部屋の鍵を開けてもらえますか」




【里奈】

「はい。ただ‥‥少しだけ片付けたいので３分だけ待っていただけませんか？」




【秀明】

「‥‥‥‥まったく、普段から片付けていないんですか。３分だけですからね」




【里奈】

「はい！」




　私は廊下に立つ副社長に頭を下げると、そそくさと玄関の扉を開けた──。




　──しかし。

　そこにあった男物の靴に、私はあげかけた悲鳴を呑みこんだ。




【里奈】

（っ‥‥ジョージ、来てるの‥‥!?）
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【里奈】

（どうしよう、こんな時にジョージが来てるなんて‥‥！）




　私は両方の手で出来るだけ静かに玄関のドアを閉める──と。

　投げ捨てるようにパンプスを脱ぎ、リビングへ駆け込んだ。




【ジョージ】

「おかえり、シンデレラ！　ずいぶん早いお帰りじゃねぇか」




【里奈】

「ただいま‥‥って、それどころじゃないんだって！」




【ジョージ】

「へ？　なに、昨日今日の報告してくれるんじゃねぇの？　なんたって昨日は副社長に取り入って、ベッドまで一緒にしたんだろ？」




【里奈】

「っ‥‥‥‥」




　──取り入った。

　ジョージがケロリと言った言葉が、鋭い刃になって私の心臓をつらぬいた。




【ジョージ】

「‥‥‥‥里奈？」




【里奈】

「‥‥‥‥‥‥」

（取り入ったんじゃない、私、副社長に惹かれて‥‥それで）

（副社長も私の事を好意的に思ってくれて‥‥それで、寝た‥‥‥‥けど）




　────ジョージの言った事は違いない。

　はたから見れば、私は副社長に取り入ったスパイという事実は変わりないのだ。

　そう思い知った瞬間、私はヒュッと息が詰まるのを感じた。




【ジョージ】

「お、おい！　里奈、いきなりどうしたんだよ？」




【里奈】

「も‥‥もう、いいから‥‥とにかく早く何処かに隠れて！　副社長、部屋に上げないといけないから‥‥」




【ジョージ】

「はぁ？　なに、秀明のヤツ来てんの!?‥‥くそ、分かったよ！　隠れりゃいいんだろ、隠れりゃ」

「ったく、なんだってこんなコソドロみたいなマネしなきゃなんねぇんだか」




　ブツブツ言いながらも、ジョージはクローゼットの中に消えていく。

　それを見届けて、私は玄関へと戻った──。
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【里奈】

（ジョージが飲んでいたお茶も片付けたし、テレビも消した）

（大丈夫‥‥だよね？）




　私は荒くなった呼吸を整え、ドアノブを空けた。




【里奈】

「‥‥お待たせしてしまい、すみませんでした」




【秀明】

「‥‥いえ、こちらこそ突然お邪魔してしまい、すみません」




　副社長は小さく頭を下げると、革靴を脱ごうとする。

　その足元に目線を落として──私は息を呑んだ。




【秀明】

「男性ものの靴‥‥どなたか、いらっしゃってるんですか？」




【里奈】

「こ、れは‥‥‥‥」

（しくった‥‥風邪っぴきだからって、私の馬鹿！）

（どうやって答えるのが一番、自然かな‥‥）




【里奈】

「ご‥‥護身用です」




【秀明】

「‥‥‥‥護身用？」




【里奈】

「そうです、不審者が玄関から来た時に男性ものの靴があるといいらしくて」




【秀明】

「‥‥‥‥そうですか、女性の一人暮らしは大変ですね」




　副社長は私から視線を反らすと、綺麗に革靴を並べた。




【里奈】

「すぐにお茶を出しますので、少し座ってお待ちください」




　私はリモコンでテレビを付ける──と、刑事ドラマ再放送が流れる。




【里奈】

（‥‥ジョージ、わざわざ人の家で再放送ドラマ観なくてもいいのに）




　私はチャンネルを夕方のニュースに代えると台所へ踵を返した。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん、すぐに帰りますのでお気遣いなく。それより、座って私の話を聞いて下さい」




【里奈】

「‥‥‥‥はい、それでは失礼しますね」




　私はソファを副社長に譲ると、向かいのカーペットの上で足を崩した。




【里奈】

「副社長、それで会社内で出来ないお話というのは‥‥」




【秀明】

「それは‥‥‥‥」




　副社長の瞳が、眼鏡のレンズ越しにまっすぐ私を射抜く──けれど、そこに怒りや威圧はなく、哀しみや切なさがにじんでいた。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん、私は貴方に謝らないといけません。‥‥‥‥どうか、昨晩の事は忘れてもらえませんか」
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【里奈】

（‥‥‥‥え？）




　風邪でにぶった思考回路が、その言葉を認識するのにだいぶ時間がかかった。

　そして──言葉を理解した瞬間、私の目の前が真っ暗になる。




【里奈】

「‥‥‥‥どうして、どうしてそんな事を‥‥？」




【秀明】

「‥‥‥‥すみません」




【里奈】

「だって‥‥夏妃子さんの間にも愛はないって言ってた‥‥。今日だって、私の事‥‥あんなに優しい目で見てたじゃないですか‥‥っ！」




　もはや猫の皮なんてかぶれず、私は震える声で呟く。

　喉に何かがこみ上げたかと思うと、目頭が熱くなって──副社長の姿がゆがんだ。




【秀明】

「‥‥貴方には、本当に悪いことをしてしまいました。もとより、私のような人間が‥‥誰かに情を移すべきではなった」




【里奈】

「副、社長‥‥‥‥？」




　あまりに傷ついた顔に、私の涙がすっと引きかける──その時。




【キャスター】

『先日、お伝えしました三響ホールディングスＣＥＯ・神九条春樹氏が結んだ、自動車輸出入の協定が、さらに大きな一歩を踏み出しました』




【里奈】

「‥‥‥‥っ」




　耳に入ってきた情報に、私はハッとテレビ画面に向きなおった。




【キャスター】

『インド側では産業大臣命令として中古外国車の輸入が禁止されていましたが、三響貿易が財務機関と共に年間輸出量に制限を設ける形で法令を改訂するよう意見書を提出、提言したそうです。意見書の内容が実施された場合、日本の貿易産業全体に大きな影響を及ぼすでしょう』




　テレビの画面の中では、とぎれる事がないくらいにフラッシュが光り、光の中で、春樹社長が堂々と笑っていた。




【里奈】

（すごい‥‥春樹社長は日本全体の産業に関わってるんだ‥‥）




　私と共にモニターを見つめていた副社長が、深く息を吐いた。




【秀明】

「このままだと‥‥私が次期、ＣＥＯの座につくのは難しくなるでしょう。だからこそ、私は‥‥地をはい、汚泥おでいをすする覚悟を持ったないといけない。そのために‥‥もう、貴方をこの腕には抱けません」




【里奈】

（‥‥ぁ‥‥‥‥）




　副社長は机を回りこむと、力なく座りこんだ私にそっと腕を伸ばす。

　私はスローモーションのようにゆっくり近づく腕を、ただただ見つめていた──。
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【秀明】

「‥‥‥‥水之瀬さん‥‥いえ、里奈さん。私はもう、貴方をこの腕には抱けません」




　そう言い切りながら、副社長は私に腕を伸ばす。

　二本の腕は私に触れた瞬間、今までの間が嘘だったように私を強く抱き寄せた。




[image: ]




【秀明】

「‥‥昨夜に抱いて、翌日の夕方に忘れるよう頼むなんて、ずいぶんひどい事をしていると、自分でも分かっています。そして、もう抱けないと言いながらも、こうして抱いている事自体も」




【里奈】

「っ‥‥‥‥」




　私は目の前の、スーツの布地にぐっと爪を立てた。




【秀明】

「前に少しだけ話しましたが‥‥中国人の私は祖国にいる一族から使命を託され、日本にやってきて‥‥三響に入りました。だからこそ‥‥私は何が何でも、使命をまっとうする義務があります」




【里奈】

「‥‥使命？」




【秀明】

「‥‥ええ、私は三響に入った時に龍善総帥から『秀明』という日本名を授かりました。しかし私には生まれ持った、中国の名と血筋がある。この身体にその血が流れ、私がその名である限り、私は一族のために生きる。‥‥私は一族のために、なんとしてでもＣＥＯにならなければいけないんです」




【里奈】

「‥‥だから‥‥‥‥もう私とは？」




　私がかすれた声でたずねると、副社長は私を腕から離し──小さく首を縦に振った。




【秀明】

「‥‥私が、貴方に惹かれたのはたしかな事実です。ひどい事をして‥‥うらまれても仕方ないと思っています。ですが‥‥実は貴方に、感謝しているんです」




【里奈】

「え‥‥‥‥？」




　副社長は最後に触れていた指先をそっと離すと、静かに微笑んだ──。
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【里奈】

「それって、どういう‥‥」




【秀明】

「‥‥どうか理由は聞かないでください。貴方が私に与えたものを言葉にして、再認識しては‥‥きっと覚悟が鈍ります。‥‥ありがとうございました、里奈さん」




　副社長は深々と頭を下げ──そして。




【秀明】

「そして明日からもよろしくお願いします‥‥水之瀬さん」




【里奈】

（っ‥‥副社長‥‥本当に、本当に‥‥私との関係を切るつもりなんだ‥‥）

（秘書としては傍に置いてもらえるのかもしれないけど‥‥でも‥‥）




【里奈】

（私が想像もできないようなものを背負ってる人間に、これ以上なにも言えない‥‥）

（でも‥‥せめて、せめて最後に許してほしい）

「‥‥ひ‥‥‥秀明、様‥‥‥‥」




　私は言い惜しむように一字一字をゆっくり唇に乗せながら、頭を下げる。

　ポタポタ、と床には数滴の雫が落ちてはシミを作った。




【秀明】

「っ‥‥‥‥」




　床に映った副社長の影が、泣き伏せる私に触れようと伸びる。

　しかしグッと拳が握られ、震えながら影は離れていった──。
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【秀明】

「‥‥私は明日以降、貴方を秘書として扱います。ですが、やはり辛いならば‥‥出来うる限りの償いをします」

「‥‥‥‥‥‥それでは」




【里奈】

（ぁ‥‥‥）




　遠ざかっていく副社長の背中が涙でゆがむ。

　そして、静かに扉が閉まる音と一緒に背中が見えなくなった瞬間。




【里奈】

「っ‥‥ぅ、う‥‥ぁ‥‥‥‥ああぁっ」




　私の心は決壊して、後から後から涙と嗚咽おえつがこぼれ出した。

　‥‥ギィ──。

　背後でクローゼットが開く音が響き、私を二本の腕が後ろから抱き寄せた。




【ジョージ】

「‥‥‥‥なぁ、里奈。お前‥‥もしかしてアイツのこと、本気で‥‥？」




【里奈】

（‥‥そう‥‥そうだよ、私は本気だった‥‥）

（最初は不純な感情だったけど‥‥近づいて、惹かれて‥‥本気で愛したの）




　息が出来ないほど涙が止まらず、私はコクコクとうなづく──と。




【ジョージ】

「っ‥‥バッカだなぁ、アンタ‥‥‥‥！」




　ジョージは座りこんで足の間に私を座らせると、痛いほどに抱きしめた。




【ジョージ】

「ほんっと、救いようのないバカだよ‥‥。金のためだったんだろ？　裏切りだって分かって近づいたんだろ？　なのに、なんでマジになっちゃうかな‥‥」




【里奈】

「私、だって‥‥こんなに惹かれる、なんて、思わなかった‥‥っ」




【ジョージ】

「‥‥‥‥‥‥」




　身体中の水分がすべて流れてしまうのではないか、心配になるほど涙が止まらない。

　私の頭を胸元に抱き寄せて、ジョージはポケットから電話を取り出した。




【ジョージ】

「もしもし‥‥オレだけど、非常事態だから今すぐコッチに来てくれ」
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　これでもかというくらいに泣いて、泣いて、泣いて。

　涙が枯れるころには、両目と頭がひどく痛んた。




【ジョージ】

「‥‥お？　もう大丈夫そ？」




【里奈】

「‥‥うん、ありがとう‥‥ごめんね、心配かけて。だいたい‥‥私、浮かれてたけど、よく考えれば分かる事だったんだよ。副社長から切り出されたけど、私はそもそも裏切り者で‥‥ハッピーエンドになれるシンデレラなんかじゃなかった」




【ジョージ】

「‥‥バーカ、なに言ってんだ。『希望は失望に終わる事はない』んだぜ？」




【里奈】

「‥‥いつもの、ありがたい神サマの言葉？」




【ジョージ】

「そ、『新約聖書』ローマ人への手紙五章五節。アンタ、美人だからそりゃ泣き顔も悪かないけどさ。やっぱ美人は笑ってた方がいいもんだよ」




【里奈】

「‥‥‥‥笑って、か‥‥。‥‥‥‥ありがと、ジョージ」




　私は笑ってみるけど、今はどうにも悲しみがあふれて笑顔になれてる自信がない。




【ジョージ】

「‥‥上出来だ、やっぱり笑ってた方がキレイだな。‥‥つっても、アンタにヒドい事してるオレがなぐさめるのも変な話か」




【里奈】

「え‥‥‥‥」




　ジョージは泣いていた私を腕の中から解放すると、すっと立ち上がった──その時。

　──ピンポーン。




【ジョージ】

「開いてる、入って来てくれてイイぜ！」




【里奈】

「えっ‥‥！　ジョージ、誰を‥‥」




【ジョージ】

「心配いらねぇよ、別にアンタを殺しに来る暗殺者ってんじゃねぇんだ」




　私があぜんと座りこんだまま玄関を見つめていると、静かに扉が開き、暗闇から、浮き出すように人影が現れた──。
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【冬哉】

「‥‥こんばんは、水之瀬さん。いや、正しくは大石里奈さん‥‥だよね」




【里奈】

「冬哉、さん‥‥って、え？　なんで私の名前‥‥‥‥」




【ジョージ】

「そりゃ、コイツがシンデレラをお城に行かせる準備をした魔法使いだからさ」




【冬哉】

「はは‥‥魔法使い、か。くすぐったい呼び方だね。大石さんは三島雪さんを疑った事もあったみたいだけど‥‥本当の内通者は、この僕だよ」




【里奈】

「そう、だったんですか‥‥」

（思い返せば少しピンチの時に会う事が多かったけど‥‥あれはワザとだったんだ）




　改めて知る真実──しかし心が鈍る今、私はあまり驚けなかった。




【ジョージ】

「里奈、コイツも仲間だって分かったんだし敬語じゃなくてイイって」




【冬哉】

「はぁ‥‥君ってば、いつも僕に確認せずに事を決めようとするんだから。あ、でも大石さん、ジョージが言った通りタメ口でいいからね。名前も呼び捨てでいいから」




【里奈】

「あ、は‥‥‥‥うん」




　私がたどたどしく答えると、冬哉はそっとソファに座って足を組んだ。




【冬哉】

「それで？　タクシーでここに来る途中、秀明さんの車とすれ違ったけど‥‥緊急事態って秀明さん関係？」




【ジョージ】

「‥‥‥‥そ。あの野郎、『昨夜のことは忘れろ』なんてフザけた事ぬかしやがって」




【冬哉】

「‥‥‥‥なるほどね。それでいつもより運転が荒かったのか」




【ジョージ】

「ある程度予想はしてたけど‥‥なかなか計画通りには行かねぇなぁ」




【冬哉】

「‥‥まぁね。なんにせよ‥‥大石さんは引き続き、潜入を進めてもらえるかな」




【里奈】

「え‥‥‥‥」




　静かに告げられた言葉に、私は思わず冬哉を見返した──。
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【ジョージ】

「ちょっと待てよ、冬哉。コイツは秀明に惚れこんで、傷ついてるんだぜ。なのにこれからも潜入してください、ってのは残酷だろ」




【冬哉】

「‥‥ジョージ、なに甘ったれたこと言ってるの？　僕たちは、何があろうとも‥‥お互いの望みを叶えようって約束したじゃない」




【ジョージ】

「そりゃ‥‥そう、だけど‥‥」




　小さく拳を握ったジョージに対して、冬哉の瞳は凛として揺れない。

　ジョージは向きなおり──ぎゅっと、私の両手の指先を握りこんだ。




【ジョージ】

「‥‥‥‥里奈。こんな状況で酷なこと言ってるってのは承知の上だ‥‥。もうじきある総会まで秘書として秀明のそばにいて、秀明を完全に、次期ＣＥＯ候補の座から下ろしてほしい」




【里奈】

「それは‥‥‥‥」




　私は嵐のように絡み合う胸をぎゅっと握りながら、唇を開いた。




【里奈】

「‥‥どうして‥‥二人は、副社長を次期ＣＥＯの座から落とそうとするの？　他人をお金で買って、誰かを不幸にしてまで叶えたい望みって‥‥なんなの？」




【冬哉】

「それ、は‥‥‥‥悪いけど、貴方には明かせないんだ。でも‥‥十年前からずっと願い続けてる望みなんだ」




【里奈】

「‥‥‥‥‥‥」




　私はさらに追及しようと口を開く──が、二人の顔は哀しみと怒りに溢れていて。

　私はそれ以上、何も言う事が出来なかった──。
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【ジョージ】

「‥‥里奈。今夜一晩、考えてみてもらえねぇかな。これからも秘書として秀明の秘密をさぐるか──はたまた、オレとの契約を破棄して三響からいなくなるか」




【里奈】

「三響からいなくなる、か‥‥？」




【冬哉】

「明日の朝、電話を入れるから‥‥色よい返事がもらえるよう祈ってるよ」




【里奈】

「‥‥‥‥‥‥」




　私は即座に言葉を返す事が出来ず、うつむいた視界の中、二人は無言で立ち上がり──静かに、私の部屋を出て行った。




【里奈】

（秘書を続ければ、副社長と一緒にいられる‥‥けど、騙し続けないといけない）

（三響を辞めれば副社長を裏切らなくて済む‥‥）

（でもきっと、一般人になったら副社長に会える機会なんてない‥‥）

（私、どうすればいいの‥‥？　誰か、誰か教えて‥‥）




　夜の街の喧騒に包まれながら、私は人の波に流されていく。

　一人、静まり返った部屋にいたくないから部屋を出たのはいいものの、行く場所も、頼る場所もなかった。




　────そして。

　いつしか、私は病院の前に立っていた。

　そして、焦点の合わない瞳で病室の窓明かりを見上げる。




【里奈】

「‥‥‥‥伯父さん‥‥」

（前にお見舞いに来た時、伯父さんは「三響は辞めろ」って言ってたけど）

（伯父さんは‥‥何かを知ってるの？）




　まるで夜の灯台のように、病院の明かりだけが今は道しるべに見えた──。
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　コンコン




【里奈】

「‥‥伯父さん。今、大丈夫かな」




【鳩野】

「こんばんは、里奈さん。私はつねに暇をしているので、いつでも大丈夫ですが‥‥今日はお仕事、いつもよりだいぶ早上がりなんですね。」




【里奈】

「‥‥‥‥うん、ちょっと色々あってね」




【鳩野】

「里奈さん‥‥顔色がよくないですよ」




　笑顔を作った私に、伯父さんは顔を曇らせ──そっと、私に手を伸ばした。

　私を心配してくれる指こそ、やせ細っていて。

　その指先がいたわるように私の頬に触れた瞬間、じわじわと心が溶けていく。




【里奈】

「困った、なぁ‥‥」




【鳩野】

「‥‥‥‥里奈さん？」




　私はベッド横に座りこむと、伯父さんの手に自分の手を重ねた。




【里奈】

（何かにすがりつきたくて、ここに来たけど‥‥私のバカ）

（そもそも私はこの温もりを守るために、手術費をかせぐために）

（ジョージと契約して、人を裏切る覚悟を決めたんだった）




　──そう。副社長を裏切らない限り、私は伯父さんを救えない。




【里奈】

「‥‥なんだ。結局わたし、何かを犠牲にしなきゃならいんじゃない」




【鳩野】

「‥‥どうしたんですか？」




　声を震わせる私の顔を、伯父さんがそっと覗きこむ。




【鳩野】

「里奈さん、どこか痛いんですか？　それとも‥‥哀しい事でもあったんですか？」




【里奈】

「うん‥‥っ‥‥今、すごく哀しくて‥‥。私もう、どうしたらいいか分からないの‥‥」




【鳩野】

「里奈さん‥‥‥‥」




　私は目の前の白いシーツに顔を伏せ──声を上げて泣いた。

　一点の汚れもない綺麗なシーツは、ツンとした薬品の匂いがした──。
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　一日でこんなにも泣いたのは、生まれて初めてかもしれない。

　声が枯れるくらいに泣いて、泣いて、泣いて。

　ようやく落ち着き始めた私の髪を、伯父さんがゆっくりとなでてくれる。




【鳩野】

「‥‥里奈さん、泣いている理由は‥‥私には話せませんか？」




【里奈】

「それは‥‥‥‥」

（‥‥言えないよ）

（貴方の手術費を稼ぐために、企業スパイをして‥‥その相手に恋をした、なんて）




　私が小さく首を横に振ると、伯父さんはそっと私の髪から手を引いた。




【鳩野】

「もしかして‥‥貴方をさいなめているのは、会社──三響に関する事ですか？」




【里奈】

「っ‥‥‥‥。‥‥うん、仕事に関係する話ではあるかな」




【鳩野】

「そうですか‥‥。里奈さん‥‥どうしても、三響を辞める訳にはいきませんか？　貴方は若ければ美しさもある‥‥他にも働き手はきっとありますよ」




　伯父さんは私の手をぎゅっと握る──けれど、私はそっとその手を引いた。




【里奈】

「‥‥‥‥伯父さん。伯父さんは、どうしてそんなに私を三響から離そうとするの？」




【鳩野】

「それは‥‥‥‥」




【里奈】

「ねぇ‥‥どうして？　三響には何があるの？」




【鳩野】

「‥‥‥‥」




　ぎゅっと拳を握って、伯父さんは何か言いかけた言葉を呑みこむ。




【里奈】

（私も、伯父さんには言えない事がたくさんある‥‥けど）

（‥‥伯父さんも、私に何か隠していて‥‥教えてはくれないんだね）

（私‥‥‥‥いったい、何を信じればいいの？）

（何かを選べば、何かを犠牲にしなきゃいけないなんて‥‥私には無理だよ）




　言葉がなくなった病室は、耳が痛くなるくらい静かで。

　静寂の中、私はもろくなった自分の心にヒビが入る音を聞いた気がした──。
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　ピピ、ピピピピ‥‥ピピピピ‥‥




【里奈】

（‥‥ん‥‥‥‥）




　暗闇の中、私は携帯電話のバイブに目を覚ました。




【里奈】

「‥‥はぁ、もう朝か‥‥」




　一昨日の事は忘れてほしい──副社長にそう言われてから、一晩。

　病院から帰ってすぐに床についたけれど、結局私が眠れたのは、外がぼんやりと明るみ始めた頃だった。




【里奈】

（‥‥‥‥気持ち悪い）

（風邪ひいたってのもあるけど‥‥色々考えると、気が滅入ってくるし‥‥）

（‥‥今日は、会社を休ませてもらおう）

（‥‥こんなんじゃ出社しても、仕事が出来る気がしない）




　私は枕元の携帯電話を開くと、秘書室にコールした。




【雪】

『はい、秘書室でございます』




【里奈】

「‥‥おはようございます、水之瀬です」




【雪】

『おはよう、里奈さん。昨日、早退したって聞いたけど‥‥体調はどう？』




【里奈】

「それが少し悪化してしまったみたいで‥‥。ご迷惑おかけしてしまってすみませんが、今日はお休みをいただきます」




【雪】

『そっか‥‥今日は夏妃子さんが社内にいるらしいから副社長の秘書も問題ないし、ゆっくり休んでね』

『あ‥‥でも、10分くらい前に副社長が里奈さんに用があるって来たの』




【里奈】

「え‥‥副社長が‥‥？」




【雪】

『そう。何か用事かもしれないし、副社長に直接一報だけ入れた方がいいかも』




【里奈】

「‥‥分かりました、かけてみます」




　私は電話口の雪さんにお礼を伝え、電話を切る──とそのとたんに、胃のあたりにズキンと鋭い痛みが走った。




【里奈】

（‥‥昨日の今日だし、副社長に電話しにくい‥‥）

（でも秘書として‥‥社会人として、かけない訳にはいかないよね‥‥）




　電話を操作して、登録しておいた第二取締役員室の直通電話を選ぶ。

　しかし私の指は震えて、なかなか通話ボタンを押す事が出来ない──。




【里奈】

（‥‥大丈夫、何も怖い事なんてない‥‥）

（スパイでも今は三響の社員なんだし、事務の電話くらい出来ないと‥‥）




　私は勇気をかき集めると、通話ボタンを押す。

　コールが無機質に鳴るたびに心臓が騒ぎ──次の瞬間。




【秀明】

『‥‥はい、第二取締役員室ですが』




【里奈】

「ぁ‥‥‥‥」




　耳元で響いた声に、私は小さく息を呑んだ──。
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【秀明】

『もしもし？　どちら様ですか？』




【里奈】

「ぁ‥‥‥‥し、失礼しました。秘書課の水之瀬です」




【秀明】

『‥‥水之瀬さん？』




　少し驚いたような副社長の声に、私の胸がきゅっと締め付けられる。




【里奈】

（‥‥駄目、私たちはただの「副社長と秘書」なんだから‥‥）

（この声で、この間の夜のように名前を呼んでほしいなんて‥‥思っちゃいけない）




　私は小さく首を横に振ると、気をとりなすように窓辺へ歩み寄った。




【里奈】

「‥‥ご多用のお時間帯にすみません。今、お時間大丈夫でしょうか？」




【秀明】

『ええ、どうぞ』




【里奈】

「あの‥‥先ほど、三島さんから副社長が私に用があるようだと聞いたのですが、何かご用事でしょうか？」




【秀明】

『‥‥いえ、秘書室には少し確認する事があって行っただけですから、昨日の別れ際、調子がかなり悪いように見えたので‥‥もしかすると今日は休みかと』




【里奈】

「あ‥‥は、はい、すみませんが今日はお休みを頂きます。ただ、そこまでひどくはありませんので‥‥」




【秀明】

『‥‥嘘をつく必要はありません、声色でバレバレです』




【里奈】

「‥‥‥‥‥‥‥‥」




　とっさに口にした言葉をすぐさま否定され、私は電話口で黙りこんだ。




【秀明】

『とにかく、業務の方はなんとかなりますから今日はおとなしく療養してください』




【里奈】

「はい‥‥」




【秀明】

『‥‥‥‥‥‥』




　耳元で会話が途切れ──朝の部屋には、外で泣く鳥の声しか入ってこない。

　一瞬、副社長が何かを言おうと息を吸った気配がしたけれど、それは言葉にならなかった。




【秀明】

『‥‥それでは、会議が始まりますのでこれで』




【里奈】

「‥‥はい、失礼いたします」




　私はなるべく感情を殺した声で言い、電話を切った。

　少し声を聴いただけなのに、何故か目頭がツンと熱くなる。




【里奈】

（昨日もたくさん泣いたけど‥‥今日も泣いて、泣いて、泣いて‥‥）

（涙が枯れる頃にはきっと、平気な顔でいられるようになる、よね‥‥？）




　私は堰せきをきったように溢れる涙を、枕にうずめた──。
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　‥‥ピンポーン‥‥‥‥。




【里奈】

（‥‥ん‥‥‥‥何の音‥‥？）




　鳴り響く音に、暗闇に沈んでいた私の意識が浮かび上がる。

　そして、目の前の目覚まし時計が差す時間に飛び起きた。




【里奈】

「うわ！　やばい、寝坊だ‥‥っ痛‥‥」




　ズキズキと痛む頭に、私は再びベッドに倒れこんだ。




【里奈】

（そうだ私、今日はお休みをいただいたんだった‥‥）




　ピンポーン‥‥‥‥




【里奈】

「‥‥ん？」

（さっきから鳴ってたのはチャイムの音か‥‥誰だろ？）




　私は重い体を起こして、インターフォンのカメラ画面を見た。




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

（‥‥え？　ちょ、ちょっと待って、なんで副社長がいるの!?）




　外に聞こえる事はないだろうけれど、上げかけた悲鳴を手で押さえる。




【里奈】

（さっき、電話口では特に何も言ってなかった、けど‥‥）

（ど‥‥とうしよう‥‥）

（‥‥きっと忙しい中で時間を作って、わざわざ来たんだよね）




　来た理由は分からないけれど、そう考えるとどうにも胸がざわついてしまう。

　私はゆっくりと玄関へ向かうと、ドアノブに手をかけた──。
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【里奈】

「‥‥お‥‥お疲れさまです」




【秀明】

「‥‥‥‥体調が悪いところに、すみません。寝ていたところを起こしてしまったようですね」




【里奈】

「‥‥いえ、大丈夫です」




【秀明】

「薬は飲みましたか？」




【里奈】

（う‥‥飲んでない、けど‥‥）

「はい、常備薬を飲みました」




【秀明】

「‥‥食事はとりましたか？」




【里奈】

（食事‥‥も、言われてみれば今日は何も食べてないかも‥‥でも）

「‥‥はい、軽く食べました」




　私が答えると、副社長は小さく溜め息をついた。




【秀明】

「‥‥‥‥まったく。貴方はあいかわらず嘘が下手ですね」




【里奈】

「え‥‥‥‥‥‥」




　私がぽかんと目を丸くすると、副社長は少し困ったように眼鏡をかけなおす。




【秀明】

「この後に外での会議があるので、様子を見がてら立ち寄ってみたのですが‥‥ここまで弱っているならば、温かい物でも買ってくればよかったですね」




【里奈】

「‥‥で、ですが、そんな‥‥‥‥」




【秀明】

「‥‥副社長たる者、秘書の心配くらいはしますから」




【里奈】

「っ‥‥‥‥」

（甘い恋人にはなれない、けど‥‥副社長は副社長なりに私のこと考えてくれてるんだ）




　副社長の、少し困ったような笑顔に私の息がつまる。




【里奈】

（‥‥‥‥泣いて‥‥泣いて、泣き明かせば‥‥明日にはきっと平気な顔で笑える）

（そう思ったんだけど‥‥駄目だな、私‥‥）

（やっぱりこの人が好きで‥‥好きで、しょうがない）




　こみあげた愛しさと悲しみが、雫となって頬を伝っていく。




【秀明】

「‥‥‥‥水之瀬、さん‥‥？」
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【里奈】

「あ‥‥す、すみません」




　私は頬を伝う涙を、服のスソでぐいぐいとぬぐう。しかし、副社長がとっさに手を伸ばし──震えながら、それが引く姿に、私の涙は次から次へと溢れてはこぼれていく。




【里奈】

「本当にすみません、風邪だから少し気持ちが不安定になってしまっているようで。‥‥わざわざ来て下さって、ありがとうございました」




　私は小さく一礼すると、副社長をそっと廊下に出して扉を引く──が。

　ドアノブを引く手首を、副社長に止められる。




【秀明】

「‥‥‥‥何故、泣くのですか？」




【里奈】

「それ、は‥‥」




　貴方が好きで‥‥だからこそ、つらいんです。

　そう言いかけた言葉を、私は理性を総動員して噛み殺した。




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




　私と副社長の間に、静寂が満ちる。

　前はどこか心地よかったのに、それさえも今は心が痛む一因にしかならない。

　耐え切れずに私は副社長の腕を振り払うと、リビングに逃げこんだ。




【里奈】

「っ‥‥すみません、どうか今日はお引き取りください」




　バタン！

　私は勢いよくリビングの内扉を閉めると、ふさぐように背中を預ける。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん、開けてください」




【里奈】

「‥‥いえ、開けられません。お願いですから、今日はお引き取りください」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

「副社長、私は‥‥貴方に心配してもらえるような人間ではないんです」




　私が頼み込んでも、内扉のすりガラスには副社長のシルエットがぼやけている。

　すりガラスに手を添えると、向こう側からも指先が重なった──。
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　体温は感じられないけれど、胸に愛しさが溢れていく。




【里奈】

（やっぱり私‥‥これ以上、副社長を騙せない）

（ジョージとの約束も取りやめて‥‥三響を去ろう）

（伯父さんの治療費は、また水商売に戻って稼げばいい）

（元の生活に戻れば、この人をこれ以上裏切らないですむ‥‥）




　私は心を落ち着かせて涙をぬぐうと、そっと扉を開けた。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん？」




【里奈】

「副社長‥‥あの‥‥‥‥。‥‥もう大丈夫です」




【秀明】

「‥‥大丈夫じゃないのに、なに言っているんですか。貴方の嘘は分かりやすい、と言ったばかりでしょう。‥‥‥‥私に心配して貰えるような人間じゃないとは、どういう意味ですか？」




【里奈】

「それは‥‥‥‥」




【秀明】

「話して下さい」




【里奈】

（‥‥‥‥どうせ辞めるんだし、正直に話そうかな）

（たとえ嫌われる事になっても‥‥この人の前では、素直でいたい）




【里奈】

「‥‥私は裏切り者です。私は‥‥副社長のこと、だましているんです」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥。知っていましたよ、そんな事は」




【里奈】

「‥‥‥‥え‥‥？」




　私が顔を上げると、副社長はスーツのポケットから１枚の紙を取り出した──。
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【秀明】

「‥‥‥‥知っていましたよ、とっくに」




【里奈】

「っ‥‥‥‥！」




　副社長が取り出した、一枚の紙。

　それは私とジョージがオープンカフェで話しているところを撮った写真だった。




【里奈】

（これ‥‥前に、伯父さんの病院に行った時の‥‥‥‥）

「‥‥どうして、これを‥‥‥‥」




【秀明】

「どうしても何も、出勤初日から貴方の後ろに誰かがいる事は一目瞭然でしたからね。ある人物に、貴方の事を調べてもらうように頼んだんですよ」




【里奈】

（そんな‥‥まさか、前々からバレてたなんて‥‥）

「それなのに、どうして私を‥‥そのままにしておいたんですか‥‥？」




【秀明】

「しっぽがつかめるまでは泳がせておこうと思ったんですよ。ただ‥‥それがズルズルと、今日まで続いてしまいました」




【里奈】

「‥‥‥‥どうして怒らないんですか？　私‥‥ずっと、だましてきたのに‥‥」




【秀明】

「‥‥そうですね、たしかに本来は厳罰処分すべきでしょうし、私自身も、怒るべきところだと思います。ですが、その点は私にも問題があるので」




【里奈】

「‥‥問題？」




【秀明】

「ええ。お前はスパイだ、と問い詰めたら貴方は私の前からいなくなる。‥‥それが分かっていたからこそ、私は気づかないふりをした。貴方が思っているより私はずっと臆病で‥‥ずるい男なんですよ」




【里奈】

「副、社長‥‥‥‥」

（この人は本当に、私の事を想ってくれていたんだ‥‥‥‥）




　ふたたび涙で視界がぼやける──と、副社長はハンカチを差し出してくれた。
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【秀明】

「嘘が苦手で、結局は心苦しくなってカミングアウトして。‥‥まったく、貴方らしい」




【里奈】

「‥‥‥‥‥‥」




　私は副社長のハンカチで、涙がにじむ目を押さえる。

　しかしそれは嗅ぎなれたお香の香りをしてして、さらに目頭が熱くなった。




【里奈】

「あの‥‥私の事はどこまで知っているんですか？」




【秀明】

「‥‥‥‥母を幼くして失い、伯父である鳩野学の元に引き取られる。しかしその伯父が入院、手術費を稼ぐために水商売に就いた‥‥。合ってますか？　大石里奈さん」




【里奈】

「そんな事まで‥‥」




【秀明】

「ええ。そして‥‥貴方を金で釣った男の名は、ジョージ」




【里奈】

「っ‥‥‥‥」

（ジョージの事までバレてたなんて‥‥）




　ぐらりと目の前が揺れる──と、副社長は私をソファに座らせてくれた。




【秀明】

「水之瀬さん、いえ‥‥大石さん。体調が悪い上、色々とショックかとも思いますが、その男に何を教えたのか、聴かせてもらえませんか？」




【里奈】

「それは‥‥‥‥」




　澄んだ瞳から視線をそらす事が出来ず、私はゆっくりと唇を開いた──。
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【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




　静寂の中、私は副社長をまっすぐ見つめながら唇を開いた。




【里奈】

「‥‥副社長に弟さんがいらっしゃる事。古泉相談役と何かお話していたお姿を見た事と‥‥上海出張の夜に、お二人が何処かへいなくなった事を教えました」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥。他には、どんな事を？」




【里奈】

「いえ‥‥他には何も」




【秀明】

「‥‥そうですか」




　副社長は瞳を伏せると、それきり黙ってしまった。




【里奈】

（これ‥‥やっぱり、言っちゃいけない情報だったんだ‥‥）




（私、本当になんて事を‥‥）




【秀明】

「大石さん、ジョージという男はどうして私の情報を？」




【里奈】

「私もよく分からないんですが‥‥次の総会で次期ＣＥＯが決まる前に、『王の座を狙う３人のうち、誰かに取り入れ』と‥‥」




【秀明】

「‥‥『誰か』となると、私が明確なターゲットではないという事ですね」




【里奈】

「そう‥‥みたいです」

（‥‥改めて考えると、ジョージたちの本当の目的ってなんだったんだろう）

（でも、私はもうここを去るんだし‥‥知りたくても知れないか）




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




　どこか心に引っかかりを覚えながら顔を上げる──と。

　獲物を狙う獣のような、静かでいて鋭い瞳と視線がからんだ。




【秀明】

「‥‥大石里奈さん。私と一つ、取引をしませんか？」
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【里奈】

「取引‥‥？」




【秀明】

「ええ。‥‥貴方のお父様の治療費は私が持ちます。その代わり、ジョージという男と手を切って下さい。そうして下さるなら秘書として続けていってもかまいません」




【里奈】

「え‥‥‥‥」

（秘書としてでも、一緒にいられるのは嬉しいけど‥‥）

（だからって、ここでジョージと手を切るのも虫のいい話、だよね‥‥）

（‥‥どうしよう）




【里奈】

「貴方をだましていた私に、ここまで親切にしてくださって‥‥副社長には本当に、本当に感謝しています。ただ‥‥落ち着いて考えたいので、少しだけ時間を頂けませんか」




【秀明】

「‥‥分かりました。今週末、再び上海出張があります。また同行してもらえればと思いますが‥‥。それが終わって日本に帰って来たタイミングで、もう一度訊きます。答えは、その時に聞かせて下さい」




【里奈】

「‥‥分かりました」




　私が首を縦にふると、副社長はホッとしたように目を細めた。

　副社長を見ると胸が甘くうずく──けれど、この人との恋が実る事はない。

　結末を知っているからこそ、なかなか結論は出せそうになかった──。
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【里奈】

「三響を辞めて元の生活に戻るか、ただの秘書として三響に残るか──」




　ベランダに立ち、副社長の車が遠ざかっていくのを見送りながら、私は小さく溜め息をついた──と。

　背後の玄関から、ガチャガチャと鍵を開ける音が響く。




【ジョージ】

「よっ、シンデレラ！　調子はどうだ？」




【里奈】

「あ‥‥うん、まだ少し悪いけど、昨日ほどじゃないかな」




【ジョージ】

「そっか‥‥んで？　今、秀明来てなかったか？」




【里奈】

「うん、私が会社休んだから様子見に来てくれたの。でも‥‥」




【ジョージ】

「‥‥でも？」




【里奈】

「‥‥‥‥ううん、なんでもない」

（副社長と話した事は、ジョージには言えないな‥‥）




　私が笑う──と、それがニセモノの笑顔だと気付いたのかもしれない。

　ジョージは何も言わずに、ポンポンと私の頭をなでた。




【里奈】

「‥‥ジョージ、よく副社長が来てるって気づいたね」




【ジョージ】

「まぁな。ちょうどベランダに出てる時に、黒塗りの車が来たからさ」




【里奈】

「そっか、隣に住んでるって言ってたもんね。‥‥‥‥ちなみに今さらなんだけど、ジョージって仕事は何してるの？」




【ジョージ】

「魔法使いだよ、魔法使い」




【里奈】

「魔法使い？」




【ジョージ】

「そ。シンデレラに魔法をかけるだけの、簡単なお仕事」




【里奈】

「‥‥あはは、言われてみればそれっぽい」




　私が笑うと、ジョージも嬉しそうに笑った。




【里奈】

（ジョージとは‥‥何の駆け引きもない状態で、出会いたかった）

（悪い人じゃないって分かっちゃってる分‥‥余計、どうしていいか分からなくなるよ）




　私はジョージに心からの笑みを浮かべながら、胸の中で自分に言い聞かせるように呟く。




【里奈】

（‥‥‥‥この部屋を、出よう）
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　──夕方。

　私はスーツケースを転がしながら、人波に乗って歩いていた。




【里奈】

（‥‥私の中で結論が出ない限り、もうあの部屋にはいられない）

（けど‥‥行くあてがある訳じゃないんだよね）

（伯父さんに会うのも気が引けるし、前の部屋はもう解約しちゃってるしな‥‥）

「で、ここに来ちゃうあたり‥‥愛着がわいてるのかな」




　私は夕日にガラスを光らせる三響ビルを、ゆっくりと見上げた。




【春樹】

「‥‥あれ？　里奈君？」




【里奈】

「え‥‥‥‥」

（春樹、社長‥‥！）




【春樹】

「ああ、やっぱりそうだ。私服‥‥という事は、今日はオフ？」




【里奈】

「は、はい。でも少し用があるので‥‥すみません、失礼します」




【春樹】

「オフならお茶でも誘おうと思ったんだけど‥‥残念だな」




　私は社長に頭を下げると、慌てて人波へと逃げ出した。




【春樹】

「彼女には色々聞きたい事があったんだけど‥‥本当に残念だ」




　そうして──。

　私は結局、行くあてもなく夜の街を流れていた。




【里奈】

（‥‥これからどうしよう）

（副社長‥‥に頼るわけにもいかないけど、他のあてもない‥‥）




【？？】

「あれ‥‥里奈ちゃん？」




【里奈】

「え‥‥？」
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【？？】

「あれ、やっぱり里奈ちゃんじゃない！」




　私の腕をつかんだ男は、水商売をしていた時のお客さんだった。




【男性客】

「お店、突然辞めたって聞いてビックリしたよ。今は何の仕事してんの？」




【里奈】

「‥‥普通に会社で働いてます」




【男性客】

「へぇー‥‥それで？　そんな大荷物持ってこれから旅行？」




【里奈】

「い、いえ‥‥別に‥‥」




　私が一歩下がる──と、ふいに頬に一滴の雫が落ちてきた。




【男性客】

「うわ‥‥降ってきちゃった。ねぇ、里奈ちゃん今夜付き合ってよ。

君にはかなり貢いであげたんだし‥‥一晩くらい、俺の好きにしてもいいよねぇ？」




　男はつかんでいた私の腕を、ゆっくりとなで上げて笑った。




【里奈】

「‥‥離してください！　お店を辞める辞めない関係なく私、お客様とは寝ないんです」




【男性客】

「‥‥チッ、なんだよ！　金をしぼりとっといて結局それかよ！この性悪女が!!」




【里奈】

「きゃ‥‥っ！」




　男は大股で夜の街へ消える──と、小雨も雨足を強めだした。




【里奈】

「‥‥‥‥」




　座りこんだままの私を、通行人が好奇の目で見ては通り過ぎていく。




【里奈】

（‥‥三響を辞めたら、この夜の街に戻らないといけない‥‥）

（でも‥‥副社長に伯父さんの手術費を払ってもらうのも申し訳ないし）

（ジョージたちを切り捨てる度胸も、覚悟もない‥‥）

「‥‥ここで風邪を悪化させて上海に行けなくなったら、元も子もないか」




　私は溜め息をこぼすと、目の前のビジネスホテルへ入った──。
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　──大石里奈が夜の街をさまよっていた、その頃。




【ジョージ】

「っ‥‥やっぱりダメだ、スーツケースがねぇ。アイツ、多分出て行きやがった！」




【冬哉】

「‥‥はぁ、君の言うシンデレラはずいぶんと逃げ足が速いね」




【ジョージ】

「ったく‥‥マジかよー‥‥。まぁそりゃそうだよな‥‥傷付いてるってのに、また副社長に取り入ってくれー！　なんてヒデェ話持ちかけたんだし‥‥」




【冬哉】

「‥‥ヒデェも何も、元からそういう商談だったんでしょ？　なに？　もしかして彼女に情でも移ってたの？」




【ジョージ】

「‥‥そりゃ、少しくらい情だって湧くだろ。だってアイツ‥‥オレとオマエと‥‥」




【冬哉】

「その話は今は関係ないでしょ。‥‥ジョージ、いい加減にしてくれないかな。僕も君も、死んでも果たしたい願いがあったから手を組んでるんだ。今まで散々、いろいろなものを犠牲にしておいて‥‥今さら、ひとり善人ぶらないでよ」




【ジョージ】

「‥‥‥‥‥‥。悪ぃ、そうだな‥‥里奈に声かけた時に、覚悟は決めたんだった。オレ、いつも世話んなってるヤツらに頼んで里奈探してくるわ」




　ジョージはドタバタと足音を響かせながら、自分の部屋に戻って行った。




【冬哉】

「‥‥‥‥さてと」




　しんと静まり返った部屋で、冬哉は静かに携帯を開いた──。
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　暗闇に携帯電話の薄明りが灯り──冬哉の電話が、どこかに繋がった。




【冬哉】

「‥‥もしもし？　僕です、神九条冬哉です。ええ‥‥そうなんです、やっぱり僕の考えていた通りになってしまって」

「‥‥この前、話していた計画の実行をお願いします。‥‥はい‥‥〝彼〟に気付かれないよう、くれぐれもご注意を。それでは‥‥ご報告、お待ちしていますね」




　冬哉は眼鏡の奥でキラリと瞳を光らせながら、携帯を閉じた。




【冬哉】

「‥‥なにが、シンデレラだか。王子様と一曲躍ったくらいで浮かれちゃって、使い物にならないなんて。役立たずもいいところだよ。魔法を使うのにも労力がかかるんだし、結果を出せないんだったら‥‥その分の対価くらいは、身をもって払ってもらわないと‥‥ね」




　冬哉は窓際に立つと、そっとカーテンを開ける。

　しかし夜の空に月はなく、今にも泣きそうな暗雲が続いていたのだった──。








第９章
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　ザアァァ────‥‥

　シャワーから勢いよく出る湯が、白く美しい裸体を跳ねていく。




【夏妃子】

「はぁ‥‥やっぱり朝シャンしないと、眠気が飛ばないわね‥‥。‥‥あら？」




　何かに気付いた夏妃子は、シャワーを止めるとそそくさと身体をふいた。

　黒革のソファの上、震えていた携帯電話をネイルが飾った指が拾う。

　ピッと電子音につづいて、その電話からは小さく誰かの声が漏れた。




【夏妃子】

「グッドモーニング。ごめんなさい、シャワーを浴びていたの。‥‥なによ、イジワル言わないでちょうだい。アタシがショーの準備で忙しいの、アナタだって分かってるクセに。アナタって人がいるのに、浮気なんてするワケないでしょ？愛してるのは貴方だけよ‥‥えぇ」




　夏妃子はランジェリーのスソを揺らしながら、窓辺へ歩み寄る。

　そしてウッドブラインドを、指でそっと持ち上げた。




【夏妃子】

「‥‥え？　ああ、例の泥棒猫？ふふ‥‥そうよ、今週の頭からなんだかウダウダイジイジしてるみたい。アッチはアッチでどうなるのかしら。あれで私にバレてないつもりだなんて笑わせるわ‥‥」

「ふふふ。あら、そうね。たしかに私もそろそろ出ないとだわ。ええ‥‥それじゃ、今夜九時にいつものホテルで」




　猫なで声で笑った夏妃子は、携帯に軽く口づけをして電話を切った。




【夏妃子】

「ふふ‥‥さてさて、どうなるのかしらねぇ？」





シーン02






　──上海出張の朝。

　私はカートを引きながら、待ち合わせのゲートへと向かった。




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

（あ‥‥副社長だ）

「副社長、おはようございます」




【秀明】

「‥‥‥‥！」




　私が声をかける──と、副社長は弾かれたように振り返った。




【秀明】

「‥‥失礼、おはようございます」




【里奈】

「あの‥‥どうかなさったんですか？」




【秀明】

「いえ、気のせいだったようなのでお気になさらず。今回の出張、よろしくお願いします」




【里奈】

「‥‥こちらこそ、よろしくお願いします」




　副社長が差し出した手を、私はそっと握りかえす。

　握手は一瞬にして解かれ、手のひらに残った熱もすぐに消えてしまった。




【古泉】

「ああ、お二人ともおそろいでしたか」




【秀明】

「おはようございます」




【里奈】

（今回も古泉相談役が同行するんだ‥‥）

（一泊二日の予定だけど、ずっと一緒だったら緊張するな‥‥）




　──と、その時。副社長の胸ポケットが震えた。




【秀明】

「‥‥すみません、例の件で電話が来たので少し外れます」




【古泉】

「ええ、先方によろしく伝えておいてください。‥‥‥‥さて」




　副社長の背を見送り、相談役はおもむろに私に向きなおった。
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【古泉】

「秀明君がいなくなったところで単刀直入に聞かせてもらいたい。‥‥水之瀬さん、君は‥‥彼を愛しているのかね？」




【里奈】

「っ‥‥‥！」

（い、いきなり何を‥‥って、もしかすると副社長から話は聴いてるのかも）




　動揺しながらも相談役を見返すと、その顔はいたって真剣で──

　私は思い切って口を開いた。




【里奈】

「‥‥上司として慕っています」




【古泉】

「‥‥模範的な解答だ。まぁ君の顔を見ていると、なんとなく真実の察しはつくがね。悩むところだ‥‥よく彼を変えてくれたと褒めるべきか、それとも、よくも彼を変えてしまったと怒るべきか」




【里奈】

「え‥‥‥‥」




　どこかしっとりとした声色に顔を上げた私は──相談役の向こう、柱の影に見知った人影を見つけた。




【？？】

「‥‥‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

（あれ？　雪さん──？）
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【秀明】

「‥‥お待たせしました。‥‥‥‥水之瀬さん？　聴いていますか？」




【里奈】

「あ‥‥す、すみません。ただ、今あそこに‥‥」




【古泉】

「あそこに？」




　私は慌てて雪さんのいた柱を指差す──けれど、そこに見慣れた姿はなかった。




【里奈】

「‥‥すみません、なんでもありません」




【秀明】

「では、そろそろ出発しましょう」




【里奈】

「はい‥‥」

（‥‥今の、たしかに雪さんだと思ったんだけど‥‥。）

（でもよくよく考えてみれば雪さんがこんなところにいる訳ないよね？）




　私は搭乗ゲートに向かいながら、そっと背後を振り向いたのだった──。




　──そして数時間後。

　私たち三人は、上海の空港へと降り立った。




【秀明】

「度々すみません、着信があったので一本だけ電話を掛けさせて下さい。‥‥‥‥もしもし、私です。レアアースの件ですが‥‥‥‥」




　副社長は小さく頭を下げると、電話を繋ぎながら歩いていった。




【古泉】

「‥‥‥‥いつもと空気が違うな」




【里奈】

「‥‥空気、ですか？」




　私の隣に並んだ相談役は、いつもは柔らかい瞳を細めてグルリ空港を見回した。




【古泉】

「ああ。独特の‥‥腐敗した匂いがする」




【里奈】

（‥‥別に何かが腐った匂いもしないし、この間と変わらないけどな）




【古泉】

「‥‥私は少しやる事が出来たので、秀明君には後で合流すると伝言を頼むよ」




【里奈】

「えっ‥‥こ、古泉相談役‥‥！」




　相談役は一瞬で、人ごみの中に溶けて行ってしまった──。




【秀明】

「お待たせしました‥‥古泉さんは、何処へ？」




【里奈】

「それが‥‥やる事がある、とおっしゃって何処かへ行ってしまわれました。副社長には後で合流すると伝言を残されましたが‥‥」




【秀明】

「‥‥そうですか。やはり、匂いますか」




【里奈】

（‥‥匂い？　２人は一体、何の話を‥‥？）




　疑問に思いつつも、私は仕事をするべく手帳を開いた──。
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【秀明】

「‥‥はい、それでは今回の件は御社にお願いします」




【取引先】

「そうですか、こちらとしても願ったり叶ったりですよ‥‥！」




　高級ソファから立ち上がった二人が、テーブル上で握手を交わす。

　──本日は何件か商談が入っているものの、いずれも順調に進んでいき、３件目の今回も無事に商談が実を結んだようだった。




【取引先】

「副社長‥‥今度は是非、弟君も交えて改めてお食事でも」




【秀明】

「‥‥弟は多忙なので捕まりにくいのですが、ご機会あいましたら是非」




【里奈】

（また弟さんの話‥‥上海の企業の中では、名の通った方なのかな）

（副社長は、あまり弟さんの話はしたくないようだけど‥‥）




　私は副社長の横顔を盗み見て──ふいに、テーブル向こうから視線を感じた。




【取引先】

「ところで‥‥水之瀬里奈さん、と申しましたか。副社長の秘書殿は、聡明なだけでなく大変お美しいですね。いやはや‥‥一度、美しい花を愛でながら一杯してみたいものです」




【里奈】

（う‥‥これ、もしかして接待しろって暗に言われてる‥‥？）




　私はとっさに笑顔を作る──が、ふいに視界の前にスーツの背中が広がった。




【秀明】

「‥‥たしかに美しいものを愛でながらの一杯は至福の瞬間ですね。ただ‥‥彼女はどうか、ご遠慮ください。美しいと気に入られる方も多いのですが、今や切り離せない私の右手‥‥。自慢の秘書なので」




【取引先】

「そ、そう‥‥ですか、いやぁ羨ましい限りですよ」




　取引先の社長は苦笑しながら、すごすごと帰り支度を始めた。




【里奈】

（もしかして今、牽制けんせいして守ってくれた‥‥？）
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　取引先の社長を乗せた高級車が、上海の夜に消えていく。

　私は車が見えなくなってから、下げていた頭を上げた。




【秀明】

「‥‥お疲れさまでした、今日の商談は以上です」




【里奈】

「はい、お疲れさまです。今日の商談、いずれもうまくいって良かったですね」




【秀明】

「ええ。あいかわらず‥‥貴方の威力は絶大ですね」




【里奈】

「え‥‥威力？」




【秀明】

「‥‥‥‥‥。やはり自覚なかったんですね。貴方が私のそばに控えているだけで、空気に飲まれる人物が多いんですよ。それに頼りきりになるつもりはないので、こちらも商談に全力を尽くしますが」




【里奈】

「そんな‥‥めっそうもないです。ですが、さっきは牽制のための嘘とはいえ『自慢の秘書』って言って頂けて嬉しかったです」




【秀明】

「‥‥嘘のつもりはありませんけれどね」




【里奈】

「‥‥‥！」

（うわ‥‥社交辞令だとしても嬉しい‥‥）

（あまり浮かれた反応しても空回りしてるみたいで恥ずかしいけど‥‥どうしよう）




【里奈】

「‥‥ありがとうございます。

そのお言葉があれば‥‥もしどうなったとしても、頑張っていける気がします」




【秀明】

「‥‥‥‥。さて、車が来たのでホテルに戻りましょう」




　副社長は到着した車の運転手に上着と鞄を預けはじめた。




【里奈】

（ホテルに行って一晩たったら、明日はすぐに帰国‥‥）

（どうしよう、なんとかそれまでに結論を出さないと‥‥）
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　私と副社長を乗せた車は、上海の街並みを駆け抜けていく。




【秀明】

「去‥‥店向之、能‥‥微、外灘不是‥‥近？」




【運転手】

「外灘？　是‥‥微‥‥不、不介意‥‥？」




【秀明】

「是」




　運転手に何かを告げ、副社長は革のシートに足を組んで座りなおした。




【里奈】

「あの‥‥今の、なんて言ったんですか？」




【秀明】

「ああ、今のはホテルの場所を伝えたんですよ」




【里奈】

「‥‥そうですか」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




　ふいに私と副社長の間に静寂が広がり──ただただ、言葉もなく見つめ合う。

　車窓の外から入るネオンの光が、副社長の眼鏡を光らせ──

　その奥の、澄んだ瞳がキラキラと反射した。




【里奈】

（‥‥なんか、前に抱かれた夜を思い出して緊張しちゃうかも）




　私は唇を噛んで、窓の外に視線を外す──と。




【里奈】

「わぁ‥‥‥‥」




　車窓の向こうには、金色に光る街並みが続いていた。

　走っていく窓ガラスの上を、ネオンの光の粒がキラキラと流れ星のように光る。




【里奈】

「綺麗‥‥‥」




　絵本か夢物語のような光景を瞼に焼き付けようと、私は身を乗り出す──と。




[image: ]




【里奈】

（ぁ‥‥‥‥）




　ガラスに映った影──副社長の姿に、私は息を呑んだ。
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【秀明】

「‥‥ここは外灘。元は租界地区‥‥外国人居留地だった場所です」




【里奈】

「そう‥‥ですか」




　目の前を、ライトアップされた美しい建物たちが流れていく。

　けれど、なにより私はガラスに映る微笑から視線をそらせずにいた。




【秀明】

「綺麗でしょう？　私は上海ではここが一番好きなんですよ」




【里奈】

「‥‥そうですね、泣きたくなるくらい‥‥綺麗です」

（‥‥副社長、多分私がガラス越しに顔を見てる事‥‥気づいてないよね）




　私の言葉に、ガラスの中の副社長は少し嬉しそうに目を細めた。




【秀明】

「この光景は祖国を離れ、日本に行っても‥‥なかなか忘れられないんです」




【里奈】

「‥‥そうですね。私も‥‥忘れられそうにありません」




【秀明】

「そうですか‥‥それは何よりです。この光景、一度貴方にお見せしたかったんですよ。偶然、ホテルへの帰り道にあって良かったです」




【里奈】

「‥‥さっき、運転手の方に寄り道するように指示したんじゃないんですか？」




【秀明】

「‥‥‥‥いえ、私はそんな指示はしていませんよ」




　副社長は私の心はつゆ知らず、笑顔のままネオンを見つめた。




【里奈】

（ずるい‥‥ずるいですよ、副社長‥‥）

（なんで喜んでる私を見て、そんな顔で笑うんですか‥‥）

（そんな顔されたら‥‥まだ私の事を愛してくれてるって誤解しちゃいます）

（叶わないって分かってるのに、愛する事を諦められないじゃないですか‥‥）




　じんわりにじむ涙にネオンが反射して、世界がキラキラと光る。

　泣いているとバレないように気を付けつつ、私は目の前の光景を瞳に焼き付けた。
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　──その後、私と副社長は高級ホテルのロビーへとやってきた。




【里奈】

（ここ‥‥前に来た時に泊まったホテルだ）




【秀明】

「古泉さんとは、ここで合流する予定です。この後、出来れば三人で少し話を出来ればと思うのですが‥‥大丈夫ですか？」




【里奈】

（話し合いか‥‥やっぱり今後の事を話すのかな）

「‥‥わかりました、お待ちしている間に少し失礼してお化粧を直して来ます」




　私は軽く一礼をすると、案内板をもとに手洗いへ向かった。




【里奈】

「うわ‥‥ちょっと目元のメイク崩れちゃったな‥‥」




　私は鏡に映る、どこかスッキリした顔の自分に苦笑した。




【里奈】

（でも‥‥なんだろう、自分の中で心がカチッと型にはまった気がする）




　瞳を閉じて──副社長の、先ほどの笑顔を思い出す。




【里奈】

（‥‥私、やっぱり副社長を愛する事を諦められない）

（秘書でいいから‥‥隣にいたい）

（ジョージには謝って謝って謝って、商談を取消にしてもらって）

（伯父さんの手術費は‥‥副社長に立て替えてもらえないか相談して）

（少しずつ、返していこう‥‥！）




　私は気を取り直して、早々に化粧を直し始める──と。

　ギィ──‥‥

　背後で化粧室の扉が開き、化粧室の中に誰かが入って来た。




【？？】

「如果恨恨秀華‥‥不‥‥微睡！」




【里奈】

「‥‥え？」




　鏡の中、私の背後に覆面をかぶった男が映った──次の瞬間。

　男は私を強引に抱きよせると、口元に布を押し当ててきた。




【里奈】

（な、何‥‥？）

「‥‥‥‥っ！」




　私はがむしゃらに両手両足を振り回すが、拘束はとけない。




【里奈】

（副‥‥しゃ‥‥ちょう‥‥‥‥）




　伸ばした手は宙を切り、私の意識はふっと落ちていった──。
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　──ゆらゆらと、あやされているように身体がゆれる。




【里奈】

（揺れが気持ち悪い‥‥っこれは‥‥）




　意識が浮上していくと、だんだん息苦しさを感じ始め、私はゆっくりと瞳を開けた。

　暗闇にぼんやりと、計測器のような灯りがいくつか浮かぶ。




【里奈】

（ここは‥‥船の中？）




　あたりの様子をもっとよく見ようと、私は身体を起こそうとするが、後ろ手に身体が縛られていて、起き上がれない。




【里奈】

（‥‥何これ‥‥まさか、またジョージ？）

（でもジョージには一週間連絡を入れてないし‥‥上海にいるはずもない）

（じゃあ‥‥これは、なにごと？）




　私がもぞもぞと動く──と、視界のすみにいた人影がゆらりと動く。




【？？】

「正好‥‥好象、起来了」




【里奈】

「きゃっ‥‥!?」




　スーツを着た男に強引に起こされ、身体に縄が喰いこんで痛い。

　私のアゴをつかみ、男は携帯電話を寄せてきた。




【秀明】

『‥‥‥水之瀬‥‥君？』




【里奈】

「ぁ‥‥ふ、副社長‥‥‥‥！」




　私はすがるように、携帯電話に顔を寄せた──。
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【秀明】

『水之瀬さん、大丈夫ですか！』




【里奈】

「だ、大丈夫‥‥ですが、これは‥‥」




【男】

「‥‥坏、‥‥変成、為交易的材料‥‥」




【里奈】

「っ‥‥きゃぁっ!?」




　私に携帯を向けていた男は、突然私の太腿に手を寄せた。

　じっとりと汗ばんだ熱い手が、私の肌をなぶるようになでる。




【秀明】

『‥‥対‥‥做了什！』




【男】

「如果因‥‥好、助想‥‥个女人听、的事」




　中国人らしい男は、ニヤリと笑うと再び私の口元に携帯電話を寄せた。




【里奈】

「ふ、副社長‥‥これは一体‥‥」




【秀明】

『‥‥水之瀬さん、すみません。私との交渉を目当てに‥‥貴方はその男たちに誘拐されてしまったんです』




【里奈】

「そんな‥‥！」




　私は目の前の、ぼんやり光る液晶に向かって叫んだ。




【里奈】

「副社長‥‥私の事は気にしないでください。もうじきＣＥＯを決める大事な時期なのに‥‥足を引っ張りたくありません‥‥！」




【秀明】

「っ‥‥ＣＥＯの座の為に、秘書を見捨てる事なんて私はしません。貴方に『来ないでくれ』と泣いて頼まれても、必ず‥‥すぐに迎えに行きます」




　副社長は凛とした声で告げると、続いて中国語で何かを喋り始めた──。
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【里奈】

（副社長‥‥）

（助かりたいし、助けてほしい、けど‥‥絶対に迷惑はかけたくない）




　──誘拐されてからどれくらい経ったのか。

　船内のすみで小さくなっていると、ふいに腕をつかまれた。




【男Ａ】

「オンナ立つ、甲板出ろ」




【男Ｂ】

「‥‥お前暴れると、殺す」




【里奈】

（二人相手じゃ間違いなく逃げられない‥‥とりあえず従っておこう）




　甲板は海風が吹き荒れ、眼下には真っ黒の夜の海が広がっていた。




【男Ａ】

「‥‥船首、立て」




【里奈】

（でも‥‥風が強いし、落ちそう‥‥）




　私が背後の男をうかがうと、背中にゴリッと硬い何かが当てられる。

　現物を見た事はないはずなのに、拳銃を押し当てられてるのだと一瞬で分かった。

　体中の血が冷え、とたんに息が浅くなる。




【里奈】

（け、拳銃まで持ち出してるなんて‥‥もしかして私、殺されるの‥‥？）

（むしろ‥‥ここで副社長が来たら、副社長が危ない！）

（お願い‥‥私の事はいいから、来ないで‥‥!!）




　拘束された身体では両手を組めないけれど、私は目を閉じて祈る。

　────しかし。




【秀明】

「‥‥水之瀬さん！　っ‥‥大石さん！」




　夜の闇を切り裂くように、澄んだ声が響き渡った──。





シーン13






【里奈】

「副社長、どうして‥‥！」




　夜の海を、一隻の小型ボートが走ってくる。




【男Ｂ】

「女だまれ、動くな！」




【里奈】

「い、いや‥‥っ！」




　背後にいた男は、私をはがいじめにし──こめかみに拳銃の銃口を当てた。




【秀明】

「‥‥取引をしに来た」




【古泉】

「提示された条件は、すでに果たしてきた‥‥彼女を渡してもらおう」




　エンジンを止め、横についた小型ボートの甲板に副社長と相談役が並んだ。




【男Ｂ】

「オマエら、変な動きしたら女、殺す。交渉ＯＫでも、女殺していい、言われてる」




【秀明】

「言われてる‥‥という事は誰かに頼まれたのか」




【男Ａ】

「‥‥知らない、言わない」




【男Ｂ】

「でも‥‥李秀華り　しゅうか、こんな女、弱味あると誰も思わなかった。女、いい声で泣け」




【秀明】

「っ‥‥‥‥」




　背後の男がニタリと笑う──と、反対に副社長は唇を噛んだ。




【里奈】

（「李秀華」‥‥？　何のこと‥‥？）




【男Ｂ】

「‥‥‥‥女、お前この男、大悪党『李秀華』知らない？」




【里奈】

「え‥‥‥‥？」

（「李秀華」って副社長の事‥‥？　大悪党って‥‥どういう事？）
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【秀明】

「‥‥私の正体は彼女には関係ない。いいから彼女を離せ‥‥！」




　眼鏡の奥で、澄んだ瞳がギラリと獣のように光る。

　私を背後から拘束する男が、一瞬ぶるりと震えた感覚が伝わってきた。




【男Ｂ】

「‥‥女、教えてやる。おまえ愛したおとこ、本当の名前『李秀華』。『白猿はくえん』のボスの息子」




【里奈】

「白猿‥‥？」




　聞いたことのない言葉をはんすうする──と、視界のすみで副社長が動いた。




【秀明】

「余計な事を‥‥！」




【古泉】

「秀明君‥‥！　今動いては彼女が危険です‥‥！」




【秀明】

「‥‥‥‥！」




　相談役に腕を引かれた副社長を見て、背後の男がニタリと笑う。

　男は私の耳元に顔を寄せ──囁いた。




【男Ｂ】

「白猿‥‥上海一のチャイニーズマフィア」




【里奈】

「チャイニーズ‥‥マフィア‥‥？」




【秀明】

「っ‥‥黙れ‥‥！」




【男Ｂ】

「黙らない。白猿、次のボス‥‥秀華の弟、秀麗。李秀華、そいつと組んでる大悪党」




【里奈】

「副社長が‥‥チャイニーズマフィアのボスの‥‥息子？」





シーン15






【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

（副社長が‥‥チャイニーズマフィアのボスの‥‥息子？）




　私があぜんと副社長を見つめると、副社長は哀しげに視線を伏せた。




【里奈】

（信じられない‥‥‥‥けど‥‥）




　──愛人になれと自分にせまった取引相手に、副社長が見せた一枚の紙。

　誰しもが恐れ、近づこうとする弟の存在。

　そんな弟の話をしたがらない副社長。

　そして──副社長の語った「一族の使命」。

　────すべてが一本の線で繋がった瞬間、私の中に真実がすとんとおさまった。




【古泉】

「身の上話はもういいだろう。‥‥提示された条件は、すでに果たしてきたと言ったはずだ。目的が済んだならば、早く彼女を解放しろ」




【男Ｂ】

「‥‥自分たちの条件、一つだけじゃない。でも‥‥白猿、ひとりで上海を支配するは卑怯」




【秀明】

「まさか‥‥白猿の利権まで望むのか」




【里奈】

（そんな‥‥‥！）

（副社長が今まで大事にしてきたものを、私のせいで失うなんて絶対ダメ‥‥！）

（なんとかスキを作って‥‥逃げないと‥‥！）




【里奈】

（せめて、手首を結んでる縄がほどければ‥‥！）




　私はもぞもぞと、手首をねじって解けないか試してみる──が。




【男Ｂ】

「おまえ！　何してる！」




【里奈】

「‥‥‥‥っ！」




　男が持つ拳銃が、ギラリと黒光りし──その銃口が私に向けられる。




【里奈】

「ぁ‥‥‥‥っ！」




【秀明】

「っ‥‥大石さん!!!!」




　ダ────ンッ!!

　一発の銃声が、闇のように黒々とした夜の海に響き渡った──。







※注意

これより先はいずれかの選択肢を選んだ際に表示される文章になります。

選択肢をタップせずにページをめくると、現在読んでいるストーリーと関係のない文章が表示されますのでご注意ください。







●選択肢




目を瞑る直前、秀明副社長が私へ向けて飛び出すのが見えた気がした。




誰か助けて──。私は神にすがるように両目を瞑った。




















第10章
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　ズギュ────ンッ!!




【里奈】

「っ!?」




　‥‥ドサ──ッ。

　銃声の後、里奈に銃を突き付けていた男が倒れた。




【里奈】

（何‥‥？　何が起こったの？）




　里奈が視線を巡らせて辺りを見回してみると‥‥、




【里奈】

（えぇっ!?　ふ、ふくしゃちょ‥‥じゃない。うん‥‥？　でも‥‥）




　里奈が混乱するのも無理はない。

　銃を突き付けていた男を撃ったのは秀明と瓜二つの顔をした人物だった。




【秀明】

「水之瀬君！」




　里奈がポカンとしていると、秀明がボートに飛び移って来た。




【里奈】

「副社長‥‥っ、ここは危険です！　逃げて下さい！」




【秀明】

「‥‥‥‥貴方という人は、まったく‥‥なぜこんな時まで‥‥」




　秀明は呆れたように言い、素早く里奈を抱きかかえると、再び元のボートに飛び移った。
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【秀明】

「後を頼みます」




　秀明がそう言うと、黒いスーツの男達は、次々と相手のボートに飛び乗って行った。

　そして秀明と彼にそっくりの男、里奈の三人だけになると、ボートが岸へ向かって走り始めた。




【秀明】

「秀麗、貴方は行かなくていいのですか？」




【秀麗】

「あの程度の人数、オレ、行かなくて、平気」




　秀麗と呼ばれた男はカタコトの日本語で言った。




【秀明】

「‥‥そうですか」




【里奈】

（‥‥こ、この人‥‥髪型は違うけど副社長そっくり‥‥、）

（もしかして‥‥弟さんかな？）




　遠く離れて行く船上では銃声や火花、閃光が光り始めた。

　どうやら銃撃戦が始まったようだ。




【里奈】

「と、ところで、あの人達を残して行っちゃって大丈夫なんですかっ？」




【秀麗】

「ああ、だいじょーぶ、だいじょーぶ」




【秀明】

「むしろあれが専業ですからね」




【里奈】

「‥‥せ、専業‥‥ですか」




【秀明】

「それに元々何人か向こうに間者を入れていたので実際の頭数は少ないんです」




　秀明は言いながら里奈の手首を縛っている縄を解いた。
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【秀麗】

「この後、ごはん、行こう」




　波止場が近づいてきた頃、秀麗がにこにこしながら口を開いた。




【秀明】

「‥‥何を言っているんですか、彼女はすぐにホテルに連れて帰ります」




【秀麗】

「えー、腹減った。君も、減ってるね？」




【里奈】

「え‥‥、わ、私、ですか？」




【秀明】

「お腹が空いてるならルームサービスを頼みますから」




【秀麗】

「オレは？」




【里奈】

「あ、まだお礼を言っていませんでした。助けて頂いてありがとうございました」




【秀明】

「いえ、秀麗が言ったのは〝オレ〟で〝お礼〟では‥‥」




【秀麗】

「どういたしまして」




　にっこり笑う秀麗。

　これがついさっき人を撃ち殺した人間とはとても思えない。




【秀明】

「‥‥とにかく、今夜は彼女をゆっくり休ませたいので、お礼を兼ねた食事会はまた次回にして下さい」




【秀麗】

「むう‥‥、仕方ない。アニキ、怒ると、コブラツイスト掛ける。だから、今夜、諦める」




【里奈】

（コ、コブラツイストって‥‥）




【秀明】

「‥‥‥‥それは子供の頃の話でしょう」
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　秀麗と別れた後、秀明は里奈をホテルに連れて帰った。

　もちろん、前回同様、上海の最高級五つ星ホテルのスイートルームだ。




【秀明】

「貴方が無事で本当に良かった‥‥」




　里奈をソファーに座らせ、深呼吸を一つした秀明は、そっと彼女を抱きしめた。




【秀明】

「一つ、撤回をさせて頂きたいことがあるのですが‥‥よろしいですか？」




【里奈】

「‥‥は、はい」

（なんだろう？　改まって‥‥）




【秀明】

「先日、私と一夜を共にしたことは忘れて下さいと言ったことです。それを撤回させて頂きたいのです」




【里奈】

「え‥‥、副社長は私に何が何でも次期ＣＥＯにならなければいけないと、そうおっしゃったではありませんか？　だから、愛や恋などに、うつつを抜かしている場合ではない、あの夜のことは忘れて欲しいと‥‥」




【秀明】

「‥‥確かに今の私は仕事以外のことに囚われている場合ではありません。ですが‥‥貴方が傍にいないと駄目なんです‥‥そのことに今さらながらに気が付きました」




【里奈】

「副社長‥‥」




【秀明】

「ですから‥‥私の傍にいて下さい」
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【秀明】

「たとえ貴方が私に治療費を出させる義理がないと言っても‥‥、私は貴方と離れたくはないのです」




【里奈】

「‥‥」




【秀明】

「私には貴方が必要なのです。もちろん秘書としても一人の女性としてもです」




【里奈】

「‥‥信じてもいいのですか？」




【秀明】

「ええ、もちろんです」




【里奈】

「また忘れろだなんて言ったら、その時は‥‥コブラツイスト掛けますからね？」




【秀明】

「‥‥‥‥貴方、掛け方を知っているのですか？」




【里奈】

「‥‥これから覚えます」




【秀明】

「その必要はありませんよ。もう二度と貴方にあんなひどいことは言いませんから」




　秀明ははっきりとした口調で言うと、

　里奈に〝誓いのキス〟をした──。
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【秀明】

「そう言えば、お腹は空いていませんか？」




【里奈】

「あ‥‥そう言われると‥‥」




　‥‥キュルルルルルルルルル──。

　秀明に訊かれた直後、突然里奈の腹の虫が騒ぎ始めた。




【秀明】

「空いているようですね」




　ククッと笑う秀明。




【秀明】

「何か食べたい物はありますか？」




【里奈】

「チャーハンが食べたいです」




【秀明】

「では、ルームサービスを取りましょう」




　秀明はそう言うとフロントに電話を掛けて中国語で注文をした。




　しばらくして注文したメニューが部屋に運ばれて来た。

　すると秀明は里奈に食べさせようとレンゲを手に取り、料理をすくって口元に持って来た。




【里奈】

「‥‥ひ、一人で食べられますよ？」




【秀明】

「私がこうしたいのです。貴方を傷つけてしまったせめてものお詫びです。これで許されるとは思っていませんが‥‥、嫌ですか？」




　そう言う秀明に里奈は結局納得してしまい、料理を食べ切るまで秀明に食べさせて貰ったのだった──。
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　──翌日。




【古泉】

「秀明」




　空港の出発ロビーにいる秀明と里奈の前に、古泉が現れた。




【秀明】

「‥‥古泉さん、荷物はないのですか？」




　一緒に帰国するはずの古泉だが、手には何も持っていなかった。




【古泉】

「ああ、私はもう少し残るよ。まだ細かい後処理が残っているんでね」




【秀明】

「そうですか」




【古泉】

「それと、秀麗が水之瀬さんにもう一度会いたいと言っていたぞ」




【秀明】

「‥‥‥‥」




　秀麗からの言伝に眉間にしわを寄せる秀明。




【古泉】

「今ならまだ飛行機の便を変更出来るが、どうする？」




【秀明】

「もちろん、お断りします」




　秀明は即答で拒否した。




【秀明】

「総会が近いので時間が惜しいのです」




【古泉】

「‥‥そうだな」




　古泉は本当はそうじゃないだろう？　と、言わんばかりの顔で笑った。
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　そして古泉は里奈に向き直ると──




【古泉】

「秀明のことをよろしく頼むよ。しっかりサポートしてやってくれ」




　柔らかい口調で言った。




【里奈】

「は、はい」




　だが踵を返す瞬間、




【古泉】

「‥‥貴方は我々に何をもたらすのでしょうね」




　意味深な言葉を残して行った。




【里奈】

（え？　‥‥どういう意味？）




　慌てて振り返る里奈。

　しかし、そこにもう古泉の姿はなかった。




【里奈】

（‥‥やっぱり古泉相談役って謎の人だな──）
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　──上海から帰国した数日後。

　三響ホールディングスの本社ビルに隣接する複合商業施設では、アレグラメンテ内のイベントホールで次期ＣＥＯを発表する総会が行われることになっていた。




【里奈】

（‥‥すごい人‥‥これ、みんな三響グループの重役？）




　里奈が驚くのも無理はない。

　この総会には三響グループ内の重役達が一同に会する。

　秀明はもちろん、夏妃子、秋善、冬哉とそしてその父であり、三響ホールディングスの総師・龍善と相談役の古泉の他に子会社に属する役員達が次々とイベントホールに集まって来た。

　そして、その中に里奈をじっと見つめている人物がいた。




【里奈】

（‥‥‥‥？）




　なんとなく背後に違和感を感じて振り返る。




【里奈】

（‥‥っ）




　すると、少し離れた所から冬哉が射るような目で、里奈を見ていた。




【里奈】

（そうだ‥‥ちゃんと冬哉さんと話をしなくちゃ）




　ジョージが用意した部屋を出てから、まだ一度も彼らと話をしていない。

　里奈は一言でも謝罪しておこうと冬哉に足を向けた。

　だが、冬哉は話をしたくないのか、すぐに人ごみの中に紛れて行ってしまった。




【里奈】

「‥‥‥‥」




　その様子に彼らを裏切ってしまったことへの、罪悪感を募らせる里奈。

　‥‥と、その時、




【？？】

「‥‥響子さん？」




　不意に母の名を呼ぶ声がした──。





シーン10






【？？】

「‥‥響子さん？」




【里奈】

（‥‥え？）




　不意に聞こえた母の名前に里奈は声の主を確かめようと、視線を巡らせた。

　すると名前を呼んだのは壇上に立っている会長の龍善だった。

　三響ホールディングスの創始者だ。




【龍善】

「‥‥‥‥」




　目を見開き、里奈を見つめている。

　里奈は慌てて会釈をした。




【里奈】

（でも‥‥どうして会長が母さんの名前を知っているの‥‥？）




【龍善】

「‥‥」




　無言で近づいて来る龍善。




【里奈】

（会長がこっちに来てる‥‥どうしよう？）

「‥‥」




　里奈は近づいて来る龍善を見つめていた。

　しかし──




【秘書】

「会長、お時間です」




　龍善の秘書が彼を呼び止めた。




【龍善】

「‥‥ああ、わかった」




　足を止めて壇上に引き返す龍善。

　どうやら総会が始まるようだ。

　司会の男性の進行で総会が始まり、龍善の挨拶と今期の成績発表の後、いよいよ次期ＣＥＯの発表の時が来た──。
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【司会】

『次期ＣＥＯは‥‥、』




　壇上の秀明と秋善の顔に緊張が走る。




【里奈】

「‥‥‥‥」




　里奈はゴクリと息を呑んだ。




【司会】

『神九条春樹氏に決定致しました』




【里奈】

（え‥‥‥‥）




　しかし──




【司会】

『えー、ここで神九条春樹氏のご挨拶があるのですが‥‥』




　──と、司会者が春樹がこの場にまだ到着していないことを告げたその時。




【雪】

「‥‥はい、三島です」




　里奈の隣にいた雪が携帯に出た。

　マナーモードにしていた携帯が鳴ったらしい。

　総会の最中は当然、余程のことがない限り電話には出ないはずだ。

　それなのに彼女が携帯に出たと言うことは‥‥。




【雪】

「‥‥っ!?　そ、そんな‥‥っ」




　ホール内がざわつく中、雪の顔色が変わった。




【雪】

「‥‥はい‥‥‥‥はい、すぐにっ」




　顔面蒼白で電話を切った雪。




【里奈】

「雪さん、どうしたんですか？　顔色が‥‥」




【雪】

「‥‥しゃ、社長が‥‥事故に遭われたって‥‥」




【里奈】

「‥‥え？」




【雪】

「今、病院から連絡が‥‥意識不明の重体で緊急搬送されたって‥‥‥‥」




【里奈】

「‥‥そ、そんな‥‥‥‥っ、とにかく、このことを、会長にお知らせして、指示を仰ぎましょう」
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　来期のＣＥＯは春樹に決まったが、その春樹は事故で緊急搬送された。

　そのことで総会は中断され、来期のＣＥＯは再考ということになった。

　春樹の続投を疑っていなかった者、秀明の大逆転、秋善の大どんでん返しを願っていた者など様々な反応でざわめく中、秀明は一人悔しそうに唇を噛み締めていた。




【秀明】

「‥‥‥‥」




【里奈】

（副社長‥‥‥‥なんて声を掛けよう？）




【里奈】

「‥‥まだチャンスはあります」




【秀明】

「‥‥っ」




　秀明は里奈が静かに呟いた言葉にハッと顔を上げた。




【里奈】

「‥‥副社長、戻りましょう」




【秀明】

「‥‥‥‥えぇ」




　秀明と里奈は未だざわついているホールを後にした──。
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　第二取締役室に戻った秀明と里奈は、目の前に広がる摩天楼を二人で眺めていた。

　しかし、その顔に笑みはない。




【秀明】

「‥‥‥‥春樹の事故は十中八九、古泉さんの仕業でしょう」




【里奈】

「えぇっ!?」




【秀明】

「‥‥結局、最後まで古泉さんに助けて貰わなければならなかったとは‥‥」




【里奈】

「‥‥あの‥‥、一つ教えて下さい。古泉相談役って一体‥‥‥‥」

（マフィアを動かしたり、社長を事故に遭わせたりすることが出来るなんて‥‥）




【秀明】

「‥‥彼については実は私もよく知らないんです。元々、会長の友人で私の父とも知り合いだったと聞いています。それで私と夏妃子が結婚することに‥‥」




【里奈】

「‥‥そうだったんですか」




【秀明】

「ですが、それ以外のことは‥‥彼の詳しい経歴なども知りませんし、父が信頼している方なので私も何も疑わずにいましたが‥‥もしかして古泉さんに何か言われたのですか？」




【里奈】

「‥‥‥‥いえ、特に何も」




【秀明】

「‥‥そうですか」




【里奈】

（副社長も古泉さんのことをよく知らないなんて‥‥）
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【秀明】

「‥‥‥‥次こそは必ず私の力で‥‥ですが、それには貴方のサポートが必要です。貴方さえ私の傍にいてくれさえすれば、春樹からＣＥＯの座を奪うことも不可能ではありません。‥‥これからも私と共に高みを目指して頂けますか？」




【里奈】

「はい、もちろんです」




【秀明】

「では、〝来期への糧〟を下さい」




　そう言うと秀明は里奈の顎を持ち上げて唇を落とした。

　陽光を反射してキラキラと輝く摩天楼だけがその様子を見つめていた──。
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　だが‥‥ドアの外、廊下で二人の会話を夏妃子が聞いていた。




【夏妃子】

「‥‥‥‥フン、そううまくはいかせやしないわよ。アタシを舐めるとどうなるか‥‥思い知らせてあげるわ」




　寄りかかっていたドアから体を離し、吐き捨てるように呟くと、不敵な笑みを浮かべてその場を後にした。

　すると、その様子を影で見ていた人物が──。




【雪】

「‥‥‥‥」




　雪は夏妃子が去った後、廊下の一角から姿を現した。




【雪】

「‥‥たとえ貴方が不幸になると分かっていても、私はこの任務を全うしないといけないの‥‥ごめんなさい、里奈さん‥‥」




　雪はぽつりと呟いて目を伏せると第二取締役室を一瞥し、踵を上げた──。

　～ＥＮＤ～







前の選択肢に戻る







※注意

これより先は何らかの選択肢を選んだ際に表示される文章になります。

１つ前か、ページ一覧から選択肢画面に戻り、いずれかタップしてください。
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　ダ────ン‥‥!!

　漆黒の夜の海に、一発の銃声が響く。




【秀明】

「ぐ‥‥‥‥っ！」




【里奈】

「副社長‥‥！」




　飛び出して私を引き寄せた副社長が、肩を押さえる。




【里奈】

「いや‥‥っ！　いやあぁぁっ！」




【秀明】

「っ‥‥大丈夫、少しかすっただけです」




　副社長は胸元に私を抱きかかえると、荷物の影に飛びこんだ──が。




【男Ｂ】

「李秀華！　逃げるな！」




　黒い銃口が、私を抱きこんだ副社長に向けられる。

　ダ────ン!!

　──しかし。




【男Ｂ】

「ぐあっ‥‥!!」




　倒れたのは拳銃を握っていた男で──その背後には拳銃を構えた、別の男がいた。




【里奈】

（ど、どうして‥‥仲間を‥‥!?）




【秀明】

「っ‥‥大石さん、ここはいいから私たちが乗ってきた船へ乗ってください」




【里奈】

「副社長!?　何を言っているんですか‥‥!!　一人でなんて行けません‥‥！」




　私は急いで副社長の身体を支えると、肩に体重を受けながら立ち上がった。




【秀明】

「‥‥‥‥‥まったく、貴方という人は無茶をする」




　背後では激しい銃声が続き、夜の闇に白い閃光がまたたく。




【秀明】

「‥‥これでは貴方を船に連れ帰るのもままなりません。大石さん‥‥嫌ってもかまいませんが、どうか私を軽蔑だけはしないでやってください」
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　副社長はおもむろにスーツの内ポケットに手を入れ──黒光りする、一丁の拳銃を取り出した。




【里奈】

（拳銃‥‥まさか、副社長がこんなもの持ってるなんて‥‥‥‥）




【秀明】

「‥‥驚かせてしまって、すみませんね」




　副社長はカチッと拳銃を鳴らす──が。




【？？】

「‥‥華兄、あんたは手出し無用だよ」




【里奈】

「えっ‥‥!?」




　パン！　パンパンッ！

　背後から伸びた腕は拳銃を奪い取るやいなや、瞬時に発砲した。




【？？】

「汚れ仕事はオレの担当、他の頭使う面倒くさい部分は華兄の担当。

そういう約束だったよな？」




　青年はにんまりと笑うと、さらに船尾に向けて数発発砲した。




【里奈】

（副社長にそっくり‥‥もしかして、この人‥‥！）




【秀明】

「‥‥秀麗。お前には何かと迷惑を押し付けられてきましたが‥‥今回だけは恩に着ます‥‥後は頼みましたよ」




【秀麗】

「はいはい。にしても‥‥今回だけってひっどいなぁ」




【秀明】

「‥‥さて大石さん、今のうちに行きますよ！」




【里奈】

「えっ‥‥あ、ふ、副社長!?」




　副社長は私の膝裏に手を入れ──一気に抱き上げた。

　そして背後の銃撃戦にひるむ事なく、隣の船へと飛び乗る。




【秀麗】

「そんじゃ‥‥華兄、また今度改めて彼女の紹介よろしく！」




　船が走り出すと、船首に立っていた弟さんの姿がみるみる内に遠のく。

　銃声と閃光またたく船は、見る見るうちに夜の海に溶けていった──。
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　銃撃戦の起こった船は、夜の闇に溶けてもう見えない。

　私と副社長を乗せた船は、夜景きらめく港へと走っていた。




【里奈】

「副社長！　先ほど撃たれた傷は‥‥！」




【秀明】

「ああ、これはかすり傷なので問題ありませんよ」




【里奈】

「良かった‥‥でも、あちらの船は置いていって大丈夫だったんでしょうか‥‥？」




【秀明】

「うちの弟はむしろあれが専業だから心配無用です。それに何人か向こうにスパイを入れていたので、実際の頭数は少ないですし」




【里奈】

「スパイ‥‥？」




【秀明】

「先ほど仲間割れが起こったでしょう。あれも先に入れておいたスパイの仕業ですよ」




　副社長はそう言いながら、私の身体を締め付けていた荒縄をほどいていく。




【秀明】

「‥‥‥‥まったく。こんなに痕がつくほど縛るとは、愚行極まりない」




　副社長は、私の肌に残った縄の痕をなぞる──と。




【里奈】

「っ‥‥‥‥！」




　背筋に走ったしびれに、つい私はビクリと肩を震わせてしまった。




【秀明】

「‥‥失礼、他意はなかったのですが‥‥。ただ、陸につくまで少しだけ抱きしめる事を、許してもらえませんか」




【里奈】

「え‥‥」




　副社長は自由になった私の指先に、そっと触れる。

　その指先は緊張からか──驚くほど冷たかった。




【里奈】

（副社長‥‥）

「‥‥‥‥心配かけて、すみませんでした」




【秀明】

「いえ。私こそ怖い思いをさせてしまい、すみませんでした。ですが‥‥貴方が無事でいてくれて、本当によかった」




　私がそっと副社長の指を握り直すと、それを合図のように副社長が私を抱きしめる。

　少し痛いくらいだったけれど、その痛さが心地よかった──。
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【秀明】

「‥‥ミネラルウォーターで大丈夫ですか？」




【里奈】

「すみません、ありがとう御座います」




　私はグラスの水を受け取ると、眼下に広がる上海の夜景を眺めた。

　ホテルの部屋に帰ってきた今、数時間前の事が夢のように思える。




【秀明】

「‥‥改めて、今回は私の読みが甘かったせいで貴方を危険な目に遭わせてしまいました。本当にすみません‥‥」




【里奈】

「いえ‥‥副社長が謝る事はありません！　それに手を回して下さっていたおかげで、無事に生きて帰れました」




【秀明】

「ああ、あれは半分は古泉さんの仕込みですよ。たしか空港で『やる事がある』と言っていなくなりましたが、おそらくＣＥＯ争奪戦に備えて、あらゆる所に潜りこませておいた間者と連絡を取って指示を出していたんでしょう」




【里奈】

「あの‥‥古泉さんは何者なんですか？」




【秀明】

「‥‥それは私の口からは言えません。ただ、私の身の上の話ふくめて、後ろ暗い話は聞いて楽しいものではないでしょう。水之瀬さんも、私がマフィアの血縁者だと知って‥‥恐ろしく思ったでしょう？」




【里奈】

「それは‥‥。あまり‥‥怖いとは思いませんでした」




【秀明】

「‥‥‥‥‥。そうですか‥‥勝手に、貴方は恐れるのではないかと怯えていましたよ」




【里奈】

「私が『李秀華』さんの知名度を知らないというのもありますが、私は‥‥地位や名誉に惚れたのではなく、ひとりの人間に惹かれたんです」




【秀明】

「‥‥でしたら一つだけ、相談に乗ってもらえませんか。これは上司命令でも、商談でも、取引でもありません。李秀華から、大石里奈さんへの相談です」




【里奈】

（副社長‥‥いえ、李秀華さんからの相談‥‥）

（別人として、聴いた方がいいんだよね‥‥きっと）

「‥‥どうぞ、私でよければ」




【秀明】

「‥‥ありがとう御座います」




　私がそっとうなずくと、副社長──李秀華さんは静かに眼鏡を外した。
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【秀明】

「‥‥はは、李秀華として誰かに相談するのは初めてなので‥‥少し緊張します」




【里奈】

「そうなんですか‥‥じゃあ私、大役ですね」




　心から笑いかけると、李秀華さんは私の指先をそっと握りなおした。




【秀明】

「私の知り合いの‥‥ある副社長が、水之瀬さんという女性に恋に落ちました。そう言えば‥‥彼女も貴方と同じく、里奈という名前だったかもしれません」




【里奈】

「‥‥奇遇ですね」




　私はリズムを上げていく心臓を押さえながら、なんとか笑い返した。




【秀明】

「彼はその女性と一刻ながら、結ばれる事が出来ました。しかし自分の器が小さいあまりに‥‥自分との関係を忘れるように頼みこんだ。卑怯な男です」




【里奈】

「っ‥‥‥‥」




　そんな事はない──そう出かけた言葉を、私はなんとか飲みこみ話をうながす。




【秀明】

「彼は一族の為に生きてきた‥‥。一族のためなら、国を捨てたし、自分も捨てた。それなのに‥‥二十数年生きてきて、初めて欲が出てしまいました。自分で切り捨てた彼女が教えてくれたものが‥‥彼女自身が、恋しくて仕方なくなったのです」




【里奈】

「‥‥恋しくて‥‥‥‥」




【秀明】

「‥‥ええ。もう一度愛してくれと言えはしない。されどせめて隣にいてほしい‥‥だから彼は考えた。こんな身勝手な私でも、伯父の治療費を稼ぐ道具として利用価値があるのだと、そう考えてもらえたらば、一緒にいてくれるのではないかと」




【里奈】

（っ‥‥副社長なりに私と一緒にいようとしてくれてたんだ‥‥）




　私は繋がった手を引き寄せて、目の前の身体を抱き寄せたくなるのを必死に耐えた。




【秀明】

「ですが‥‥なんでも金と権力で解決しようとするのが彼の悪い癖です。結局、今もなお心焦がれるままに彼女に触れられずにいる。大石里奈さん、どうか知恵を貸してもらえませんか。どうすれば、彼女は再び彼の隣にいてくれるのか‥‥」




【里奈】

「‥‥‥それは‥‥」




　私は乾いた口をミネラルウォーターで潤すと、そっと唇を開いた──。
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【里奈】

「‥‥‥‥‥そんな‥‥」

（まさか‥‥私と同じように「せめて一緒にいたい」と思ってくれたなんて‥‥）




　私はつい、握り合う指に力を入れてしまった。




【里奈】

「実は‥‥実は、私‥‥いえ、水之瀬さんもせめて副社長の隣にいたくて、前に組んだ取引は終わらせて、秘書としてやり直すつもりなんですよ」




【秀明】

「‥‥‥‥まさか」




【里奈】

「いえ、本当です。治療費は立て替えという形にしてもらって‥‥それで、秘書をやりながら少しずつ返すんです」




【秀明】

「‥‥‥‥そうですか」




【里奈】

「ただ‥‥水之瀬さんがいては、副社長の使命を邪魔してしまうのでは‥‥」




【秀明】

「‥‥それは問題ありません。彼は一族のとある男に約束を取り付けましたから。今回、上海での商談をすべて成功させ、次期ＣＥＯになった暁は‥‥一度だけ、改めて人を愛する機会がほしい‥‥と」




【里奈】

「じゃあ‥‥‥‥！」

（副社長がＣＥＯになったら、関係をやり直せるの‥‥？）




【秀明】

「‥‥‥はい」




　まるで私の心の中を読んだように、李秀華さんはうなずいた。




【秀明】

「ですから、水之瀬さんに伝えて置いて頂けますか。帰国して早々の総会でＣＥＯになって、改めて‥‥愛していると言いに行くと」




【里奈】

「‥‥はい、必ず‥‥伝えておきます」




【秀明】

「‥‥では、今夜は私はこれで失礼しますね。相談に乗ってくださって、ありがとうございました」




【里奈】

「いえ、こちらこそ‥‥それでは、また明日」




【秀明】

「‥‥はい、おやすみなさい」




　李秀華さんは、小さく頭を下げると静かに部屋を出て行った。

　私は、大石里奈として同じように頭を下げる。

　きっと「李秀華」である彼に、次に出会う事は当分先な気がする。

　けれど今は誰より、「神九条秀明」である彼に会いたくて仕方なかった──。
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　──そして、上海から帰国した数日後。

　三響ホールディングスの本社ビル内のイベントホールには、総会として数百人の社員が集まっていた。




【雪】

「あ‥‥里奈さん、お疲れさま！」




【夏妃子】

「こっちの社員リストの仕事は終わったわよ。そっちの担当仕事は終わってるでしょうね？」




【里奈】

「はい、大丈夫です」




　秘書課はサポートに駆り出され、朝から大忙しだ。




【雪】

「それにしても‥‥さすが三響ホールディングスの総会、そうそうたるメンバーよね」




【里奈】

「たしかに‥‥」




　見回すと、春樹社長や秀明副社長、秋善専務の他にも見た事のない重役社員が、グラス片手に談笑している──と。




【夏妃子】

「‥‥泥棒猫、アナタ冬哉にまで手でも出したわけ？」




【里奈】

「え‥‥‥‥？」




　夏妃子さんが指差した先を見て──私は息を呑んだ。




【冬哉】

「‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

（冬哉さん、怒ってる‥‥当然だよね）

（バタバタしてて、ジョージにも冬哉さんにもまだ話を出来てないから）

（この後、ちゃんと説明して‥‥謝らないと）




　私は急いで冬哉さんの元へ駆け寄る──けれど、ふいに誰かに腕を引かれた。




【？？】

「‥‥響子さん？」




【里奈】

「‥‥‥‥え？」
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【？？】

「‥‥響子さん？」




【里奈】

「‥‥‥‥え？」




　突然呼ばれた母の名に、私の足が自然と止まる。




【？？】

「‥‥響子さん、じゃないのか？」




【里奈】

「え‥‥あ‥‥‥‥」

（こ、この人‥‥前にジョージの持ってた資料で見た‥‥！）

（一番えらい龍善会長、だよね‥‥？）




【？？】

「龍善会長は談笑していた相手に一言断ると、ふらふらと私に歩み寄ってきた」




【龍善】

「君は死んだはずでは‥‥いや、しかし‥‥」




【里奈】

（‥‥どうして会長が、母さんの名前を知っているの‥‥？）




【龍善】

「‥‥‥‥‥‥」




　会長は私の目の前に立つが、なかなか言葉を発せずにいる。




【司会】

『あの‥‥会長、もうじき開会のお時間です。壇上にお越し頂けますか』




【龍善】

「‥‥ああ、わかった」




　龍善会長は最後に何かを言いかけて口を開き──しかし、何も言わずに歩いて行った。




【里奈】

（今の‥‥なんだったんだろう‥‥）




【秀明】

「‥‥ああ、水之瀬さん。ここにいましたか」




【里奈】

「ぁ‥‥副社長‥‥！」




　自分の隣に副社長が立つだけで、私の胸には喜びと緊張が走る。




【里奈】

「あの‥‥何か、御用でしたか？」




【秀明】

「いえ、特に。ただ‥‥実は少し緊張していまして。万全は尽くしたのですが‥‥これでＣＥＯになれなければ立つ瀬がありません」




【里奈】

「‥‥大丈夫ですよ、副社長はきっとＣＥＯになれます」




　私はぎゅっと拳を作る──と、副社長はそれに自分の拳をこつりと当てた。




【司会】

『‥‥改めまして、これより第五十二回三響コーポレーション役員総会を開始いたします』




　パチパチパチパチ‥‥

　ホール全体を、割れるような拍手が響き渡る。

　ついに、運命の総会の幕が開けた──。
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【古泉】

『‥‥三響ホールディングスがつねに未来の先駆けとなり、希望を具現化した存在であるよう祈るばかりです』




　壇上で古泉相談役が挨拶を終えると、ホール中から拍手が送られた。




【司会】

『古泉千影相談役、ありがとうございました。続きまして、神九条龍善会長より来期ＣＥＯの発表です』




【里奈】

（ついに来た‥‥‥‥）




【秀明】

「‥‥‥‥」




　私がチラリと隣をあおぐと、偶然こちらを見た副社長と視線が絡む。

　副社長は小さく、私にうなずいてみせた。




【龍善】

『さて‥‥今期はそれぞれ、ＣＥＯ候補が抱える部門で大きな動きがあった先んじてＣＥＯ発表の前に、改めてそれぞれの紹介と総評を』

『三響貿易代表取締役、神九条春樹』




【春樹】

「‥‥‥‥はい」




【龍善】

『今期はインドの貿易会社「マハーカーラ」との協定締結さらに日本全体の対インド貿易産業の活性化を見越した提言書の提出、他にもさまざまな分野の貿易に積極的に取り組み、素晴らしい活躍だった』




【春樹】

「‥‥ありがとう御座います」




【龍善】

『続いて‥‥三響フィナンシャルグループ代表取締役、神九条秀明』




【秀明】

「はい」




【龍善】

『欧米諸国の金融危機によって前期は一時的に数字が落ちこみはしたが、そこからの立て直しさらにアジア地域のファンド展開の慧眼は見事。先の出張で予定を組んだという来期の電子債権機構の設立も期待している』




【秀明】

「‥‥ご期待に添えるよう、頑張ります」




【龍善】

『最後に‥‥三響不動産代表取締役、神九条秋善』




【秋善】

「‥‥はい」




【龍善】

『前々期から進行中の、湾岸地区の再開発計画は我が社の一大プロジェクトでもある。だが今期、住民側からの反発もあり施工が大幅に遅れていると聞いた。来期こそ、プロジェクトが形になるように慢心せず努めるよう』




【秋善】

「‥‥‥‥‥‥」




　三人の紹介が終えた所で、会場は水を打ったように静まり返った。




【龍善】

『さて‥‥以上を踏まえ、今期の業績、そして来期の展望を踏まえてＣＥＯの指名をする』




【里奈】

（どうか‥‥どうか、副社長でありますように‥‥！）
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　ホールの空気は最高潮に張りつめ、衣ずれ一つ聴こえない。




【龍善】

『三響ホールディングス、次期ＣＥＯは‥‥』




【春樹】

「‥‥‥‥」




【秀明】

「‥‥‥‥」




【秋善】

「‥‥‥‥」




【龍善】

『金融部門担当、神九条秀明副社長』

『彼を次期ＣＥＯとして指名する』




【里奈】

（っ‥‥‥‥！）




　一瞬、ふたたびシン‥‥と静寂がホールを満たし──次の瞬間。

　耳が痛くなるような拍手と、どよめきが広がった。




【秀明】

「‥‥‥‥！」




【里奈】

「すごい‥‥！　やりました、やりましたね副社長！」




【秀明】

「‥‥‥‥ええ‥‥！」




　どよめきはいつまでもやまず、ホール全体が生き物のように熱を持っている。




【役員】

「あの‥‥お言葉ですが、何故あんなにも功績を収めた春樹社長ではないのですか？」




　どこからか投げられた質問に、龍善会長は再びマイクに顔を向けた。




【龍善】

『‥‥今期の春樹社長と秀明副社長の功績はほぼ同列だった。だが下半期、春樹社長が担当している貿易業務において一点、レアアースが高騰し全体業績の数字を喰ってしまった』

『結果、副社長の来期の展望がこれを補うであろう事を想定した上で来期のＣＥＯに選定した』




【春樹】

「‥‥確かにその通りなので、おとなしくＣＥＯを譲るしかないな」




【秋善】

「‥‥くそ！　来季こそ‥‥俺が王の座を奪ってやるからな」




　秋善専務は副社長の前に立つと、その鼻先に人差し指を向けた。




【秀明】

「‥‥ええ、望む所ですよ」




【秋善】

「‥‥チッ！」




　秋善専務は人ごみを散らしながら、出口へと消えて行った。




【司会】

『では‥‥最後に、次期ＣＥＯ神九条秀明氏から一言をお願いします』




【秀明】

「‥‥‥‥はい」




　副社長は壇上に登ると、そっとマイクの位置を合わせた──。
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　副社長は壇上に登ると一度、ぐるりとホールを見回した。




【秀明】

『‥‥ご紹介にあがりました神九条秀明です』

『今回、こうして次期ＣＥＯに選定頂き大変嬉しく思っております。‥‥お恥ずかしながら緊張していて、誇れるようなスピーチが出来そうにありませんが、この場を借りて、改めて日々私を支えてくれるフィナンシャルグループに心から感謝を申し上げます』




　副社長は光を集めた壇上で、ゆっくりと頭を下げる。

　フィナンシャルグループなのか、一部のテーブルが大きくざわめいた。




【秀明】

『私はまだまだ未熟な事も多く、ＣＥＯとしては至らぬ点もあると思っております。ホールディングスを統括する身として、ゆくゆく会社の折れぬ柱になるべく努めますので、事業部関わらず皆さまのお力をお借りできますと幸いで御座います』




　副社長はそこで、今一度ホール全体を見回した。

　その力強くも澄んだ視線に、会場中が自然と熱を帯びていく。

　そして、ホールをすべて見回した副社長は──




【秀明】

『‥‥来期、改めましてなにとぞ宜しくお願いいたします』




　微笑みながら今一度頭を下げ、壇上を降りた。

　その微笑に、ＣＥＯ発表時と変わらぬほどのざわめきが広がる。




【里奈】

（ふふ‥‥皆、副社長の笑顔は慣れてないんだな）




　私は微笑みながら、壇上を降りてすぐに囲まれている副社長を見つめた。




【里奈】

（これで‥‥やっと心から、あの人を愛してると言える‥‥）

（もう一度、愛してもらえる‥‥）
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　総会が終わり──秘書課はふたたび細かい撤収作業のヘルプに入っていた。




【雪】

「‥‥すごいね、秀明副社長。総会が終わったのに、まだ会場がざわついてるよ」




【里奈】

「そうですね‥‥」

（早く副会長に会いたい‥‥）




　私は視線で副会長を探すけれど、ホールの中にその姿はなかった。




【古泉】

「‥‥水之瀬さん、少しいいかね？」




【里奈】

「あ‥‥はい、なんでしょうか」




　相談役は私を手招くと、そっとかがんで私の耳元に口を寄せた。




【古泉】

「‥‥副社長から伝言だ。『夜までは忙しくなりそうなので、改めて21:00に私の部屋に』‥‥との事」




【里奈】

「っ‥‥‥‥！」




　喜びと恥ずかしさで顔を上げると、相談役は小さく肩をすくめた。




【古泉】

「人を愛する機会を認めたとはいえ、人を伝言板にするのはやめてもらいたいものだ」




【里奈】

「こ、古泉相談役は‥‥どこまで知っていらっしゃるんですか？」




【古泉】

「‥‥それは企業秘密という事で。ただ、逆に私も君に訊きたいことは色々とあってね。改めて後日、話を聞かせてほしい‥‥響子さんとの関係性など」




【里奈】

「え‥‥古泉相談役、今‥‥！」




　相談役は小さく会釈をすると、次の瞬間には人ごみに溶けていた。




【里奈】

（相談役や会長、なんで私のお母さんの事を知ってるんだろう‥‥？）




　私は首を傾げるも、誰も答えてくれそうな人はいない。

　私は21:00の約束を糧に、再び会場の撤収作業に入った──。
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　────そして、あっという間に日が沈み。

　夜になり、ようやく社内と秘書課は落ち着きを取り戻した。




【夏妃子】

「はー‥‥疲れた‥‥。なんだって毎度、秘書課がこうも肉体労働しなきゃなんないのよ‥‥。あら？　水之瀬さん、雪は？」




【里奈】

「え‥‥雪さんですか？ホールの撤収作業の時に見かけたきりですが‥‥」




【夏妃子】

「そう‥‥あの子、時々どっかにいなくなるのよね。うちの課は泥棒猫に野良猫と、猫だらけじゃない」




【里奈】

「は‥‥はは‥‥‥‥」




　私がつい渇いた笑いをこぼす──と、ふいに夏妃子さんはカツカツと私に歩み寄った。




【夏妃子】

「‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

「‥‥‥‥あの、夏妃子さん‥‥なんでしょうか？」




【夏妃子】

「アタシ、アナタに一つ報告があるのよ。‥‥アタシ、来期から秘書課を辞めてアパレル事業部に移るの」




【里奈】

「わかりまし‥‥‥‥えっ!?」

（夏妃子さんが移動!?　なんで!?）




　猫の皮をかぶりそこねてポカンとする私の頬を、夏妃子さんの指が突いた。




【夏妃子】

「この間やった『クレマティス』のショーが大好評でね。向こうの事業部からもっと本格的に入れないかって打診があったのよ」




【里奈】

「そう‥‥ですか‥‥」




【夏妃子】

「‥‥なによ、もっと喜ぶと思ったのに。せっかくのお邪魔虫がいなくなって愛しのダーリンと２人きりじゃない」




【里奈】

「い、いえ！　そんな事は‥‥痛っ！」




　夏妃子さんはネイルカラーが眩しい指先で私の額を弾いた。




【夏妃子】

「‥‥言っとくけど、アタシは恋愛においては百戦錬磨なのよ。アナタたちの関係も、アナタたちが一夜を共にしたのもお見通しなの」




【里奈】

「そ‥‥そうだったんですか‥‥!?」
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【里奈】

（まさか、夏妃子さんにバレてたなんて‥‥）

「でも‥‥どうして、わざわざ部署移動まで‥‥」




【夏妃子】

「‥‥別にアナタたちを２人きりにしてあげよう！　ってワケじゃないわよ？　ただ‥‥アタシはアタシで好きな人がいてね、その人が言うのよ。一番生き生きしてるアタシが、一番好きだって」




【里奈】

「‥‥そうですか」




【夏妃子】

「そ。それに‥‥秀明のあんな笑顔見せられちゃ、何も言えやしないわよ。アタシと秀明には、アタシたちの都合があるから‥‥この左手の指輪は外せないわ」

「でも‥‥秀明の事、頼むわよ」




【里奈】

「っ‥‥‥‥はい！」




　私は勢いよく腰を折って、頭を下げる。




【里奈】

（継母だなんて思って‥‥すみませんでした）




　私が心の中で謝ると、夏妃子さんは私の後頭部をそっとなでたのだった──。




　────そして。

　会社をあがった私は、記憶を頼りに高級マンションの前にやってきた。

　腕時計は21:00──副社長との、約束の時間だ。




【秀明】

「‥‥お疲れさまです、水之瀬さん」




【里奈】

「あ‥‥‥‥」




　マンションの入り口に立っていた副社長に、私は慌てて駆け寄った。




【秀明】

「わざわざ別ルートで来て頂いてすみません」




【里奈】

「いえ、こうして副社長に招いて頂けただけで嬉しいです」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

「‥‥‥‥どうしました？」




【秀明】

「‥‥いえ、早く名前で呼んでほしいと思っただけです。ただ、まだ建物に入ってもいないのに‥‥気が早すぎましたね」




【里奈】

「っ‥‥‥‥」




　私がついうつむくと、副社長は私の手首を引いて歩き出した──。
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【秀明】

「‥‥どうぞ、あがって下さい」




【里奈】

「‥‥お邪魔します」

（っ‥‥どうしよう、すでに心臓が破裂して死にそう‥‥）




　一度来たにも関わらず──むしろ、前回よりも妙に緊張する。

　今や、副社長のお香の香りにさえ身体が反応してしまう始末だ。




【秀明】

「‥‥‥‥すみません、水之瀬さん」




【里奈】

「はい？」




【秀明】

「私は世間一般の中では理性的な人間かと思っていたんですが‥‥今夜は貴方に無茶をしいるかもしれません」




　副社長の声が、思ったより近くに聞こえた──次の瞬間。




【里奈】

「っ‥‥‥‥ん‥‥んぅ！」




　副社長は私を強引に抱き寄せると、唇を重ねてきた。

　息を求めて唇を開くと、さらに首後ろを固定されて深く奪われる。




【里奈】

（どうしよう、まだキスしかしてないのに‥‥身体が、熱い‥‥）




　立っているのがつらくなり、私は副社長のスーツを強く握った。




【秀明】

「‥‥‥‥っ‥‥は‥‥」




　奪いあい、求めあい──長いキスを終えると、二人の間に銀糸が引いた。




【里奈】

「副、社長っ‥‥い‥‥いきなり、ビックリしました‥‥」




【秀明】

「一応、先に断りは入れたでしょう？今日一日どころか、ずっと貴方を我慢してきたんです。いっそ、今夜まで我慢したのを褒めてほしいくらいですね」




　副社長は私の腰に手を回す──と、ゆっくり私の身体の線をなぞった。




【里奈】

「ん‥‥！　ふ、副社長、上海出張の時は悟り開いたような顔してたじゃないですか！」




【秀明】

「‥‥たしかに隣にいるだけで十分、だと思った時もありましたよ。ですが‥‥『李秀華』が先に言っていたかと思いますよ？」




　副社長は眼鏡を外して、軽く首をかしげた。




【秀明】

「二十数年生きてきて初めて感じた欲なのだと‥‥。それでも貴方を求めては‥‥いけませんか？」




【里奈】

「っ‥‥その言い方はずるいです‥‥‥‥！」




【秀明】

「それも先に言ったでしょう。私は‥‥ずるい男なのだ、と」




　肩を押され──私の身体が、ベッドの上で跳ねる。

　ふたたび重ねられる唇に、私はそっと瞳を閉じた──。
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【秀明】

「大石さん‥‥」




【里奈】

「んっ‥‥ぁ、あぁ‥‥っ！」




　息が出来ないほどに求められ、私の思考回路が溶けていく。

　ほのかに鼻をくすぐる、お香の香り。

　私を包む、しなやかな身体。

　触れ合ったところから伝わる、愛しい体温。

　長い長いキスを終え、私は充足感とともに瞼を開けた──。




[image: ]




【秀明】

「‥‥大石さん。いえ‥‥里奈さん‥‥」




　副社長は私の頬を両手で包むと、額に、瞼に、鼻先に、触れるだけのキスを落とす。

　私はそれを受け取りつつ、副社長の両手に自分の手を重ねた。




【里奈】

「‥‥副社長、くすぐったいです」




【秀明】

「‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

「‥‥‥‥あの、副社長？」




【秀明】

「これは独り言ですが、その呼び方では反応できませんね。前に私の名前を身体に教えて差し上げたはずですが‥‥もう忘れてしまいましたか？」




【里奈】

「う‥‥‥‥」

（そう言えば、前も副社長呼びして失敗したんだった‥‥）




【里奈】

「秀明‥‥さん」




【秀明】

「‥‥はい、よく出来ました。‥‥里奈さん、もう一度だけ‥‥呼んでもらえませんか」




【里奈】

「‥‥‥‥‥」




　妙な恥ずかしさを覚えた私は、蚊の泣くような声で名を呼ぶ。

　それでも──秀明さんは、嬉しそうに瞳を細めた。




【秀明】

「‥‥‥‥里奈さん。愛しています。本当に‥‥心の底から‥‥‥‥世界で一番」




【里奈】

「‥‥‥‥秀明さん？」




　秀明さんは、誰かに言い聞かせるように私の耳元に愛を囁く──。
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【里奈】

「‥‥秀明さん、どうしたんですか？」




【秀明】

「‥‥すみません、どうにも幸せがキャパオーバーしているようで。言葉にしても、言葉にしても、すぐに胸がつまるんです。今までずっと知らなかった感情が‥‥人を愛するという事が、嬉しいんです」




【里奈】

「私も‥‥私も、嬉しいです。心から秀明さんを愛してると言えて‥‥嬉しい」




　私たちは、まるで磁石のように惹かれ──唇を交わす。

　いくら求めようと、求められようと、際限なく身体が熱くなっていく。




【秀明】

「‥‥里奈さん、前にも言いましたが‥‥私は臆病者でずるい男です。ですが‥‥貴方が隣にいてくれる限り、なんでもできる気がします。だからどうか、私の隣にいてください」




【里奈】

「‥‥はい、こちらこそ喜んで。仕事もオフも‥‥どこまでも、海の向こうまでもご一緒させて頂きます」




【秀明】

「それは頼もしい限りです。では、早速ですが‥‥今宵、夢を見るその瞬間まで‥‥私に付き合ってください」




　優しく降ってくる唇を、愛の言葉を、私は瞳を閉じて受け止める。

　いつわりから始まった関係だったけれど、こうして与えられる愛は間違いなく真実で。

　この温もりさえあれば、どんな世界でも私は生きていける気がした────。





シーン18






　～Ｅｐｉｌｏｇｕｅ～

　──月が夜の闇に煌々と輝く。

　人のいなくなった月下に、カツカツとヒールの音が響いていた。




【雪】

「‥‥‥‥‥‥」




　時おり風が吹いては、夜の闇に葉が舞っては消えていく。

　ふいに歩いていく雪の足元に影が落ちた。




【ジョージ】

「‥‥こんばんは、オネーサン。月が綺麗だからって、こんな時間じゃ女の一人歩きはオススメできねぇぜ？」




【雪】

「‥‥‥‥どこの誰か知らないけど、貴方こそ早くおうちに帰りなさい」




　雪は目の前の男を避けると再び歩き出す──が。

　またも、その靴先に人影が落ちた。




【冬哉】

「‥‥三島さん、早く巣に帰りたい気持ちは分かりますが、少しだけ僕たちに時間をくれませんか？」




【雪】

「‥‥冬哉さん、この人は貴方のお仲間？　こんな時間に、妙な遊びに巻き込まないでくれないかな」




【冬哉】

「‥‥これは妙な遊びじゃない、取引ですよ」




【ジョージ】

「そ。それにオレとコイツは、お仲間って言うよりは共犯者。同じ穴のムジナってんじゃないけど、アンタもオレたちと近いところに住んでんだ。ちょびっとお茶でもしようぜ‥‥警視庁公安部、三島雪恵さん？」




【雪】

「‥‥深夜に呼び止めておいて、なんの冗談？」




【冬哉】

「とぼけても無駄ですよ？　貴方は三響と中国マフィアの関係を暴くために、秘書として潜入中‥‥ですよね？」




【雪】

「‥‥‥‥」




【ジョージ】

「おっと！　そんな顔しないでくれって。別に、なにもアンタを脅そうってんじゃねぇんだ。ただな‥‥『罪の報いは死なり』って言葉があってな」




【雪】

「‥‥新約聖書？」




【ジョージ】

「おっ！　こりゃ、話が早い！」




【冬哉】

「‥‥いや、別にそこが分かっても話は早くないけどね。ただ‥‥雪さんと僕たちは利害が一致しているんですよ。だから‥‥ここから先は場所を変えて、じっくりお話しましょう？」




【雪】

「‥‥‥‥‥‥‥‥分かったわ。でも、この事は‥‥」




【ジョージ】

「もちろん誰にもナイショ、オレたちだけのヒミツだ」




　ジョージはタクシーを呼び止めると、二人を先に乗せた。

　そして──闇夜にそびえる、三響ホールディングスビルをあおぎ見る。




【ジョージ】

「‥‥悪ぃな、シンデレラ。アンタのハッピーエンドを祝ってやりたいとこだけど‥‥オレたちの目的のためには‥‥アンタにゃ最後まで踊り続けてもらわなきゃなんねぇんだよ」




　ジョージのつぶやきは、風に溶けて消えていく。

　やがてタクシーは走り出し、そのテールランプも都会の闇に溶けていったのだった──。

　～ＥＮＤ～
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